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一話　可愛かわいいあの娘この暗黒面







『闇やみ暗くら魔ま夜やを、科学部にスカウトしろ―――！』

　在ある波ふあ高校一年βベータ組、阿あ寒かん望のぞむは頭を抱かかえていた。

（あーもー！　先せん輩ぱいたち、勝手なことばっかり言いやがって！　いくら同じクラスでも、話したこともないのにスカウトなんて無理だって、科学的に考えて！）

　望は困り果てて、愛読書の「理科年○ピヨー」に顔をうずめる。科学部は望を入れて現在四人。あと一人部員が入らなければ、同好会に格下げとなってしまうのだ。

　在波高校は部活動が盛んで、緑かおる五月も半ばを過ぎればほとんどの一年生はどこかの部なり同好会なりに所属する。だが、闇暗魔夜だけはまだどこにも入部していない。そこで白羽の矢を立てられたのだが、「どこにも入部していない」からといって「科学部に入ってくれる」とは限らない。

（むしろ闇暗は、すごい競争率高いんだよなぁ）

　望はため息をついて、眼鏡をかけ直してから、窓辺の席に座る魔夜に視線を向けた。

　彼女は腰こしまで届く黒くつややかなストレートのロングヘア、血の気の薄い色白の肌はだに、凍こおりつくほど整った顔立ち、無口で無表情……というクールなオーラをただよわせた娘むすめである。トレードマークは、黒い十字模様を中心に描えがいた真紅のカチューシャ。長い前まえ髪がみが左目を隠かくしているのが、よけいに表情をうかがわせずミステリアスさを倍増させる。しかも家は大きな総合病院を経営しているお嬢じよう様さまらしい。中肉中背、まじめっぽい眼鏡と地味な髪型、平凡な容姿、取り得は科学だけ……という望には、別世界の住人のようだった。

　在波高校の制服は女子がセーラー服、男子が詰つめ襟えり、ほぼ全て黒でコーディネートされている。女子のスカーフが真紅である他は、男子のワイシャツ、女子の三つ折り靴くつ下したとベルト、靴まで真っ黒だ。その黒さが、魔夜の髪の黒さや肌の白さをいっそう引き立てていた。

　そんな魔夜だから、たとえ少々とっつきにくくても、積極的な男子は熱心に声をかけて口説こうとしていたし、休み時間のたびに各部の代表者が先を争ってβベータ組へスカウトに来ていた。

「闇暗さん！　その美び貌ぼう、ぜひわが演劇部の主演女優プリマ・ドンナに！」

「いや、入学試験でダントツ一番だったというその知性を、ぜひチェス部に！」

「いいえ、新入学時の体育測定で何となくつまんなそーに走って百メートル十二秒台を出したその脚きやく力りよく！　陸上部で一いつ緒しよに青春の熱い炎ほのおを燃やしましょう！」

　しかし魔夜は周囲の熱意をよそに、頬ほお杖づえをついて窓の外を眺ながめ、淡たん々たんと答えた。

「すみませんが……興味、ありませんので」

（わー。やっぱ即そく答とうだな）

　望はここしばらく、教室の隅すみっこでスカウトのタイミングをうかがっていた。だが、他の部のスカウトが殺さつ到とうしている中に入っていく気力も無いし、彼らの無残な敗退を毎日見ていると、不人気な科学部にスカウトなんて絶対無理だという気がしてくる。

（でも先輩たちの手前、諦あきらめるわけにはいかないし。ゴリ押おしで無理でも頭を使えば何とかできるかも知れない。人間の脳には無限の可能性がある、努力し続けるかぎり人間と科学に不可能は無い……って、部長がいつも言ってるもんな）

　望はくじけそうな心を奮い立たせ、気合を入れなおした。もう少し流れを見て傾けい向こうと対策を練ろうと考え、机に立てた分厚い「理科年○ピヨー」の陰かげに顔を隠しつつ、魔夜の観察を続ける。

　魔夜は演劇部員と二言三言、入る入らないの押し問もん答どうをしていた。あまりにものれんに腕うで押おし状態の魔夜に、イラ立った演劇部員がついにブチ切れた。

「なっ何よ、下手に出てりゃ後こう輩はいのくせにその態度は！　いいから、わかりました入部しますって言えばいいのよっ！」

　演劇部員が魔夜の胸ぐらを掴つかもうとして、柔じゆう道どう部員に羽交い絞じめにされる。

「こっこら闇暗さんの機き嫌げんをそこねるな！　俺らまで同列だと思われるだろうが！」

「そうだ、俺の夢の邪じや魔まをするなっ！　美人マネージャーと甲こう子し園えんを目指し、青春の熱い血潮と甘あま酸ずっぱいラヴを一挙両得という運動部系ならではの夢を！」

「ならば文科部系の俺の夢を聞けィ！　闇暗さんを入部させて、学園祭の準備で遅おそくなっちゃって、二人で近くのスーパーに買い出しに行って、お弁当とペットボトルジュースと紙コップを買って、重いから俺が持つよって言いながら二人で夜道を並んで帰ってきたら、真っ暗な校庭が『ちょっと怖こわいね』って闇暗さんがそっと俺の手を握にぎって、俺が『闇暗はこんなのが怖ぇーのかよ、可愛いなあ』って笑ったら、闇暗が『なっ何よもうっ！　ばかにするなんて、意地悪！』ってふくれて、俺が『ふーん？　じゃあ、その意地悪の手をぎゅーっと握ってんの誰だよ』って言ったら闇暗がカアッと真っ赤になって『なっ何よぉもぅ……っ！　知らないんだか」

「ちょっと、わたしの闇暗さんで勝手な妄もう想そうしないでよ！」

「人の妄想の途と中ちゆうで割りこむな！　つか、なんで闇暗がてめーの所有格だ！」

「男だけでも競争率高いのに女まで交じってくんな！　あーでも文化祭の準備中に、真っ暗な校庭見ながら闇暗と夕食がわりのカッ○ピヌードルとか食えたら、俺死んでもいい」

　彼らの醜みにくい争いを見て、望は呆あきれ果はてる。

（なるほど。闇暗がスカウトに乗らないのは、こいつらが邪じや念ねんに満ちているからだな）

　もし望が予想したとおりなら、彼女を「落とす」には下心の無いすなおな気持ちでスカウトすれば良いわけだ。彼女のことを特別何とも思っていない自分は有利なはずである。

（よし、勝機が見えてきたぞ。やっぱり科学に不可能は無い、努力して頭を使えばできないことはないんだ！　方向性は決まったから、あとはタイミングだな。今の状態では、ほかのスカウトたちと同列視されて心証が悪そうだ……いつ声をかけるのが最適だろう？）

　望がふたたび考えこむ一方で、部員たちの争いはますます熾し烈れつになっていた。

「あんたたちっ、スカウトは部の強化じゃなくて私利私欲なわけっ？」

「何言ってんだ！　おまえらだって美人の闇暗を会計係にすえて、生徒会からごっそり部活予算をもぎ取る魂こん胆たんだろ！」

「まあみんなひどーい。闇暗さぁん、こんな邪じや心しんにまみれた奴やつらの部活に入っても苦労するわよ。その点、ウチに入ってくれたら毎日帰りにラーメンおごっちゃう」

「物で釣つるとは卑ひ怯きようだぞ、ラクロス部！　よーし闇暗くん、俺の実家はフェミニン（笑）な隠かくれ家が的お店（笑）のチョイモテ（笑）ケーキ屋だから、今一番キテる（笑）ヤバウマ（笑）でマジカワ（笑）なスイーツ（笑）食べ放題（笑）券を進しん呈ていしよう！」

「なんで（笑）がついてるんですか」

　魔夜はますますつまらなそうな表情で、彼らに目を向ける。かなり鬱うつ陶とうしそうだ。

「ですから、興味ありませんので」

「そ、それじゃ闇暗さんの興味って何？　うちの部と共通点があるかも、言ってみて！」

　各部のスカウトたちが、息をのんで答えを待つ。

「そう……ですね」

　魔夜は唇くちびるに人差し指を当て、薄うすく笑いながらボソリとつぶやいた。

「未確認飛行物体ＵＦＯ（笑）とか未確認生物ＵＭＡ（笑）とかプラズマ（笑）とかピラミッドパワー（笑）とか交こう霊れい術（笑）とか悪あく魔ま召しよう喚かん（笑）とか……そんな感じでしょうか。フフフ……」

　魔夜の、予想をはるか斜ななめ上に行く答えと「（笑）」の著しい誤用に、スカウトの部員たちはしばし沈ちん黙もくした。しかし、気を取りなおしてしつこく魔夜を勧かん誘ゆうする。

「え、あー……。そっ、それじゃわが陸上部はぜったいおすすめよ、円えん盤ばん投なげあるし！」

「円盤投げの円盤はＵＦＯとは違ちがうだろ！　その点わが乗馬部には『Ｕ・Ｍ・Ａユー・エム・エー』が！」

「つづりを分けて言っても騙だまされませんので。というかそれ、オヤジギャグですよね」

　魔夜の視線があまりにも冷たかったので、部員たちは心が凍こおりつきそうになった。

（あーあ、頭悪いなあ。闇暗がＵＦＯとかＵＭＡとか妙みようなこと言ってるのは、断るための理由づけに決まってるのに。少し『観察』して、少し『頭を使えば』判るのになあ……）
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　望には今日のスカウトたちも全ぜん滅めつするだろうと予想できた。魔夜は頬ほおに手を当てて、試すような目で彼らを見つめた。

「それでは、逆に考えてみましょう。わたしのやりたいことをするには、恐おそらく『オカルト部』がぴったりだと思うのです。わたしが入部するかわりに、オカルト部にも入部してくださいませんか？　それなら公平ですよね？」

「え……い、いや。そりゃ公平だろうけど」

　逆に魔夜にスカウトされて、部員たちは困こん惑わくする。

　兼けん部ぶをすれば、部費も時間も倍かかる。練習に忙いそがしい運動部系ではまず無理だ。いや、仮に暇ひまな文科部でも、兼部先が「オカルト部です♪」とは少々自己紹しよう介かいしにくい。むしろ、かなりヤバい人に思える。

　しかし、ここで魔夜の提案を断れば確実に彼女の心は離はなれてしまう。他の部に負けるわけにはいかない。部員たちは、もみ手をしながら魔夜に話を合わせた。

「もっ……もちろん！　うちの部全員、オカルト部と兼かけ部もちさせよう！」

「あたしのほうが！　実はコックリさん得意なのよ、オカルト部にふさわしい人材よ！」

「うちの部員は全員霊れい能のう力者だ！　オカルト部に入れてくれ！」

　必死にアピールする部員たちを魔夜はじっと見ていたが、凍りつくような薄うす笑わらいを浮うかべてサイドの髪をかきあげた。

「フフフ……皆みなさんは何かひとつ青春をかけて打ちこむものがあるから、部活をなさっているんじゃないんですか？　皆さんの情熱は『かけもち』できるていどのものだったんですか？　それしきの『情熱』で、わたしの心を動かせると思いますか……？」

　魔夜のことばの調子は静かだが、凍りつくような完かん璧ぺきな美び貌ぼうでそれを言われると、氷の刃やいばで突つき刺さされたような痛みがある。

「うっ……！　そ、それは……！」

　部員たちは反論できない。しばらく諦あきらめきれないようすでうなっていたが、魔夜が完璧に無視しているので居い心地ごこちが悪くなって、そそくさと立ち去った。何事もなかったかのように涼すずしい顔で座っている魔夜を、周囲の男子たちがちらちら見ながら小声で噂うわさする。

「かっこいいなー闇暗。相手が先せん輩ぱいでも一発で撃げき退たいだぜ」

「調子よくおだてられても絶対に乗らない頭のいいところが、闇暗の魅み力りよくなんだよなー」

「綺き麗れいだしなー。もう少し近づきやすかったら速そつ攻こうで声かけるんだけど。まあその近寄りがたいところが、高たか嶺ねの花はなっぽくていいんだけどな」

「正直うちの部に来てもらいたいんだけど、今の惨ざん敗ぱいを見たあとじゃさすがになー」

　望はそんな男子たちに目を向け、心の中でつぶやいた。

（そうでもないさ。みんな、闇暗のパターンを分ぶん析せきしてないからスカウトに失敗するんだ。ここしばらくずっと闇暗を観察してきて練りあげた、俺の『闇暗攻こう略りやく理論』は、たぶん正しいはずだ。九十九パーセントの確率で闇暗を落とせる自信がある！）

　だが、今は良くない。他のギャラリーがいる所で魔夜をスカウトしたら当然他の人間も集まってきて、さっきのように喧けん々けん囂ごう々ごうの言い争いになってしまう。魔夜を落とすために、まず必要な条件。それは「二人だけで話す」ことだ、と望は結論を出した。




　その日の放課後……。

　魔夜は、一人で帰宅していた。学生カバンを手に徒歩で帰る魔夜の後ろから、望は電柱や壁かべの陰かげに姿を隠かくしつつ尾び行こうした。二人きりになるのを待っているのだが、家の方向が同じ生徒が周囲に何人かいたのでなかなか声をかけられない。

　しばらくついていくと、魔夜は学校から少し離れた所にあるバス停からバスに乗った。おめおめと引き返すわけにも行かず、望も気づかれないように後からついて乗る。

（まだ何人かうちの制服の奴やつがいるな……）

　バスの中を見回しながら、望は魔夜に話しかけるタイミングを待つ。

　バスは市中を抜ぬけて、郊こう外がいに出た。林と畑が広がる田園風景の中、大きな家がぽつりぽつりと見える。空は夕焼け色に染まりはじめていた。

　やがて田園も無くなり、暗い山道に入る。そこで初めて、魔夜は降車ボタンを押おした。

『ポーン♪　つぎ、とまります』

　女性の声で再生され、バス中の降車ボタンに赤あか紫むらさき色いろの光がともった。

（えっ……？　こんな所に、家なんかあるのか？）

　望は窓の外の山道を確認して、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。何かが怪あやしい……本能が危険を告げていたが、「自分が考えた魔夜攻こう略りやく法ほうを試して、仮説が正しかったことを証明したい」という科学部の気質が邪じや魔まをした。

　山道のバス停で魔夜がバスを降りると、望も慌あわてて後を追いかけた。




　バスを降りると、そこは本格的な山の中だった。街灯がぽつぽつと立っているだけで、民家があるわけでもなく、ただただ雑木林が広がっている。山頂にはハイキング用の売店があるようだが、ハイキングコースの途と中ちゆうになるこのバス停の周囲には本当に何もない。

　こんな時間にハイキングのわけもないのに、魔夜は迷うようすもなく登山道のほうに入っていく。何もかもが妙だ。望は胸がざわついた。

（まさか自殺とかじゃないだろうな？）

　ようやく二人っきりになれたわけだが、この状じよう況きようはちょっと声をかけにくい。

　望は普段、恐おそろしく無口でノリが悪い。わずらわしい事に振ふり回されるより図書館で借りてきた科学の本ブルーバック○ピシリーズを読んでいるほうが好きだし、特定の親友は作らず単独行動が多い。男子はけっこうそんな望を頼たよりにし、宿題を教えてもらったりして一目置いているのだが、女子では彼と話したことがない者のほうが多い。

　その望が女子に話しかけようというのだから、完璧な攻こう略りやく計画を立ててはいても、緊きん張ちようしまくってしまう。魔夜だって、ふだん無口な自分に話しかけられたらきっと警けい戒かいするだろう。そう考えていると、なかなか話しかけるタイミングがつかめない。

（い、いや、大だい丈じよう夫ぶだ。俺の計画ではうまくいくはず、最初から諦めないかぎり科学に不可能は無い。闇暗は私利私欲だらけのスカウトにうんざりしているはずだから、邪じや念ねんなど無く、純じゆん粋すいに科学の楽しさを彼女の前で語ればわかってもらえるはずだ！）

　望は意を決すると、自分の仮説を証明すべく、背後から魔夜に呼びかけた。

「……闇暗！　い、家……そっちか？」

　魔夜は振りかえる。いつも無表情の彼女がとてもびっくりしたような顔をしたので、望のほうが驚おどろいた。

「あ……いや、違ちがうんだ！　別におまえをストーカーしてたわけじゃない！　こんなひと気の無い所で、確かに状じよう況きよう的てきには怪しいけど、偉い大だいな科学の先人たちに誓ちかって違う！」

「別に、そんなことは考えてません……。だって阿寒くんは、女子よりも何よりも科学に興味があるんでしょう？」

「えっ？」

　望は目をぱちくりする。いつもスカウトに囲まれて多た忙ぼうだった魔夜が、一度も話したこともない自分のことをよく知っているのが意外だった。

「俺の名前、知ってると思わなかった」

「そうですか？　理科Ⅰの授業中、すごく目立ってるじゃありませんか。先生に当てられたら、先生もびっくりするぐらい専門的に答えてプチ独演会状態になってますし……」

「そ、そんな気は無いんだが」

　望は顔を赤くする。基本的にはあまり目立たないようにしている望だが、マニアの心はウンチクである。クラス全員に自分の科学のウンチクを語れるとなると、ついうっかり若気のいたりで情熱が暴走してしまって、どうしても止められない。

「頭いいですよね、阿寒くんって。フフフ……」

　魔夜は足を止めて振りかえる。こんなに近くで魔夜の顔を見るのは初めてだ。完かん璧ぺきに整った顔立ちは、人形のように無機質な美しさを感じさせた。

（な、何だっ？　別に闇暗のことなんて何とも思ってないのに……落ちつけ、変に思われるぞ！　俺は科学部のため、こいつをスカウトしにきただけなんだからな！）

　無意識に赤くなってしまった自分を、望は必死に抑えようとする。その目の前に、魔夜は人差し指を突つきだした。

「科学でも何でも……ひとつのことに没ぼつ頭とうできる人って、何も無いカラッポの人間よりずっとすてきだと思いますよ。フフフ……」

「そ、そうかな」

　誉ほめられた望はちょっと照れて、短い髪をワシャワシャとかく。

「ひとつのことに没頭できる人って、前世でもその前世でもそれに携たずさわって何百年もひとつのことを極め続けるぐらい、忍にん耐たいと確固たる信念を持ってるんですよ。フフフ……」

「ちょっと待て、前世だって？　本気でそんなこと？　さ、さっきＵＦＯとかＵＭＡとか言ってたのはまさかスカウトを断るためじゃなく……本気っ？」

「わたしはいつでも本気ですよ。阿寒くんはオカルトに……興味、無いんですか？」

　思いっきり非科学的な魔夜を、どうやれば真逆の科学部に誘ゆう導どうできるというのか。計算が狂くるった望は混乱して目をグルグルさせる。

　ここは魔夜に合わせるべきか？　否、それでスカウトにきた部員たちが全員撤てつ退たいしたのを望はついさっき見たばかりだ。何よりも、科学を愛する心にかけて、たとえウソでも、非科学的なオカルトを信じているとは言えない。

「闇暗は怒おこるかもしれないけど……オカルトを信じてる奴やつは、科学文明を否定して精神世界に逃にげてるだけだと俺は思う。だけど現実にこの世の文明は科学が支えているし、誰もがその恩おん恵けいにあずかってるんだ。科学を否定したところで、現実を否定することはできない。現実を否定して精神世界に逃げこんでも、自分も他人も世界も何ひとつ変えることはできない、と俺は思ってる。それが正直な気持ちだ」

　さっき部員たちを撃げき退たいしたときの魔夜の冷ややかな視線と口調を思いだして、望は緊張に息をのむ。だが魔夜は、サイドの髪かみをかきあげて、フッと表情をゆるめた。

「その演説ですよ……授業中、いつも阿寒くんがやってる……。信念があって、とても熱くて、聞いているだけで胸が高鳴るような……フフフ……」

「あ、いや、別に今、演説したかったわけじゃない。そんな押おしつけがましいことは……」

「押しつけがましくなんかないですよ。阿寒くんの独演会、もっと聞きたいですね……」

「えっ？　そ、それってもしかして、科学に興味があるってことか？」

　希望の光が見えて、望は目をかがやかせた。

「うん、そうだよな、科学を知ればオカルトなんか怖こわくない。科学を否定したりウソの科学で人をだますのがオカルトの手口なんだ。そんな闇暗には、科学部がおすすめだ！　科学を知れば、まっすぐ現実と向きあって生きていく勇気と知ち恵えが手に入る。もう迷信や占うらないに振ふりまわされて不安になったりすることはないんだ、来たれ科学部に！」

　望は、熱心に勧かん誘ゆうする。魔夜は、少しだけ目をまるくした。

「……あら。それってつまり、阿寒くんって……『あの』科学部……だったんですか？」

「なんでそんな意外そうな顔を。理科の時間の独演会で、判ってるかと思ったんだけど」

「いえ、そうですね……。『あの』科学部、とっても似合いますよね……フフフ」

「なんでそこで『フフフ』なんだ？」

「気にしないでください。あ……いえ、やっぱり気にしてください」

　魔夜は夕暮れの風になびく髪をそっと指でかき上げながら、静かな瞳ひとみで見上げる。

「えっ？」

「どうやら近づきすぎたみたいです」

　望は、魔夜の視線を目で追った。

　山の頂上がぼんやりと光り、そこから暗い林の中を赤い光がいくつも下りてくる。すべり下りるのではなく、ピョンピョンと跳はねる動きは、車のようなものとは明らかに違ちがう。

「ま……まさか野犬っ？　逃げろ闇暗！」

「そうですね。逃げられればいいんですけど……」

「逃げられればじゃなくて、逃げるんだよ！」

　魔夜の手を引いて望は階段を駆かけ下おりる。魔夜は望に引っ張られながら、静かに言った。

「でも、逃げられても駄だ目めでも運命ですから、じたばたしても仕方がないかと……」

「運命なんて非科学的なもの俺は信じない！　自分で精せい一いつ杯ぱい努力しなくてどうする、何もしないなら死んでるのと同じだろ。諦あきらめないかぎり『科学に不可能は無い』んだ！」

「それ、阿寒くんの口くち癖ぐせですね。『科学に不可能は無い』って……」

「そ、そんなにしょっちゅう言ってるかな。いや、科学部の先せん輩ぱいからの受け売りだけど」

「そうなんですか……。すてきなことばですね、わたしすごく気に入ってるんですよ」

「っていうか、どうして一度も話したことのない俺の口癖を知ってるんだ」

「授業中の独演会以外にも……阿寒くんの発言は全部きちんと聞いてますから」

「え……なんで？」

　魔夜の答えを聞く前に、赤い光が望たちの前方に回りこんできた。望は慌あわてて足を止める。望が急に足を止めたので魔夜がその背にぶつかった。ぽやん、と女子の体は意外に柔やわらかい。こんなときなのに望はドキッとする。

「ごっ、ごめん！」

「どうして謝るんですか？　ぶつかったのは、わたしのほうなのに……」

「あっ、その……いや」

　望はあたふたする。薄うす闇やみの中、前に回りこんだ相手が質の悪いスピーカーのような割れた声を出した。

『まだ子供ですか。どうやら、〈地球政府〉がわれわれの存在に気づいてスパイを差しむけた……というわけではなさそうですね』

　相手は身長一メートルほどのロボットだったがやけに頭でっかちだ。ずんぐりむっくりのボディに、ボディとほぼ同じ大きさの巨きよ大だいなガラスドームの頭がついていて、ガラスドームの中には赤黒いタコが一匹ぴき入っている。赤く光っていたのはタコの目だった。

「なるほど。魚屋のタコの水すい槽そうに足が生えて、逃げだしてきたんだな」

「あるいは、宇宙人か……ですね」

　魔夜は冷静に答える。望は、半笑いになって否定した。

「いやいやいやいや！　こんな大昔のマンガみたいな宇宙人ありえないだろ、科学的に考えて！」

　望は宇宙人のロボットスーツの頭部ドームを両手でつかみ、必死にうったえる。宇宙人は、その手をロボットスーツのアームで振りはらった。

『ちょっと、触さわらないでくださいよ。危ないでしょうが』

　割れた声はロボットスーツの胸のスピーカーから聞こえていた。翻ほん訳やく機きの類だろう。

「今のセリフ……リアリティあるな。どうやら本物の宇宙人みたいだな」

　望は、ゴクリと息をのむ。

「なるほど、宇宙人にとって他の星で一番恐おそろしいのはミサイルでも核かく兵へい器きでもなく『未知の病原体』だ。もちろん自分の星からも微び生せい物ぶつを持ちこむと危ない。宇宙に出た病原体は、宇宙線の影えい響きようで突とつ然ぜん変異を起こして病原性が高まるってこのあいだ問題になってたし。それでドームが壊こわれたら危ないから触るなってことなんだな」

　ところが宇宙人は、フンと鼻で笑って否定する。

『何言ってんですか、この下等生物が。〈頭を触られると、相手よりも出世できなくなる〉からに決まってるでしょう』

「はぁ？」

　望は目を点にし、魔夜に言った。

「おい闇暗、やっぱり宇宙人なんていないんだ。こいつら非科学的なこと言ってるぞ」

　宇宙人たちはそんな望を無視し、顔を見合わせて相談している。

『それにしても、まさかこんな時間こんなさびれた場所に知的生命体がウロチョロしているとは……困りましたねえ』

『彼らの文明は銀河レベルで見ればほんの赤子同然ですが、すでに〈携けい帯たいインターネット〉を発明している。今、この場でわれわれの存在を全人類に知らしめるだけの科学力はあるというわけですが……どうすべきでしょうねえ』

　望たちの周りの宇宙人は十人以上いる。望に話しかけた宇宙人は、大きな円の周囲を回る小さな円の軌き道どうを描えがいた赤いローブのようなものをロボットスーツの上にまとい、同じ軌道の模様を立体化したものを先につけた杖つえを持っていた。中身の宇宙人は、タコの干物のようにしわしわしている。彼らの長老なのだろう。

「闇暗、俺は先輩の命令で、おまえを科学部に勧かん誘ゆうしに来ただけなんだ。この流れで、普ふ通つう宇宙人は出てこないと思うんだが」

「地球に地球人が住んでいるのですから、『科学的に考えて』宇宙には宇宙人が住んでいても当然だと思いますけれど……」

「宇宙人は確かに広い宇宙に存在はするだろうけど、ＵＦＯで地球にまで来てるってのは非科学的なオカルトの一種だと思ってたんだがなあ」
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「そうですか？　『科学に不可能は無い』んですから、科学文明が他の星に知的生命体を送るほど発達することもありうるじゃないですか」

「そりゃそうなんだが……」

「それに宇宙に宇宙人が住んでるのは、アメリカにアメリカ人が住んで、イギリスにイギリス人が住んで、墓場に幽ゆう霊れいが住んでいるのと同じぐらい当然のことですよ」

　魔夜は平然として答える。望は首を横に振ふって、激しく否定した。

「ちょい待てっ！　一いつ瞬しゆん丸めこまれそうになったが、最後だけ『当然』じゃない！」

『いや、それには少々異論がありますね。幽霊はいますよ。この世には、科学ではまだ解明できないことが、たくさんあるのです』

　長老が、望と魔夜のあいだに杖を差しこんで、二人の議論に割って入った。

「頼たのむから話をややこしくするなよっ！　宇宙人が霊れいとか言うなっ、なんかベクトル違うし！　それに、地球に来るだけの科学力を持ってるくせに！」

『われわれの文明も、かつてはそういう〈暗黒時代〉を経験したので、理解できないでもありませんがね。幽霊や神や悪あく魔まなど、霊的なものに目を向けることがタブーとなっている時代をね』

「宇宙人の口からそのセリフを聞くと、新しん鮮せんだなあ」

『まあ、地球人の文明レベルは、いまだ幼い赤子のようなものですから理解はできないでしょう。さて〈計画〉にはまだ時間がかかりますから、その前に他の人類に広められるのはよろしくない。黙だまっていただきましょうか』

　宇宙人たちはアームを望たちに向け、先せん端たんのカギ爪づめを開く。中央に銃じゆう口こうらしきものが見えた。望はギョッとして魔夜の手をつかみ、今度は山の上に向かって駆かけだす。

「やばいぞ闇暗っ、逃にげないと殺される！」

『まー待ちなさい、そう怯おびえることはありません』

「銃口向けといて何言ってやがる！」

『われわれ精神文明が発達し成熟した文明では、争いによって物事を解決することはありません。しかし地球人は今、戦争のかわりに外交で国際問題を解決しようとしても、精神が未成熟で、戦争が無くならない。われわれはそんな、いまだ精神文明の発展途と上じようで苦しんでいる地球人を救済にきたのです』

　長老がアームの銃口から、ピンクの煙けむりのようなものを撃うってきた。ホースから水が飛び出すように煙が細く噴ふき出し、望のふくらはぎに当たって、望は地面に倒たおれる。

「うわっ！」

「阿寒くん！」

　地面に倒れた望を魔夜が起こそうとする。

「いいから逃げろ、闇暗！　おまえまで殺されるぞ！」

『まさに〈無知なゴキブリは賢けん者じやを理解できない〉という状じよう況きようですねえ……わが星のことわざですがね。地球のことわざでは〈燕えん雀じやく安いずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知らんや〉ですかね』

　長老は皮肉な笑みを浮うかべ、二人のもとに近づいてくる。望は叫んだ。

「人を撃っといて、何が『争いで解決しない』だ！」

『傷つけてはいませんよ。あなたの足の筋肉だけ、五分ほどのあいだ〈時を止めた〉のです。それがわれわれの〈研究〉でしてね』

　言われて望は自分の足に目をやる。確かに傷は無いし痛くもない。ただ、しびれたようにひざから下の感覚が全く無い。

「『時を止める』って、どういうことだ？」

『説明しても、理解できないでしょう。まあ、そんな無知なゴキブリだからこそ救われねばならないのですよ。さて、そちらの〈メスのかた〉から先に救ってあげましょう。わが星には〈レディーファースト〉という習慣がありましてね』

「ああ、それは宇宙共通なんだ」

『何ごとをするにも女性を先にしないと〈不幸〉になるのです』

「迷信かよ！」

『真実です。現に一二五〇年前、この習慣を破って妻よりも先に新発売のゲームをしたある男は、それまで健康だったのに、その夜突とつ然ぜん謎なぞの死を遂とげたのです』

「それ、犯人は百パーセント妻だから」

『とにかく、そういうわけで〈メスのかた〉から先に救ってさしあげましょう』

　とくとくとした笑顔で、長老は望を抱だき起こしている魔夜に銃口を向ける。

「や、闇暗、逃げろって！」

　だが、魔夜は立ち上がると、望をかばうように長老の前に立ちはだかる。

「いえ……。逃げる前にしておかなければならないことがあるようですので、少し待っててください」

『おお、自ら救われにくるとは！　敬けい虔けんなる者には、神の祝福がありましょうぞ！』

　長老は魔夜を歓かん迎げいするように両方のアームをさしのべたが、彼女はその片方をガシッとつかんだ。長老は驚おどろいて目を丸くする。

『な、何をしているのですか？　握あく手しゆのしかたが違ちがいませんかっ？』

「だって、握手じゃありませんから……」

　高い身体能力を誇ほこる魔夜は、腕うでの細さからは信じられないほどの強い握あく力りよくで長老のアームをねじりあげる。バチバチッと火花が散って、アームがもぎ取られた。

『うわーっ！　なっ、何をするのです！　メーカー保証の期間が切れたばかりなのに！』

「電化製品はたいてい、保証期間が切れてすぐに壊こわれるものですよ。フフフ……」

「っていうか、これ、そんなにモロいのか？」

　望は魔夜が地面に投げ捨てたアームを拾う。強化プラスチックのような素材でできていて、望が全力で曲げようとしても、びくともしない。魔夜はサイドの髪かみをかきあげる。

「もちろん、腕わん力りよくだけでは無理ですよ。まず呼吸を整えて、ですね……」

「『気』かっ？　信じない、そんな非科学的な力、科学的にありえない！」

　望は頭を抱かかえる。長老は困こん惑わくしながら、魔夜を責めた。

『どうしてこんなことを！　われわれは、あなたがた未熟な地球人を幼子のように庇ひ護ごし導き救済する、と言っているのですよ！』

「ええ……それは理解できましたよ」

『では、すなおに救いの手に身をゆだねなさい！』

「だってあなた……阿寒くんのことを、ゴキブリ呼ばわりしましたよね？」

　魔夜の冷ややかな視線が、長老に浴びせられる。その迫はく力りよくは宇宙共通のものなのか、宇宙人たちがにじにじと後ずさった。長老は焦あせりを隠かくし、魔夜にすり寄るような声をかける。

『い、いや、あれはわが星のことわざで。ゴキブリは最大級の誉ほめことばで』

「そんな見えすいた言いわけで相手を言いくるめられるおつもりですか？　少し人をバカにしすぎてるんじゃないですかね……？　わたしの目から見ればあなたは、ゴキブリ呼ばわりするとゴキブリに申し訳ないぐらいのゲス野や郎ろうですけれどね……」

『べ、別にあなたをゴキブリと言ったわけではないのに、何で怒おこってるんですか！』

「そうですね。阿寒くんのことをゴキブリと言ったわけなんですよね。……だからこそ」

　魔夜は、スウウ、とゆっくり息を吸いこむ。望にとってはあまりにも非科学的な光景だったが、全身に気がみなぎると、確かにオーラがうっすら輝かがやき始めた。

「気に入らないんですよ」

　バリバリッ、と音がして、長老のロボットアームがもう片方も握にぎりつぶされた。

　宇宙人たちは呆ぼう然ぜんとして、凍こおりつく。望もまた、今まで自分が信じてきた科学の常識が根底から覆くつがえされて、混乱していた。

（あ……ありえない。『気』なんて、ありえない！　科学に不可能は無いんだから、この現象も必ず科学的に説明できるはず。金属疲ひ労ろうと、てこの原理と……。ああでも、オーラが光る原理が説明できない！）

　頭を抱えた望の腕を、魔夜がぐいっと引っぱりあげる。

「何してるんですか、阿寒くん……。五分経ちましたよ、逃にげましょう」

「えっ？」

　足の感覚が戻もどっていることに望は気づいた。望は立ち上がり、魔夜に引かれるままに走り出す。

「『五分』を待つために、あいつらの気を引いてたのか？　さすが優等生、頭いいな」

「手の内をバラす彼らがアホなんです」

「闇暗って、非科学的なくせに抜ぬけ目め無いんだなあ」

　望は目をぱちくりする。宇宙人たちが慌あわてて追いかけてくる。

『こっ、こうなったらあれを〈発射〉しなさい！』

『いっそ殺したほうが早くありませんか、長老？』

『確かに殺したほうが早いですが、今日はわが星で二つの月が重なる日！　この日に殺生をした者は永遠に地じ獄ごくの業火に焼かれるのですよ！』

『そ、そう言えばそうでした。故郷の星から十万光年も離はなれた所にいるのでつい忘れていましたが、何と恐おそろしい！　わかりました、〈あれ〉を使います！』

　階段を駆かけあがって逃げていく二人に、宇宙人たちがアームを向ける。その先から蛍けい光こうグリーンの煙けむりが噴ふきだした。さっき望の足の「時間を止めた」ピンクの煙に似ているが、ずっと量が多い。

　煙は望たちの頭上をもやもやとただよいながら、拡散する。頭上をひらひらと飛んでいた蛾がが、煙に巻かれて望の足もとにポトッと落ちた。

（また『時を止められた』のか？）

　走りながら足もとを見た望は、地面に毛虫がモゾモゾしているのに気づいた。

「頭の上に木の枝もないのに、どこから降ってきたんだ？」

「足を止めないでください。何かやばそうです」

『救ってやると言ってるのです！　じたばたせずに覚かく悟ごしなさいっ！』

　ロボットスーツに身を包んだ新手の宇宙人たちが二人の目の前に立ちはだかった。魔夜は望から手を放してひらりと跳とびあがると、彼らの頭を踏ふみ台だいにしてさらに前へ跳ぶ。蹴けられた宇宙人たちは、魔夜の後ろから走ってくる望の両横をゴロゴロッと転がり落ちた。望は走りながら感かん嘆たんして息をのむ。

「さ、さすがすごい運動神経だな。運動部の奴やつらがスカウトして欲しがるはずだ」

　望は、魔夜のほうに視線を向ける。高く跳んだ魔夜の長い黒くろ髪かみは翼つばさのようにひるがえり、はためくスカートの下に俊しゆん敏びんそうな形の良い太ももと、白いパンツがちらりと見えた。

「パンツ！」

　望は硬こう直ちよくする。

　正確には、白いフリルがいっぱい飾かざられたフェミニンなそれは「パンティー」と呼ぶべきかもしれない。しかし、「ティー」の部分を発音するのが非常にためらわれて、望は「ツ」のほうを選んだのだ。余談だが「パンティーストッキング」も、ただの靴くつ下したでありながら「ティー」がやっぱり恥はずかしいので「パンスト」と発音することを望は推すい奨しようしたい。

（いや、この危機的状じよう況きようでこんなこと考えてる場合じゃないだろ俺！）

　硬直した隙すきに、望は煙に追いつかれてしまった。ミルクのような甘あまい香かおりがする。

「うわっ、しまった！」

　魔夜はハッとして、足を止めた。

「阿寒くんっ？」

「だっ、だめだ、来るな闇暗！　一人で逃げろ！」

　望は叫さけんだ。同時に、「叫べた」ことに驚おどろいた……このガスは、どうやら「時を止めるガス」では無いらしい。ではいったい何なのだ？　考えている間に、魔夜が腕うでを伸のばして自分を抱だきあげたのを望は感じた。彼女は息を止めているようで、口をきゅっと横に引き結んでいる。望は驚いて、目をぱちくりさせた。

（えっ？　お、俺は別に背は高いほうじゃないけど、闇暗だってどっちかといえば小こ柄がらできゃしゃなほうじゃないかっ？　なのに、仮にも高校生男子の俺をこんな簡単に抱かかえられるなんて、運動神経だけじゃなく腕わん力りよくもすごすぎるんだが？　また『気』の力か？）

　魔夜は戸と惑まどっている望を小こ脇わきにかかえて走る。宇宙人たちが追いかけてくるが、いくらロボットスーツを着ていても足元の悪い山の上り階段を高速で移動するのは難しいようだ。頭でっかちなせいもあり、少し急ぐと足を踏みはずしてコロコロッと転がってしまう。

　一方、魔夜は息も切らせずにたちまち山頂近くまで上がってきた。木々のあいだに、大きな家ぐらいの大きさの円えん盤ばんが見えた。目立たないよう照明などは無かったが、薄うす暗ぐらい空を背景に、伏ふせた皿のようなラインがくっきりと見えた。

「ゆ……ＵＦＯっ？　本物かっ？」

「カップ焼きそばでなければ……そうです」

「面白い」

「恐れ入ります」

「嫌いや味みだっ！　この状況でよくギャグが出るな、おまえ！」

「あのソースの香り……。教室で誰かが食べると全員食べたくなってしまう……夜中にこっそり食べてゴミ箱の中に証しよう拠こ隠いん滅めつしても翌朝絶対家族にばれてしまう……生なま臭ぐさいのでも脂あぶらっぽいのでもない、正体不明の独特の唯ゆい一いつ無む二にのあの香り……原材料表示にも『ソース』としか書かれていないあの謎なぞの香り……。まさに魔ま性しようの香りですね……フフフ」

「とりあえず闇暗が意外にカップ焼きそばが好きだということは判ったが、この状況だというのに、何だかむしょうに腹が減ってきて困るなあ」

「この山の頂上にミステリーサークルがあるという噂うわさは前からあったんですが……まさかＵＦＯと鉢はち合あわせちゃうなんて運命のイタズラですねえ」

「運命のイタズラって！　この状況を、そんな非科学的なことばでサラッと流すな！」

　二人を追うため、ＵＦＯからも新たな宇宙人がぞろぞろと降りてきた。魔夜はＵＦＯのいる頂上に向かう階段をはずれ、横道に入る。傾けい斜しや角かく五十度をこえる険しい山の斜しや面めんを、魔夜は突つっ切きって走っていく。

「はっ、速い！」

　望は息をのんだ。追ってきた宇宙人たちは、やはりゴロゴロと転がってしまう。

「山の斜面を落ちる力と、横に走る力の合力で走っているから、スピードが上がるんですよ。『ベクトルの合成』というやつですが……理系の授業は成績は良くてもあんまり好きじゃないんですが、数学の授業で阿寒くんが黒板で解答してらっしゃったので、そこだけよーく聞いて覚えてるんですよ」

「さすが成績優ゆう秀しゆうだと記き憶おく力りよくもいいんだな」

「フフフ……。いくら記憶力が良くても、興味の無いことまで憶おぼえはしませんよ……？」

　ボソリ、と魔夜はつぶやいた。望は、目をぱちくりさせる。

「え？　それはどういう……」

　尋たずねかけたとき、眼鏡が顔からはずれかけ、望は慌あわてて手で押おさえた。

「うわっと！　おかしいな、ネジ締しめなおしたばかりなのに……顔ヤセしたのかな」

「しっかりつかまっててくださいよ」

　魔夜は淡たん々たんとした口調でそう言うと、山の斜面を蹴って空中に飛びだした。望を抱えていないほうの手には、自分と望の学生カバンをちゃんと握にぎっている。眼下はるかに低く、さっきバスで通った車道が見えた。

　のぼり始めたまんまるい満月を背に、魔夜は長い髪かみをなびかせ翼が生えているかのように滞たい空くうしているが、しかし確実に落下していることには間ま違ちがいない。

　三階建ての家の窓から下をのぞいたぐらいの高さがある。科学的に考えて、このままではアスファルトに激げき突とつして死ぬ。望は、引きつった声で叫んだ。

「闇暗っ、俺とカバンを放せ！　おまえだけなら軽いから助かるかも……」

　叫んだ瞬しゆん間かん、予想よりはるかに早く「ずしん」という衝しよう撃げきがきて、望は舌を噛かんだ。「いてっ」と思ったが……いや、痛くない。まるで歯が無いかのように、ふにゃっとした歯は茎ぐきの感かん触しよくだけが舌を挟はさみこんでいた。

「あ……あれ？　俺の口、何か変……？」

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ、阿寒くん……」

　魔夜は望を下に置いて、立ちあがる。つられて望も立ちあがろうとしたが、その瞬間、自分がツルツルした鉄板の上にいたことに気づいた。しかも、その鉄板がすごい速さで移動している。立とうとしても風圧でつんのめる。望は振ふり落とされまいと、床ゆかにしがみつきながら叫んだ。

「何だ、これはっ？」

「二階建てバスの屋根の上ですよ……。さっきバス停で、時刻表を見ておいたんです。バスの屋根の高さは四メートルほどありますから……少々高い所から飛びおりても大丈夫だと思いましてね」

　魔夜は淡々とした余よ裕ゆうの表情で髪をかきあげながら、どんどん遠ざかっていく山頂を見つめる。バスの乗客に目もく撃げきされることを警けい戒かいしたのか、宇宙人たちの放つ赤い光はもう見えない。追うことを諦あきらめたようだ。

「抜ぬけ目めの無い奴やつだな……。それに運動神経がいいにもほどがある、俺の予想をはるかに超こえてる。運動部の奴らが、どんなに断られてもしつこく惚ほれこむわけだなあ」

　望は感心しっぱなしで、ため息が止まらなかった。魔夜に抱えられて山道を走ったときのジェットコースターに乗ったような興奮で、まだ全身が震ふるえている。座った姿勢で魔夜を見上げようとした望は、また眼鏡がずれてしまい、うっとうしそうに両手で押さえた。

「そ、そう言えば宇宙人とか出てきたけど、元々俺はおまえをスカウトに来たんだった。落ちついたところで話を再開させてもらうけど、科学に不可能は無いし、科学部はほんとに面白いぞ。一いつ緒しよに紫むらさきキャベツの汁しるにレモン汁を入れて色を変えたりしないか？」

「はい」

「えっ、即そく答とう？」

　望は目をぱちくりする。

「何か意外ですか……？」

「いやだって……科学部って理科離ばなれの昨今、人気ないじゃないか。特に女子には。なのに他の部活の誘さそいをあれだけ断ってた闇暗が即そくＯＫって、いくら俺が科学的に考えてスカウトの傾けい向こうと対策を練ったにしても……」

「いえ。わたし、阿寒くんと同じ部活に入りたかっただけですから……」

「え？　なんで俺と？」

「ですから授業中の独演会、けっこう好きだなって思って……。好きなことを語るときって、一いち途ずで一いつ生しよう懸けん命めいですよね。そういう熱い人って最近は少ないから、すごく印象に残ったんです」

「うーん、誉ほめられてるのか何なのか。『熱い』って『暑苦しい』ってことだろ。鬱うつ陶とうしがられるか煙けむたがられるかだから俺もなるべく抑おさえようとしてるんだ、ほんとは」

「誉めてるんですよ。だからそんな阿寒くんと同じ部に入りたいと思ってたんですが、どこの部に入ってるのか判らなかったので……とりあえずスカウトを断り続けてたんです」

「そりゃ科学部の科学マニアなんて男子は煙たがるし女子は引くし、うっかりウンチク語りだしたら興味無い人には苦痛きわまりないだろうから、あまり人には言わなかったさ」

「そんなことないですよ。わたし、授業中以外にも阿寒くんの科学のウンチク聞きたいです。だってすごく目がキラッキラしてて真しん剣けんな表情で、一生懸命で……なんていうのかまあ……そんな感じです」

　魔夜のことばが後半ゴニョゴニョしていて、望には聞きとりにくい。とりあえず、「科学のウンチクが好き」と理解した。

「なんだ。科学に興味あったんなら部活のこと、直接俺に聞いてくれればよかったのに」

「聞けたら苦労しません。だからわたしは……占うらないでここに……」

「占い？」

「あ、いえ、何でもないです」

　魔夜はあたふたしながら、ちょっと居い心地ごこち悪そうにバスの屋根の上でひざを抱かかえて三角座りをする。スカートのすそが風になびき、素晴らしい運動能力を秘めた形の良い白い足がちらちらとのぞいて、望は目のやり場に困り顔をそむけた。

「ま、まあ、おまえがいいなら俺もいいけど……って、何がいいのか判らんが」

「それと……『科学に不可能は無い』かもしれませんが、科学部で実験を一緒にはちょっと『不可能』だと思います」

「なんで？」

「だって阿寒くん……科学の実験台に身長が届かないでしょう？」

「何言ってるんだ？　俺は見てのとおり、おまえよりは背が高いぞ」

「見てのとおり？」

　魔夜の言いかたが、望には何やら気になる。

　そう言えば……自分は座っているはずなのに、魔夜のことを見上げている。眼鏡がゆるい。眼鏡を押おさえている手を見ると……小さい。小さいだけではなく、ぷにぷにと柔やわらかくて、指が短い。科学実験のあと、試験管を何十本も試験管ブラシで洗って鍛きたえられ、筋張った手ではない。たとえるなら「もみじのような」と形容するのがふさわしい。制服が、まるで毛布のように体にまとわりついていることにも、ようやく気づいた。

「痩やせたんじゃない……。俺、縮んでないかっ？」

「あら、やっぱり気づいてなかったんですね。ごらんになりますか……？」

　魔夜が学生カバンから、手鏡を取りだして望に向けた。

　鏡の中に、まだ一歳さい前後と思おぼしき赤ちゃんが映っている。ぷくぷくしていて、けっこう可愛かわいい。大人用の大きな眼鏡が顔からずり落ちている。どことなく、望に似ている。

「っていうか……これ、俺かっ？」

　望が叫さけぶと、鏡の中の赤ちゃんも叫んだ。叫んだ口の中には、小さな歯が下の二本だけ。道理でさっき、舌を噛かんでも痛くなかったわけだ。

　望が全身からサーッと血の気が引くのを感じると、鏡の中の赤ちゃんも青ざめ、顔を引きつらせた。




　宇宙人たちは、走っていくバスを悔くやしげに見下ろしていた。

『長老、このままでは逃にげられてしまいます！　ＵＦＯで追いかけましょう！』

『待ちなさい！　あの〈乗り物〉は紫むらさき色いろです、見てはいけません！』

　長老は慌あわてて、ロボットスーツの手で自分の目を隠かくす。

『紫色はわれわれの血の色です、紫色の〈乗り物〉を見た者は血を噴ふきだして死ぬという言い伝えがあります！　近づくことは危険です！　この地球にも、地球人の血の色と同じ〈赤い車ワーゲン〉を見たら不幸になるという言い伝えがあるのです！』

『そ、そう言えば紫色だ！　しまった、見るな見るな！』

　宇宙人たちは、いっせいに顔を覆おおう。

『しかし長老、見なければ追えません。このままでは、われわれの存在が公になるのも時間の問題！　〈計画〉を開始するまで、秘密裏に進める予定が狂くるってしまいますが！』

『フッ、心配は要りません。〈計画〉のほうを前まえ倒だおしにすれば良いことです』

『で、ですがまだ〈ガス〉は未完成です。まずピンクのガスで〈細さい胞ぼうの時を五分だけ止める〉事には成功しました。次に緑のガスで〈細胞の時を戻もどす〉段階にも成功しましたが、まだ不完全です。体たい細さい胞ぼうには効きますが脳細胞に効かないから、〈記き憶おく〉を消すこともできない……そんな不良品では、〈計画〉の完全遂すい行こうに支障があります！』

『〈記憶〉が残って抵てい抗こうするようなら、ほっとけばいいのです。赤ちゃんになった自分の無力さに気づいて、救いを求めてきた者だけ助ければよろしい。五十億人ぐらい死んだとしても、十億人救えれば結果オーライですよ』

『あっ、なーるほど』

『十億人よりは六十億人のほうが良いので〈ガス〉の完成を待ちたかったですが、まー下等動物なんかほっとけば二十年ぐらいでまた増えますしね。今こ宵よいは日が悪いですが、明日になればもう二つの月は重なってませんからね……ふふふふふ』

　長老は、山の上のＵＦＯを指さす。

『とりあえず、念のため〈本部〉の場所を変えましょう。仮に核かく弾だん頭とうごときブチ込まれてもヘッチャラですが、このようなトラブルがあったということは方角が悪いのでしょうからね』

『了りよう解かいしました、長老！』

　宇宙人たちはきびすを返すと、大急ぎでＵＦＯに戻っていった。




　さて……バスの上の望は、時間が経つにつれ状じよう況きようを把は握あくしてきて、蒼そう白はくと化していた。

　冷静に考えれば、おかしいことに気づいていたのだ。どうも視点が低く視界が狭せまい。声が妙みように高い。体が太短い。立とうとすると妙に重力が重く、足に力が入らない。何より、か細い魔夜が「片かた腕うでで」自分を抱かかえて、山道を飛ぶように走ったのである。

　魔夜に抱だきあげられたとき、すでに自分は赤ちゃんになっていたのだ……ということを、望はようやく理解し、頭をかかえた。

「な……何でっ！　何で俺がこんな姿にっ？」

「十中八九、さっきの宇宙人の毒ガスのしわざですね。あの大量に降ってきた毛虫も、頭の上で飛んでた蛾がが『変化』したものだとしたら納得がいきます」

「もう一度聞くぞ、何で俺がこんな姿に！」

「口くち封ふうじはしたいけど殺せないなら、赤ちゃんにしとけってことじゃないのでしょうか」

「記憶を奪うばうとか、他にも方法があるんじゃないのか！」

「いえ、他に方法がなかったんでしょう。あれよりましな攻こう撃げき兵器というと『五分だけ動きを止めるガス』だったみたいですし……それに口封じのつもりで使ったにしては、阿寒くんの知能は高校生のままみたいですね。きっと地球人のデータが足りなくて、ガスの細かい成分調整がまだできていないんでしょう」

　魔夜は淡たん々たんと言った。望は、彼女のほうへ行こうとしたが立ち上がれない。赤あかん坊ぼうの弱い足の筋力と、発達途と上じようのバランス感覚では、直立するだけで至難の技だ。ずっと揺ゆれ続けているバスの上では、なおさらである。

「知能は高校生でも体力は完全に赤ん坊じゃないか！　明日から学校どうするんだ！」

「その姿で今までどおり学校に行ったり家に帰ったり、は無理だと思いますけど……。高校生が急に赤ちゃんになっちゃったなんて、パニックを起こして騒さわぎになって、宇宙人にかぎつけられて『アウト』ですからね」

「だ、だけど部活もあるし、授業だって置いてかれるし」

「赤ちゃんからやり直せばいいじゃないですか……？　天才児として評判になりますよ」

「ここからまた十六年なんて、やり直してられるか！」

　泣きそうな声で叫さけんだ望のことばを聞いて、魔夜はひーふーみーと指折り数える。

「十六年……？　高校一年生の五月でしたら、普ふ通つうは十五歳さいでは？」

「俺は四月生まれなんだ」

「あら……四月生まれなんですね。それで、ほかの男子と違ちがって、大人っぽかったんでしょうか。高校生男子なんてうるさくてバカばっかやってるイメージだったんですけど、阿寒くんは無口で寡か黙もくで物静かで……」

「それ全部意味同じだぞ。俺、そこまで何もしゃべってなかったか？」

「いえ、わたしが言いたいのはつまり……ですから。阿寒くんが大人っぽい、ということですよ」

　魔夜はなぜか、最後のほうをモニョモニョと口ごもり、顔をわずかに赤らめてうつむく。だが望はそんな魔夜の表情の変化には気づかず、ことばだけ取りあげて反論する。

「それは嫌いや味みか、こんな赤ちゃんになって何が大人っぽいだ！　俺は早く大人になりたかったんだ。夢があるんだ、帝てい都と大学に行って科学者になる夢が！　せっかく高校生になって、大学まであと三年ってとこで『ふりだしに戻もどる』なんて、そりゃないだろ！」

　赤ちゃんなのに、望の表情は真しん剣けんだった。魔夜は唇くちびるに人差し指を当てて、「うーん」と考える。彼女はクールな顔立ちに似合わず、ときどき可愛かわいいしぐさをするな……と、こんなときなのに望は思った。

「じゃあ……こうしたらどうでしょうか？　阿寒くんは、わたしの家でお育てします。うちは総合病院ですから赤ちゃん用のベッドも哺ほ乳にゆう瓶びんもベビーバスもありますし、もしかしたらうちの勤務医が、元に戻す治ち療りよう法ほうを知ってるかもしれませんから……」

「そうだ。闇暗の家って病院だっけ」

「学校のほうは、『わたしが預かった親しん戚せきの子』ということで毎日お連れします……。一いつ緒しよに授業を受けたり部活に出たりすれば、元の姿に戻ったとき、そのまま授業についていけるじゃありませんか……？」

「なるほど！　世話になりっぱなしになるけど、よろしくな」

「ただし、あくまでも阿寒くんは『乳児』なわけですから……。人前に出る以上、その点は注意してくださいね。天才児とか言われて騒ぎになったら、宇宙人に嗅かぎつけられて、今度こそ知能まで赤ちゃんにされてしまうかも……ですからね」

　魔夜の鋭するどい指し摘てきに、望は息をのんで、うなずいた。

「やれやれ。普通部活の勧かん誘ゆうに来ただけで、こんな目には遭あわないよなぁ」

　非科学的を通りこして非日常的にもほどがある展開に、望はがっくりと肩かたを落とす。絶望すると、おなかがすいた。ぐるぐるぐるー、とおなかが鳴る。

「あら……ごはん、食べますか？」

「何か食い物持ってるのか、闇暗？」

　望が期待して顔を上げると、魔夜は制服の前ボタンに手をかけていた。

「えっ？」

　固まる望の目の前で、魔夜はボタンをプチプチッと外す。

　血の気の薄い、白くなめらかな胸元が、月光に照らされる。着やせするタイプらしく、けっこう胸は大きめだ。きゃしゃな体つきとはややアンバランスなその胸が、白いレースのブラジャーにかろうじて支えられているが、微び妙みように重力に引かれて体積を増した下乳は、今にもぽろんとこぼれ出しそうである。

「な、な、な……何してるんだっ、こんなとこで！」

「だから、ごはんですが……」

　望がいちいち尋たずねる意味がわからないと言わんばかりに、魔夜は平然と答え、パンのかたまりでも差しだすような感じで胸を両手でサイドから支えつつ持ちあげた。プリンのように柔やわらかそうなふくらみがふたつ、魔夜の小さな手の中で持て余されている。

「ばばばばばばバカ言うなっ！　そ、そんなの飲めるわけないだろ！」

　望はハイハイしながら魔夜から離はなれようとするが、バスの屋根の上にいるので可動範はん囲いはさほど広くない。魔夜もよつんばいになりながら、望を追いかけてきた。ふたつの胸が垂直に重力に引かれて最大限にボリュームを増し、ますます目のやりどころに困った。

「乳歯がまだ下の前歯二本しか生えていないんですから、ミルク以外に何も食べられないじゃないですか？」

　追いつめられた望を魔夜は抱だき寄よせて、自分の胸に押し当てる。ふわん、とお菓か子しのようにクリーミィな甘あまい香かおりがして、望は驚おどろく。もちろん望にとって、女子の胸に触さわったことなど生まれてはじめてだ。

（かっ……科学的にありえない、あれだけ走ったんだから汗あせくさくなっているはずなのに、むしろいい匂においがする。これが女の子というものか、っていうか……うわわわわ！　や、柔らかい。骨も筋肉もない脂し肪ぼうのかたまりだから柔らかくて当然なんだろうけど、耳たぶよりも柔らかい。男の体には、こんなに柔らかい場所はないぞっ？　それに意外なことだが、冷たい。闇暗はもともと体温や血圧が低そうだが、それにしても体温よりはるかに冷たい。闇暗の胸が大きくて、体の中心から離れているせいだろうが……）

　つい科学的に分ぶん析せきしてしまうが、その「闇暗の大きな胸」が自分のほっぺたに密着していることに気づき、望は慌あわてて小さな両手で魔夜の胸を押しのける。

「は、離れろよ！　そんなの飲めるかよ！」

「あらまあ、可愛かわいい顔ちてわがままでちゅねえ」

「赤ちゃん扱あつかいするなっ！　だいたい子供も生んでないのにミルクなんか出るわけないだろ！　おまえ、ほんとに家が病院してるのかよ！」

「もちろんですよ。わたしもナースとして、手伝っていますしね。というか、わたししかナースがいないわけですが……フフフ」

「ちょっと待て。おまえ、俺と同級生だよな？　看護学校出てないよな？」

「でも父は、トランシルバニア魔ま法ほう医科大学を主席卒業していますし……」

「再度待て。『トランシルバニア』と『医科大学』のあいだに何か変なものが入った」

「黒医術では世界的権けん威いなんですよ……？」

「『医術』の前にまた余計なものが入ってるようだが」

「未み婚こんの犬が猫ねこにミルクやってるニュース、ときどきテレビでやってるじゃないですか。母性本能で何とかなるんじゃないでしょうかね……？」
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「それは犬の話だろ！」

「実験もせず、頭ごなしに否定するなんて『科学的』じゃないんじゃないですか……？」

　魔夜に冷静なツッコミを入れられて、望はぐっとことばを詰つまらせる。望がひるんだ隙すきに、ふたたび魔夜が彼をつかまえて、ふっくらした顔を豊かな両胸ではさみこんだ。

「というわけで『実験』してみましょう、フフフ……。阿寒くんのほっぺ、やわらかいですね」

「わーやめろ！　離せこら！」

　たとえ中身が高校生男子でも、見かけは可愛かわいい赤ちゃんである。そのため、魔夜は油断して大だい胆たんな行動を取っているのだろうと望は思った。

（なっ、何がやわらかいだ！　闇暗みたいなぽやんぽよんの奴やつにやわらかい呼ばわりされるとは、何たる屈くつ辱じよく！　闇暗なんかっ、闇暗なんかぷみゅんぷみょんのくせに！　ふにゃらんふにょろんのくせに！）

　重力に引かれるやわらかい胸は、中身が詰まったパツンパツンではなく、ふにょらかと柔らかい低反発仕様だ。パン生地をこねるときの目安が「耳たぶの硬かたさ」だとしたら、魔夜の胸は、和わ菓が子しの「ぎゅうひ」の硬さである。

「まあ、もう少しリラックスしてください。これから毎日、わたしが阿寒くんのお世話をするわけですからね。緊きん張ちようしてたら疲つかれるばかりですよ、フフフ……」

「待てよ？　俺はおまえの病院に世話になって、おまえの病院にはナースはおまえだけ？　ってことは……お、お、お……おまえが俺の世話をっ？」

「そう言ったばかりのような気がしますが……」

「……まっ、待てっ、それだけは待て！」

　望は真っ赤になって、小さな手足をわたわたさせる。

「心配しなくて大だい丈じよう夫ぶです、これでも赤ちゃんのお世話は慣れています。粉ミルクは九ヶ月までは乳児用で九ヶ月からは離り乳にゆう児用と使い分けるとか、蜂はち蜜みつは一歳さい未満の赤ちゃんに食べさせてはいけないとか、スカイフィッシュの主食は蝿はえだとか……」

「待て。せっかくいいこと言ったのに、最後で全てが台無しだ」

「赤ちゃんのくせに、ツッコミが鋭するどいでちゅねえ」

「何度も言わせるなっ、俺は赤ちゃんじゃないっ！　高校生なんだっ、おまえ同級生の男子をそばに置いて平気なのかっ？　身の危険とか感じるだろっ？」

「そうでちゅねー。怖こわい怖いでちゅねー」

「『でちゅね』はやめろっ、子供のパンダを眺ながめるような目で見るな！　おまえの家族はどうなんだ、妙みよう齢れいの娘むすめがいきなり赤ちゃんを連れて帰ってきたら大おお騒さわぎになるだろっ？」

「大丈夫です。うちの両親、魔ま術じゆつの失敗で人形になってますから……」

「サラッとすごいカミングアウトが来たな」

「そうと決まれば、病院に戻もどったらまずベビーベッドを出してきて……と。阿寒くん、哺ほ乳にゆう瓶びんの乳首は、ゴムとシリコンとどっちが好みですか？」

「バカ、女子高生が男子の前で乳首とか言うなっ！」

「あーはいはい。意地を張らずにおっぱい飲んでくだちゃいね」

「だから俺を赤ちゃん扱いするなーっ！」

　魔夜の胸に顔を押おしつけられた望は、自由のきかない短い手足でじたばたと抵てい抗こうする。

　闇にまぎれて、完全に消灯したＵＦＯが山の上からゆっくりと飛びたっていった。







二話　お注射しちゃうゾ！　くろくろナース







　バス停で停まったバスの「屋根から」降りて、魔ま夜やは望のぞむを「闇やみ暗くら総合病院」に連れていった。

　赤ちゃんになってしまった望は、ぶかぶかになった制服でくるまれて、魔夜の腕うでに抱だかれていた。満月を背景にそびえる闇暗総合病院は、鬱うつ蒼そうとした庭木に囲まれた、吸きゆう血けつ鬼きでも出そうなレンガ造りの建物である。三階建てで、けっこう広い。コウモリが群れをなしてキイキイ鳴きながら飛びまわる姿を見て、望はゴクリと息をのんだ。

「こ……これ、どう見ても富士○ピーハイランドのお化け屋や敷しきなんだけど。ちゃんと客来てたのか？」

「ええ。自じ慢まんになりますが、父は、人じん面めん疽そ治ち療りようでは右に出る者がないほどの世界的な権けん威いでしたから……フフフ」

「人面疽の治療をしてくれる病院自体が、数が少ないんじゃ？」

「はがした人面疽を額に入れて飾かざるのが、父の趣しゆ味みでしてね……」

「闇暗は大病院の院長の令れい嬢じようだって聞いてたけど、誰もこんなおどろおどろしい病院だって知らなかったのかな」

「でしょうね……うちは、昼間は営業していませんから」

「夜間救急病院ってこと？」

「患かん者じやさんの中に、太陽の光に当たると灰になる方が割といらっしゃるんです。まあ、くつろいでください……」

「くつろげなさそうだなあ」

　鉄の門がきしみながら開く。病院に入ると、真っ暗な廊ろう下かの壁かべにつけられた燭しよく台だいに、次々に火が点灯した。望は悲鳴を上げて、魔夜の胸にすがりつく。やっぱりやわらかい。

「かっ……勝手に火が！」

「センサーで自動点灯なんて、二十一世紀の今は珍めずらしくもないでしょう……？」

「電気ならな」

「お父様が、魔術でやってみたんです……」

「そういうのは、魔術じゃなく電気屋に頼たのんだらやってくれるから。だいいち病院の廊下に蝋ろう燭そくっていうのが、そもそも危ないだろ」

　言ってるはたから、壁に張はられた大きなクモの巣が風に揺ゆれ、蝋燭の炎ほのおに触ふれて燃えあがった。

「ギギギギギイ！」

　火だるまになったクモが、牙きばをきしませて悲鳴をあげながらボトッと落ちた。猫ねこほどもある巨きよ大だいなクモを見て、望は悲鳴を上げる。魔夜は床ゆかの上で燃えているクモにちらっと視線を向けると、靴くつで踏ふみつぶした。

「でも……病院って、真っ白で無機質で、冷たーいイメージがあるじゃないですか？」

「今思いっきりクモ踏んだようだが」

「そういう環かん境きようって、免めん疫えき力りよくを下げちゃうと思うんですよね……。ですから逆を行って、真っ黒で有機的な感じにしてみたんですけれど」

「文字の意味だけ逆にしてもなあ」

「それに……蛍けい光こう灯とうの光より蝋燭の光のほうが、あたたかみがあるじゃありませんか」

「燭台がドクロの形さえしてなければな」

　廊下の両側にある病室の、どの部屋からも不気味な気配がしている。青い鬼おに火びが燃えているのは気のせいか。魔夜は全く動じず、「院長室」と書かれた部屋に向かう。

「さて……お父様にただいまを言わないといけませんね」

「人形になったお父様？」

「そうです」

「ゾッとしないけど、お世話になるんだからあいさつしとかなきゃいけないだろうなあ」

「フフフ……阿あ寒かんくんは、見た目のとおり、まじめなんですね。大だい丈じよう夫ぶです、もっとゾッとしないものがありますから」

「嫌いやなこと聞いたな」

　観音開きの大きな扉とびらの前に魔夜が立つと、ギイイ、と不気味な音がして扉が開いた。

　部屋の中は、二十畳じようはありそうな広い院長室になっていた。カーテンは締しめ切きられ、壁へき面めんには本がぎっしり並んだ本ほん棚だながずらりと並んでいる。

　本棚の間には、仮面のようなものが額に入れられ、並べてかけられていた。

「ごああああ～っ……」

　仮面のようなものは、低い声でうめく。どうやらこれが「もっとゾッとしないもの」のようだ。望は、きゃっと叫んで魔夜にしがみつく。

「じ……人面疽か？」

「さっき話した、お父様のコレクションです……」

「ありえない。科学的に考えて、ありえない」

　人面疽の声は、「ごああああ～っ」という低い声、「うぎぃぃぃ～っ」という高くきしむ声、「ぎゃおぅおぅおぅおぅ」とわめき散らす声、それらが不気味な和音となって部屋じゅうに響ひびいている。望は耳を押おさえた。

「うるさくないか？　こんな部屋で本なんか読んでも、集中できないだろ」

「お父様はデスメタルが好きなので、けっこう気に入ってましたけど……」

「今、デスメタルの人に怒おこられそうなこと言ったな」

　ちなみにデスメタルとはヘヴィメタルの一種で、より過激で時に破は滅めつ的てき、悪あく魔ま的てきな音楽のことである。以上、豆知識。

　机の後ろにはレンガでできた本物の暖だん炉ろがあり、その上に大きな絵が掛かけられている。

　黒いドレスを着た、中世ヨーロッパの貴婦人の絵だ。美しいが鋭するどい顔立ちの貴婦人は闇のような黒くろ髪かみを持ち、手にどくろを持って、妖よう艶えんな笑みを薄うすく浮うかべている。切れ長の目の色は真紅……ただし、ウサギのような透とう明めい感のある赤い目ではなく「メタリック」な赤だ。その目が気になった望は、指さして尋たずねた。

「あの絵は実在の人物を描えがいてるのか？　科学的に考えてあんなメタリックな色の目が実在するとは思えないんだけど、画家の質感表現が下手なのか？」

「メタリックな赤色の目が珍しいですか？　悪あく魔まとかでは別に珍しくない色ですけど」

「今、存在自体が珍めずらしいものの名が出てきたようだが」

「この女性は実在の人物です。中世ヨーロッパの城主で、この目は魔王サタンに魂たましいの全てを売ったしるし……。黒魔術を使って敵国の兵士を虐ぎやく殺さつしまくり、『女ドラキュラ伯はく爵しやく』の異名を取ったアルカーディア伯爵夫人。つまり、わたしの……」

「ご先祖様か」

「前世です」

「非科学的なものの頂点だな。もう科学的にどーのこーのとかみつく気力も残ってない」

「阿寒くんが転生を繰くり返して科学を極めているように……わたしは魔術を極めているんですよ」

「当たり前のように何言ってるんだおまえは」

　魔夜は暖炉の前まで望を連れてきて、絵を見上げた。

「アルカーディア伯爵夫人は、まさにその……転生の究極形態です。その残ざん忍にん性せいを魔王サタンがたいへん気に入って、特別サービスでちょっとした魔王なんか太刀打ちできないほどの魔力……地球一個ぐらい、五秒でぶっ壊こわせるほどの魔力をさずけたといいます」

「ゆうべ見たアニメのあらすじか？」

「いいえ……深夜アニメではなく現実ですよ。この絵は、わたしが『退行催さい眠みん』して描いてもらったものなんです」

「退行催眠で前世まで戻もどるとか、科学的にありえないだろ。脳のう細さい胞ぼうがものを考えてるんだから、受精卵のころの記き憶おくなんて存在しないじゃないか」

　何とか魔夜を論破しようと望は熱弁を振ふるう。魔夜は全く動じず、涼すずしい顔で答えた。

「宇宙人がいるんだから、前世だってあるでしょう……」

「いや、百歩譲ゆずって宇宙人は『あり』かもしれないが、さすがに『前世』だの『霊れい魂こん』だのは『なし』……」

　ふと、望の演説が途と中ちゆうでぴたりと止まった。暖炉の灰の中に、妙みようなものを見つけたからだ。

　暖炉に火はついていない。冷たい灰の中に、半分ぐらい焼けた帽ぼう子しの燃えカスがある。赤い三角帽子で、白い毛皮の縁ふち取どりがされ、三角の先に白いポンポンがついていた。望の全身に、鳥とり肌はだが立った。

「ちょ……！　あ、あれ誰の服だよ！」

「ああ、あれですか？　煙えん突とつから泥どろ棒ぼうが入ってこようとしてましてね、暖炉の火勢を強めたら落下してきて……確か、去年の年末でした。十二月二十四日だったでしょうか」

「あ、ありえない。『前世』以上にありえないが……それ以前におまえ、大変な人を焼き殺してしまったな！」

「ま、正当防衛ということで……」

「こういう場合、国際問題にならないのか？　っていうか、今年のクリスマスプレゼントは大だい丈じよう夫ぶなのか？　い、いや、科学的に考えて、プレゼントは『お父さんとお母さん』がデパートで買っといてくれるんだけどな！」

　望はありえない現実を必死に否定しようとして、ブルブルと首を横に振る。

「そうそう、こちらがわたしの『お父さんとお母さん』です。今はクリスマスプレゼントを買いに行ける状態ではありませんけどね……フフフ」

「だから、どうしてそこで笑いが出るんだ」

　魔夜は暖炉に背を向け、机の前にある革張りの椅い子すの上を指さした。身長三十センチほどの、腹話術人形のような男女の人形が座っている。男はカイゼルひげに黒い白衣、女は黒いロングのナース服と黒ナース帽。ぎょろぎょろした目で望のほうをじっと見ているのが不気味だ。

「なあ闇暗、さすがにこれは冗じよう談だんだろ？　人間が人形になるなんて科学的にありえ……」

　望が訝いぶかしげに魔夜に尋ねるやいなや、二体の人形は突とつ然ぜんくるくると目玉を回し始めた。続いて首をキリキリと回転させたので、さすがに望も悲鳴をあげる。

「ひー！　お化け屋や敷しき！」

「阿寒くんを歓かん迎げいしてるんですよ……フフフ。でも怖こわいなら、もう部屋に行きましょう」

　魔夜は、恐きよう怖ふに凍こおりついている望を連れて廊ろう下かに出ると、階段を上がって突つき当たりの部屋に入った。




　またおどろおどろしい部屋が現れる……と予想して望はぎゅっと目をつぶった。

　だが、予想に反して、魔夜の私室はほんわかと可愛かわいい、女の子らしい部屋だった。

　小花柄がらの薄うすいピンクの壁かべ紙がみに、白いベッド、ピンクのベッドカバー、白い学習机と椅子にピンクのクッション、白いソファにもピンクの布が張はられている。学習机の上に置いてあるノートパソコンまでピンク色だ。

「どうしました……？　わたしの部屋が、そんなに珍しいですか……？」

　魔夜は、きょろきょろしている望をベッドの上に置く。ベッドはふわふわしていて、雲の上にいるようだ。

「い、いや、女子の部屋に入ったのって初めてだから……なんか可愛いなと思って」

「フフフ……阿寒くんに誉ほめていただけるなんて、うれしいです」

「今までの流れからすると、てっきり黒い壁紙に、部屋の照明はカボチャのランタンだったりするんじゃないかと予測してたんだが」

「そりゃあ、わたしだって普ふ通つうの女の子ですから……。可愛いものも大好きですし……恋こいだってしますし」

　最後の一文だけ、魔夜はごくごく小さな声で早口に言ったので、望にはじゅうぶん聞こえなかった。

「えっ、最後何て言った？」

「別に、何でもないです」

「俺の悪口？」

「どうして被ひ害がい妄もう想そうなんですか。ほんとに何でもないですから……」

「言えよ。さっきからずっと、語ご尾びがモニョモニョしてて気になるんだけど」

　しかし魔夜はきゅっと口をつぐんで、意地でも言うまいという態度を取る。

「そっ、そんなこと、別にいいじゃないですか。それよりいつまでもそんなかっこうでは風邪かぜを引いてしまいますから、先に着き替がえたほうがいいんじゃないですか？」

「なんか……無表情だから判りにくいけど、ちょっと怒おこってないか？」

「べ、別に……。ええっと、確かこのへんにベビー服が……」

　明らかに話を変えようとしながら、魔夜はベッドの横のクローゼットを探す。いつもメトロノームのように単調なまでのマイペースさを誇ほこっている魔夜が、どうも焦あせっているようすなのが意外で、その意外さが望の胸に不信感をかきたてる。

「闇暗、俺に何か隠かくしてないか？」

「べ、別に何も隠してませんよ……？」

「なんでそんなに余よ裕ゆうが無いんだ。不必要なまでに『フフフ……』っていつも余裕の笑いをしてるのに」

「『フフフ』」

「いや無理に笑わなくていい、よけいに怪あやしい」

　望は怪け訝げんそうに魔夜を見つめる。

「それから、なんで高校生女子が部屋の中にベビー服なんか常備してんだ」

「細かい点は気にしないでください……」

「細かくないと思うが。まるで、俺が赤ちゃんになることを予測していたかのようじゃないか？　おまえ、何かたくらんでないか？」

「フフフ……まさか」

「そこで『フフフ』は出てほしくなかったなあ」

「まあ、わたしの部屋にベビー服があることについて深くは考えないでください……。さて、どれを着られますか……？　この、ヒヨコちゃんのポケットがついたやつとか、可愛いですよ。阿寒くんにぴったり合うものばかりを厳選してますから、どれを選ばれても間ま違ちがいはありませんけれどね……フフフ」

「また何か気になる発言が出たな。なんで俺にぴったり合うベビー服をあらかじめ準備してるんだ？」

「けっこう神経質ですね」

「この状じよう況きようでおおらかでいられるほうがおかしいだろ！　おまえやっぱり、俺が赤ちゃんになったことに何らかの関かん与よをしてるんじゃなうわちょっと！　何するやめろ！」

　しゃべっている途と中ちゆうで、望は悲鳴を上げた。魔夜がいきなりベッドに上がってきて、望が体に巻きつけていたぶかぶかの服をはぎ取ったのだ。素すっ裸ぱだかになってしまった望は、魔夜が自分をじっと見つめているのに気づき、慌あわてて小さな手で股こ間かんをかくす。

（しまった、こんな小さい手じゃ隠れない……と思ったら、こっちも小さいからばっちり隠れた！　ホッとしたような悲しいような！）

「ほらほら、邪じや魔ましないでください。おむつはきまちゅからね」

「おむつっ？　これはいったい何のプレイだっ？」

　望は真っ赤になって逃にげようとするが、魔夜が望の腰こしを押おさえて、素早く紙のパンツのような物をはかせた。

「はい、できあがりでちゅよー。よく似合ってますよ、阿寒くん」

「こ、こんなパンツみたいなおむつがあるのか。これなら、何となく恥はずかしくないような気がするかも……っていうか、これなら今度から自分ではくから！　服も自分で着るから俺を赤ちゃん扱あつかいするな！」

　望は火を吹ふく勢いで怒りながら、えっさえっさとベビー服に袖そでを通した。足の先までくるまれたツナギ型のベビー服には、ヒヨコの形のポケットと、ヒヨコさんがアップリケされたよだれかけがついている。鏡に映った自分の姿のラブリーさに、望はますます赤くなった。

「まあ可愛い」

「ガー！　可愛いって言うなー！」

　ほとんど半はん狂きよう乱らんになりながら、望は魔夜にかみつく。

　そのとき、病院の玄げん関かんのほうから「リンゴンリンゴンリンゴン……」と、まるで墓場に響ひびく弔とむらいの鐘かねのような不気味な鐘の音が聞こえてきた。望は、ギョッとして短い手足をすくめる。魔夜は、淡たん々たんとした表情で望に語った。

「怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶです……患かん者じやさんが来られたみたいです」

「院長が腹話術人形状態なのに、どうやって診みるんだ？」

「勤務医が一人いるので、大丈夫です。ただ父が元の姿に戻もどるまでは、わたしが院長代理兼けんナースなので、わたしも手伝わないといけないんですよ……」

「ああ、ちゃんと医者がいるのか」

「わたしが学校に行ってるあいだの、病院の切り盛りなんかもやってもらって、頼たよりになるんですよ。ということで……すみませんが、少し待っててください」

　望にそう声をかけると、魔夜はいきなり制服のボタンを外し、上着とスカートを脱ぬいだ。望の目から火花が散る。

「えっ……なっ、何をす……」

　さっきは胸元をはだけただけのチラリズムだったが、今回は思い切りよく脱いで、その全ぜん貌ぼうが明らかになる。雪のように真っ白なブラジャーと、同色のショーツだ。なのに足元は黒い三つ折り靴くつ下したを履はいたままで何だか、何が何だか。

「ぷしゅっ」

　望は鼻血を噴ふん出しゆつした。体が軽いので、その勢いで後ろに倒たおれてしまう。

「あらあら、もうおねむでちゅかー。じゃあ、あとで食べ物を持って来させまちゅからねー」

　魔夜はのん気に、手足を硬こう直ちよくさせたまま倒れている望のおなかをポンポンとたたく。どうやら本気で、望が赤ちゃんの姿をしているがために、警けい戒かいしていないらしい。
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　電池が切れたように動かない望の前で、魔夜は堂々と着き替がえ始めた。まず、白いブラジャーとショーツを脱いで、大人っぽい漆しつ黒こくのものに着替える。

　黒いニーソックスをはき、足元は黒いナースサンダル、ただしヒールは高め。ワンピースタイプの半はん袖そでナース服は超ちようミニスカートで、もちろん色は黒。ボタンなどの金具は全てシルバーで、黒と銀の組み合わせが神秘的だ。

　長い髪かみにピンでとめたナースキャップも黒いが、そこに描えがかれた十字模様だけは血のように紅あかい「赤十字」である。ちょうど、ふだん魔夜がつけている十字模様の真紅のカチューシャと逆の色合いになっている。

「さて、頑がん張ばって患者さんを治してあげませんとね……フフフ」

　サイドの髪を一度かきあげ、魔夜は部屋を出て行った。




　固まっていた望は、しばらくしてようやく復活した。

　ベッドの上でむくりと起き上がり、まだ少しくらくらしている頭を小さな手で押さえる。

「あー、死ぬかと思った。鼻血を出しすぎて一時的な低血圧状態に陥おちいったようだな、科学的に考えて。あいつ、いくら俺が赤ちゃんの姿をしてるからって油断しすぎだ。それとも、俺のことを元の姿のときから意識してないってことなのか？」

　それはそれで複雑な気分で、望の表情はどうにも苦い。ぶっ倒れてはいても意識を失っていたわけではない。魔夜の黒ナース服姿は、ばっちりと小さな目に焼きつけた。

「学校ではただ単にとっつきにくい孤こ高こうな感じってだけだったけど、まさか夜中にナースをしてるなんて。いや、あれをナースと言っていいのかどうかはともかくとして」

　望は魔夜の学習机の上に、ノートパソコンが置かれているのを見る。そのとき、ハッと家族の顔が脳裏に浮うかんだ。望は、両親と妹の四人家族である。

「そうだ、家族には連れん絡らくしとかなくちゃ心配するよな。この赤ちゃん声で電話するわけにいかないけど、メールなら連絡できる！　心配させないような文句を考えないとなあ……友達の家に泊とまってます、で何日も引っ張るのはさすがに無理だろうし」

　望はえっちらおっちら椅い子すによじのぼる。赤ちゃんなので、手足が短い上に力が足りない。腕うでも足もプリンのようにふにゃふにゃで、自分自身の体重を支えられるだけの筋肉も無い。それでも何とか、ヒイヒイ言いながら望は「登頂」に成功した。

　ノートパソコンを開くと、パスワードロックも何もかけられていなかったので、スムーズに立ち上がった。

「……あれ？」

　ごしごし、と望は目をこする。パソコンの「壁かべ紙がみ」と呼ばれる画面が……どこかで見たような少年の顔のどアップである。眼鏡をかけた、平凡で地味でどこからどう見ても華はなの無い顔……間違いなく、望である。しかもカメラ目線ではないから、明らかに隠かくし撮どりだ。

（なっ、何で俺の写真なんだっ？　女子高生のパソコンの壁紙なら、普ふ通つうは男性アイドルの写真じゃないのかっ？）

　どきどきどき、と望の心臓が激しく脈打つ。通常なら、この状じよう況きようで照れるところだ。しかし、宇宙人に襲おそわれて以来学校では見せない魔夜の別の顔（別すぎる顔）を見てしまった望には「俺の写真を何かの呪のろいに？」という黒い疑いしか出てこない。

「い、いや。考えないようにしよう。俺個人の身の危険より、なんか今は地球の危機みたいだしな。とりあえず、メールを……」

　幸運だったのは、望が「フリーメール」を使っていたことである。これはインターネット閲えつ覧らんソフト上でメールを見たり送ったりできるシステムで、どのパソコンからでもパスワードを入れてログインすれば、メールやメールアドレスのリストを参照できるものだ。

　望は小さな手でパソコンのキーボードをぺちぺちと打った。

「まずは母さんの携けい帯たいに送信しよう。えーと、しばらく帰らないわけだから、どういう理由にしようかな。友達の家に泊まってます、で電話されてきても困るし。警察に通報されたらもっと困るし……。やれやれ、何とか頭を使って考えなくちゃな」

　必死に頭をかかえながら、望は三十分ほどかけて、ようやく母へのメールを書きあげた。

「母さんへ。科学部で文化祭の出し物を考えて『閉へい鎖さ実験施し設せつ』をやることになりました。これは、エコロジーの研究のため、外部といっさい遮しや断だんされた部屋の中で自給自足をやって暮らすというものです。というわけで、今日からさっそく実験に入るので、しばらく帰れません。外部と遮断されているので、学校に会いに来ても会えません。実験が終わったら帰るし、毎日メールを送りますから、心配しないでください。ではでは。望」

　ぽちっ、と送信ボタンを押おす。われながらうまくごまかせた、完かん璧ぺきなメールだと思って望は満足する。

「さて、これで家のほうは心配ない、と」

　望はパソコンの電源を切って椅子から降りようとしたが、ふと気になって、再び電源を入れなおす。

「いや……待てよ？　『宇宙人』をこのまま放っておくわけにはいかないんじゃないか？　ガスをかけただけで人間を赤ちゃんにしてしまう科学力をもって、地球にいったい何をしにきたんだ？　国会でも、宇宙人に攻こう撃げきされたときの防衛構想について話されたりしているらしいし……科学的に考えて、本当に宇宙人が地球人類を侵しん略りやくするつもりなら、何とか対策してもらわないとヤバいんじゃないのか？」

　望は首をひねって真しん剣けんな表情で考える。地球がヤバいことはわかる。だが、どこに連絡すればいいのかがわからない。

「俺と同じで、普通の人は宇宙人なんて聞いても本気にしないだろう……。警察に通報したら、絶対イタズラだと思われて叱しかられるに決まってる。宇宙人のことは、どこに通報したらいいんだ？　怪かい獣じゆう映画なら首相官かん邸ていに連絡してるが、怪獣じゃないしなあ。宇宙のことだから、国立天文台か……宇宙航空研究開発機構か……？」

　短い指で望が、まだ毛がぽやぽやとしか生えていない頭をイライラとかきむしる。ふと、机の下から小さな声が聞こえた。

「国際天文学連合ＩＡＵによれば、宇宙人情報は各天文台などの関係機関で嘘うそか本当か調査したあと、確実に信しん頼らいできる証しよう拠こが手に入ってはじめて国連事務総長から全世界に発表する、という流れらしいニャ」

「ニャ？」

「つまり、昔の映画みたいに『首相官邸』とかの国家機関に報告することはしないわけニャ。これは、宇宙人の科学力をある国が独どく占せんして秘密にする危険を避さけるためニャ」

「ニャって言ったか？」

「すなわち、宇宙人情報は天文台に通報するのが正解ニャ。もっとも、吾わが輩はいの予測では、こういう通信電波を傍ぼう受じゆしている『エシュロン』というスパイシステムそのものが宇宙人にハッキングされているだろうから、自分が可愛かわいければ通報すべきではないニャ」

「ニャ……ってさっきから何者だ、おまえは！」

　くるり、と望が振ふりかえる。椅子の下には黒くろ猫ねこがいた。

　猫なのに、医者のような白衣を着て、首に聴ちよう診しん器きをかけている。しかも、後足だけで立っている。カゴをくわえてきたらしく、足もとに置いてある。カゴの中には哺ほ乳にゆう瓶びんに入ったミルクと、瓶に入ったベビーフードが詰つめられていた。

「ね……猫っ？」

　正しよう真しん正しよう銘めい、漆しつ黒こくの黒猫だ。目は宝石のように透すきとおった金緑色で、赤い首輪の先につけられた黄金のメダルには逆ぎやく五ご芒ぼう星せいの模様が浮き彫ぼりにされている。これは五角形と五芒星の中に「黄金律」と「螺ら旋せん」と「無限」を見出したピタゴラス学派の紋もん章しようであり、同時に悪あく魔まの紋章でもある。

　黒猫は二本足でトコトコ歩いて来ると、目をすうっと糸のように細めて望を見あげた。

「ふーむ……宇宙人のガスにやられたそうニャが、こりゃあさすがの吾輩にも治ち療りよう法ほうは判らんニャア」

「お、おまえ何だっ？」

「ここの勤務医ニャ。院長代理は手が離はなせないから、食べ物を持ってきてやったニャ」

「か、科学的にありえない！　猫がしゃべるなんてことも、直立二足歩行するのも、まして病院に勤めてる医者だなんてことも！　どこからツッコんだらいいんだ！」

　望が、慌あわてて椅い子すからえっちらおっちら降りてくる。黒猫は明らかにムッとして、ひげをピクリと神経質に動かす。

「猫猫言うなだニャ。地じ獄ごくの総裁ブエルに対して失礼だニャ」

「何その夢設定」

「魔王サタンとの覇は権けん争いに敗れて魔力を奪うばわれ、こんなチンケな姿になって人間界に追放されて院長に拾われたニャ。何たって吾輩は人間ごときではおよびもつかぬ知ち恵えを持ち、人間ごときには癒いやせぬ傷も治ち癒ゆさせる、医術をつかさどる偉い大だいなる魔王ゴロゴロゴロ」

　セリフの途と中ちゆうで、ハイハイしてきた望にのどをなでられ、ブエルは腹を上にして甘あまえた声を出す。

「やっぱり猫じゃないか」

「違ちがうニャっ、吾輩ののどを撫なでるなだニャ！」

「猫が自分のことを吾輩って呼ぶのは、夏目漱そう石せきの時代からの常識だろ」

「テメーは理系だと思ってたが、けっこう文系分野にも明るいようゴロゴロゴロ」

　ブエルは再び、のどを撫でられてひっくり返る。鼻息までピスピスと鳴っている。

「何だそのピスピス音は。猫のくせに偉えらそうなこと言うな」

「だからのどを撫でるなだニャー！　信じないならこれを見るニャ、普ふ通つうの猫が自分のタマタマなめられるかニャ？」

「うん、普通にできるぞ……ただ、俺が猫なら絶対やらないけどな」

「で、ではこれならどうニャ！　普通の猫にこんなことができるかニャっ？」

　ブエルは怒おこって、ベビーフードの瓶を両方の前足で取ると、上手に肉球にはさんでスポンと蓋ふたを開けた。望は驚おどろいて、目をぱちくりさせる。

「すごい」

「ふん、やっと吾輩の偉大さがわかったニャ？」

「よく仕込んだなあ。『どうぶつ奇き想そう天○ピー』にビデオ送ったら採用されるかな」

「ガー！　だから猫であることを前提にして評価するなだニャー！」

　ブエルは背中の毛を逆立てる。

　ところで望は、いざベビーフードを前にすると、昼食以来何も食べていないうえに赤ちゃんになってからは猛もう烈れつに新しん陳ちん代たい謝しやが良くなって、ものすごい勢いでおなかがすいていたことに気づいた。ベビーフードは「グラタン」「おじや」「チャーハン」「スパゲティ」「ドリア」「そうめん」など、柔やわらかく煮に込こんだおじや状のものである。おかずは「筑ちく前ぜん煮に」や「シチュー」など、やはり指でつぶれる硬かたさまで煮込まれたもの。デザート用の小こ瓶びんは「フルーツペースト」と「プリン」で、やはり噛かまずに食べられるようになっている。

「うーん。何やらグチャグチャしていて不気味だが……」

　背に腹はかえられない。というかその腹が減ってたまらない。スプーンで一口食べてみると、おじやは少し味が薄うすくてなまぬるいだけで、大人用のレトルトおじやと遜そん色しよくない。パスタ系は少し柔らかすぎてコシも歯ごたえもなく頼たよりなかったが、空腹の望はたちまち二瓶完食してしまう。つづいてミルクを飲んだが、「甘い脱だつ脂し練乳」みたいな味に違い和わ感かんをおぼえて、望は文句を言った。

「まずいな。俺は、成分無調整牛乳しか飲まないんだが」

「良い子はガマンして飲むニャ。赤ちゃんの粉ミルクは、成長に必要ないろいろな栄養素がバランスよく入ってるニャよ」

「やれやれ、舌は高校生の肥えた舌なんだよなあ。とんこつラーメンとか無いの？」

「体は赤ちゃんニャんだから、高校生と同じ食事じゃ栄養不足になるニャよ。ほら、ミルクの缶かんに書いてある成分表を見てみるニャ。科学に詳くわしいんなら理解できるニャ？」

「核かく酸さんや脂し質しつがいっぱい入ってる……。そうか、成長期には肉を作るタンパク質や骨を作るカルシウムが必要だけど、赤ちゃんの場合はどんどん細さい胞ぼう分ぶん裂れつするから、細胞の材料の核酸とか脂質が必要なのか」

「大人の体の中の細胞は六〇兆個だけど、新生児の細胞は二兆個しかないニャ。つまり、単純計算でも細胞の数を三十倍にしないといけないからニャ」

「ブエルは計算が上手だなー。数字書いたカードとか持ってこれる？」

「猫パンチされたくなかったら、『どうぶつ奇想天○ピー』から離れるニャ」

　ブエルは望をにらむ。

「まあ、そういうことなら仕方ない。飲んでやるか」

　望は哺ほ乳にゆう瓶びんでちゅうちゅうミルクを吸いながら、ミルクの缶の成分表示をしばらく眺ながめていた。が、ふと怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、眼鏡を外してみる。たちまち、ミルクの缶の表示も周囲の景色も、ぼやけて見えなくなった。

「うわ。赤ちゃんになったのに、視力はやっぱり〇・一ぐらいしかないのか。元のままじゃないか。がっかりだな」

　慌てて望は眼鏡をかけなおす。望の目が悪くなったのは、科学にハマって本を読んだりパソコンを覚えたりした小学校高学年ごろからである。子供のころはむしろ、視力は良いほうだったのだ。

「そうか。目や視神経は頭ず蓋がい骨こつの外に出てはいるけれど脳の一部だから、脳同様、高校生のままなんだな」

「赤ちゃんサイズの眼鏡をオーダーメイドしたほうがいいかニャ？　大きい眼鏡がずり落ちかかってるのもラブリーだけどニャ」

「ラブリーとかいう問題じゃない。これは大問題だぞ」

　望は青ざめて、頭をかかえる。

「脳の基本的な機能が全部高校生のままだとしたら、脳から出る成長ホルモンにも影えい響きようあるってことじゃないか。第一次性せい徴ちよう期きと第二次性徴期って、保健体育で習ったけど……」

「ニャハ」

「中学生の男子みたいに喜ぶな、エッチな話じゃない！」

　ニヤニヤしているブエルを、望は一いつ喝かつした。

「俺はもう第一次性徴期は終わってるから、それに関する脳のホルモンももう出ないはず。それに男子は高校生になってからも身長は伸のびるけど、赤ちゃんみたいに一年で身長一・五倍、体重三倍なんて成長はしない。つまり今の俺の高校生の脳じゃ、永遠に赤ちゃんのまま成長できないんだ！」

「ミニウサギやミニブタでも、飼ってるうちに巨きよ大だい化かするのにニャ」

「万一元に戻もどれなくても、また十六年成長すればいいや……と心のどこかで甘あまく考えていたが、冗じよう談だんじゃないぞ！　ブエル、医学に詳しいんだろ？　元に戻る方法はないのかっ？」

　望は焦あせって、ブエルの肩かたをガクガクと揺ゆさぶる。

「つつつ都合のいいときだけ吾わが輩はいを猫ねこじゃない扱あつかいするなニャ！　それに、さっきも言ったけど、吾輩にもお手上げだニャ。吾輩は地球の魔ま王おうであって、宇宙は管かん轄かつ外だニャ」

「非科学的なんだから何でもアリじゃないのか」

「旧約聖書の創世記三章二十四節にこうあるニャ。『こうして神はアダムとイヴひとを追放し、命の木へいたる道を守るため、楽園エデンの東に智天使ケルビムと、みずから輪を描えがいて回る炎ほのおの剣けんを置いた』……つまりその『回る炎の剣』のあるあたりが、地球の神と魔王の力のおよぶ『世界の果て』ってことだニャ」

「話が科学から逸いつ脱だつしすぎてて、何が何だかわからん」

「五文字で言うと『あきらめろ』だニャ」

　まるっきり他人事状態であっさり言ったブエルに、望は激げき怒どしてかみついた。

「諦あきらめられるかっ、人間諦めたらそこでもう負けなんだぞ！　無理っぽいことでも何とか努力して解決していくのが人間ってものだし、そのために人間は科学を発明したんじゃないのか！」

「暑苦しいニャー。そーゆー熱血は古いニャよ」

「ずっと赤ちゃんのまま、何ひとつ自分の力でできないままでいろってのかよ！」

「そんなこと吾輩に力説されても困るニャよ。まあ、宇宙人に噛かまれたとでも思って諦めるニャ」

「冷たい猫だな」

「だーかーらー、吾輩は猫じゃなくて正体は地獄の……」

　ブエルがふてぶてしい表情で言いかけたそのとき、突とつ如じよ廊ろう下かから「ドタドタドタ！」とすさまじい音が聞こえてきた。古い木造の病院全体が、ぎしぎしと揺れている。

「な……何だっ？」

　望が廊ろう下かにつづく扉とびらのほうに目を向けた瞬しゆん間かん、扉がバリバリッと砕くだけた。砕いたのは、鋭するどい爪つめの生えた毛むくじゃらの手だ。爪は黒こく檀たんのように真っ黒で、艶つやがある。

「グルルルルルル……！」

　木の扉をふすまのように破り捨て、低いうなり声を上げて部屋に入ってきたのは、全身が針金のようにごわごわした灰はい褐かつ色しよくの毛におおわれた狼おおかみ男おとこだった。望の顔から、ぶかぶかの眼鏡がズルッとずれる。

「ちょっと待て、ここは動物園か？　いくら何でも、科学的に考えてこれは無いだろ。確かに今日は満月だったけども！」

「グルルルルー！　ガキがいたのか、ちょうど良かったぜ！」

　狼男は鋭い爪で望をつかもうとする。よくわからないが何かやばい、と本能的に感じて望は逃にげようとする。

　だが赤ちゃんの体は、思ったように動かない。座った姿勢から立ち上がろうとしても足に力が入らない。重力がのしかかる。足の筋力がひどく弱い。しかも頭が重くて、ようやく立ちあがりかけたかと思ったら、バランスを崩くずしてコテンと後ろにこける。

「くそっ、この体……自力で逃げることもできないのかよ！」

　青ざめた望の目の前に巨きよ大だいな手がせまり、たちまちつかみあげられた。

　狼男は上半身は裸はだかだったが、下半身はスラックスをはいている。首にはネクタイを巻きつけている。変身前には恐おそらくスーツを着ていたのだろう。しかもなかなか良い生地で、服だけ見れば毛並みの良い青年実業家といった風情だ。

「は、放せよ！」

　望は狼男の腕うでにしがみつき、手に噛みついた。だが、小さな乳歯が、しかも下の二本しか生えていない赤ちゃんに噛まれても、狼男の針金のような毛皮と分厚い皮ひ膚ふは蚊かに刺さされたほどにも感じていない。

　そのとき望は、自分がしがみついている狼男の腕がなぜか、一部の毛がむしられたように抜ぬけていることに気づいた。

「何だこれ？」

　奇き妙みように思ってさわってみると、毛は毛根からきれいに抜かれてツルツルしていた。ブエルが背中の毛を逆立てて、狼男を威い嚇かくする。

「おいテメー、何してるニャ！　下で診しん療りよう中じゃなかったニャ！」

「うるせえっ、グルルルルー！」

　狼男はブエルを蹴けりつけようとした。とっさにブエルは飛びすさり、猫パンチのシャドウボクシングをしながら、口元をわずかにゆがめて狼男をにらむ。

「テメー……今、この吾輩を蹴ろうとしたニャ？　いい根性ニャ、他人を噛もうとする犬は、当然噛みかえされる覚悟もできてるんだろうニャ？」

「噛みかえすだと？　おまえみたいな虫ケラがか！　笑わせやがるぜ！」

　狼男は下げ卑びた声で笑いながら、手につかんだ望に顔を近づけてきた。鋭い牙きばを目の前にして、望はゴクリと息をのむ。

（で、でかい……！　高校生の俺ならこんな奴やつに簡単に食われたりはしないだろうけど、今のこの小さくて柔やわらかくてぷにぷにした体じゃあ一口でまるのみ確実だ。歯は立たないし力も弱いし、ああなんで俺はこんな何の力もない赤ちゃんの体になってしまったんだ！）

　絶望して、望はもう反はん抗こうする気力もなかった。狼男はにやにやと笑う。

「ヘッヘッヘ……ビビって泣き声も上げられないようだなあ。ちょうどいい、ガキが泣くとうるさくて交渉がしにくくなる」

「交渉？」

　狼男が何のことを言っているのか、怪け訝げんに感じた望は眉まゆをひそめる。

「交渉の余地などありませんよ。診しん療りよう費ひはきっちり払はらっていただきます……それが、当院の『ルール』です」

　冷ややかな魔夜の声が、壊こわれた扉のほうから聞こえてくる。黒いナース服姿の魔夜は扉の割れた入り口に背をもたせかけ、手にはガムテープのようなテープを持っている。望はぎょっとして叫さけんだ。赤ちゃんの自分も無力だが、か弱い女の子である魔夜も狼男にはかなわないはずだ。

「闇暗、逃げろ！　こいつ狼男だ！」

「知ってます。あら……自分のほうがピンチのうえ赤ちゃんなのに、わたしを心配してくれたんですね。阿寒くんって、勇気があるんですね……」

　魔夜はちょっとうれしそうに両手を合わせる。

「何のん気なこと言ってるんだよ、逃げろってば！」

「その人……患かん者じやさんなんですよ」

　魔夜は狼男を指さして言った。

「これからデートなのだけれど、今夜は天気予報で雨だと言ってたので安心していたそうです。ところが晴れてしまい……満月を見て狼男モードになってしまったので、大急ぎで脱だつ毛もうしてくれというわけです。しかし、永久脱毛をしている途と中ちゆうで診療費の話になると、突とつ然ぜん逃にげだされたのです……」

「当然だろうが！　誰が毛を抜くだけで十万円も払うかよ！」

　狼男は牙をむく。魔夜は、面めん倒どうくさそうに小さなため息をついた。

「説明したでしょう。美容脱毛は、健康保険が利かないから高いんです……べつに、うちの病院がボッタクリというわけではありません。これでも、エステサロンの全身永久脱毛に比べれば十分の一以下の良心価格ですよ……」

　魔夜の冷静な説得にも、狼男は耳を貸さない。

「うるせえ、格安だろうが何だろうが払わないといったら払わないぜ！」

「いいスーツ着てるんだから払えばいいだろ」

　当然の意見を出した望を、狼男はグルルッとうなりながらにらみつけた。

「このスーツは、女を引っかけるための『必要経費』だ。バカな女は、いいスーツと高級外車を見りゃあホイホイ引っかかるからなあ。だが高級外車は燃費が悪い、そのうえ最近は世界的な原油高の影えい響きようでガソリンが高い。つまりガソリン代だけでも大変なんだから、これ以上『経費』をかけるわけにはいかないんだよ！」

「なんか狼おおかみ男おとこの口からすごく現実的な話を聞いた気がする」

「そういうことでしたら、その腕の脱毛はサービスしておきますからお帰りください。次の予約のお客様もつかえていますから……」

　冷静に言った魔夜に狼男は近づき、威嚇するように上から彼女に吠ほえかかる。

「この毛むくじゃらで帰れるはずがねーだろ！　さっさと脱毛しやがれ！」

「では、ナンパは明日になされば……？」

「明日もするけど今夜もしたいんだよ」

「ならば十万円払われては？」

「何度も言わせるな、金は払わないが脱毛はしろって言ってるんだよ！」

「無茶をおっしゃいますね……」

「俺にはそれが許されるんだ、普ふ通つうの人間には無い『力』があるからな。全て俺の思いどおりにしてもいい『権力』を神に与あたえられてるんだ、逆らう奴は頭からかじり殺すぞ！」

　物ぶつ騒そうな狼男の物言いを聞いて望はハラハラしているが、魔夜はか弱い少女の身にもかかわらず、まったくひるんだようすを見せない。

「わたしを食べたら、誰が脱毛するんですか……？」

「もっともだ。それじゃあ、こいつはどうだ！」

　狼男は両手で望の頭と足をつかまえると、エキスパンダーのように引っぱった。

「痛い痛い痛い！　首が抜ぬけるぅー！」

　望は思わず悲鳴を上げる。チッ、と魔夜が小さく舌打ちした。狼男は勝かち誇ほこったように邪じや悪あくな笑みを浮うかべる。

「おい看護婦！」

「今は『看護士』です……」

「いちいちうるせー！　こいつをブチ殺されたくなかったら、脱毛を続けやがれ！」

　狼男は望をつかんだまま、魔夜に覆おおいかぶさるように迫せまってくる。

「サービスは利用したいが金は払いたくない、ということですか……。自分のことばっかりですね……まったく、私利私欲にまみれた部活のスカウトの人たちと同じですね」

　魔夜は冷静に、むしろ呆あきれた表情で腰こしに手を当て、ため息をつく。

「忠告しときますけど……そんなんじゃナンパしたところで女の子のハートをゲットすることはできませんよ。女の子はもっと知的でまじめで誠実で、他人に気配りのできる男の子を好むものなんです……」

　魔夜は、ふと狼男に持ちあげられている望に目を向ける。望はギクッとした。

（なっ、なんでここで俺を見るんだっ？　俺、何か気配りできてないことあったっけ？）

　狼男は望の頭をつかんでいたほうの手を放して、魔夜の胸ぐらをつかみあげた。小こ柄がらな魔夜の体はたやすく持ちあげられ、つま先がかろうじて床ゆかについている状態になる。望は足だけをつかまれた状態で、逆さ吊づりになった。赤ちゃんの体は首が弱く頭が重いので、自重で首が外れそうになる。

「うわあああ！」

「何ですか、この手は……」

　魔夜は冷ややかな目で、自分の胸ぐらをつかんでいる狼男の手を見る。

「女のハートなんて興味はねえな。心臓には興味があるけどなあ」

「なるほど……。食べるためにナンパしているわけなんですね、あなたは……」

「何か文句があるかよ？　『弱肉強食』ってことば知ってるか？」

「ええ。知ってますよ……よーく、ね」

　望は逆さに吊つられながらも、狼男にむかってどなる。

「おいこら、女子相手に乱暴するな！　狼男がどんなに非科学的でも、百歩譲ゆずってＯＫとしてやる。だが非常識な奴やつは許せない！」

「阿寒くん……」

　魔夜が、驚おどろいたように望を見上げる。血の気の薄い、青白い頬ほおが、ほんのわずかだがピンク色に染まっている……かもしれない。

　狼男は望に挑ちよう発はつされて、そちらに気を向け吠えかかる。

「許せない？　許せなかったらどうするってんだ、何もできないガキのくせに。いいか、許すとか許さないとかは力のある奴だけが使っていいことばなんだよ！」

「力があろうがなかろうが人間はみんな自由だぞ。基本的人権、って小学校で習ったろ」

「自由なら俺が何をしようが自由だろうが、文句言うな！」

「『自由』とは、他人の権利を侵害しない場合においてのみ許される権利のことだぞ」

「他人の権利なんぞ知るか。おまえら全員俺にとっちゃあエサなんだ、食い物に権利があるかよ」

「食べ物を粗そ末まつにしちゃいけないって、幼よう稚ち園えんで習わなかったのか」

「あーもー！　何だこの理り屈くつっぽい赤あかん坊ぼうは、ああ言えばこう言う！　何の力も無いくせに俺にケンカを売って命が惜おしくないのか、ブチ殺すぞ！」

「赤ちゃんに理屈で勝てなくなったら『ブチ殺す』か？　自分が理屈の通ってないことを言ってるって気づいてるから、理屈で言い返せないんだろ？」

「おまえはアホか？　力と体格の差を『科学的に』考えてみろ？　俺に噛かみついて勝ち目があるわけがないだろうが、自分が可愛かわいいなら長いものに巻かれとけってことだ」

「なんで『自分が勝つ』って前提で話をしてるんだ、あんたは？　諦あきらめたら負けだ。諦めないかぎり負けやしないってことだ。あんたが俺に勝つなんて根こん拠きよはどこにもない、俺が負けを認めないかぎり」

「死ねば負けだろうが、アホが！　頭をかじり取ってやれば理解するか？」

「あまり好きな言いかたじゃないんだけど、あんたのそういう非常識で他人を軽視してる態度が『ムカつく』から、はいそうですかとは言えないんだよ。そういうのに頭下げたり負けを認めるのって『すげームカつく』んだ。だから俺は死んだってあんたを認めやしない」

「俺の態度がどうだろうが、おまえには関係ないことだろうが！」

「関係なくても、俺の正義感が許せないんだ！　科学のウンチク同様、暑苦しいってウザったがられるだろうけど……でも、やっぱり目の前で女子が乱暴されてるのに放っとけないだろ！」

　魔夜は不気味なほどの静せい寂じやくをたたえた瞳ひとみで、そんな望をじっと見つめている。

「フフフ……赤ちゃんなのに。やっぱり、阿寒くんは阿寒くんですね……」

　魔夜が、前髪をそっとかきあげた。望は、ハッとして彼女の顔を見る。左目が、あの暖だん炉ろの絵の女と同じ、メタリックな赤色に光っていた。

（闇暗の左目……！　目の色が違ちがう！　あのメタリックな赤い目だ！　どうして闇暗が……いや、そんなことより、これが実物なのか！　もっと鈍にぶい感じの色かと思っていたけど、表面は鏡みたいにツルツルピカピカしてるんだな。まるで、虹こう彩さいの部分に、クリスマスツリーに飾かざる玉の赤いやつが入ってるみたいだ）

　望はこんな状じよう況きようだというのに科学的興味を刺し激げきされ、彼女の目を撮さつ影えいしようとして、逆さ吊りになったままベビー服のヒヨコのポケットから携けい帯たい電話を取りだす。

（生物でも、金属的な質感を持ってるものはいる。メダカの稚ち魚ぎよの目玉の色は鈍い銀色だし、オオゴマダラチョウのさなぎの色はピカピカした金色だ。闇暗は『悪あく魔まの目』とか言ってたけど、あの目の色素なりメカニズムなりも、必ず科学的に説明がつくはずだ。とりあえず忘れないうちに写真を撮とっておいて、後で調べてみよう。もしかしたら、生物学上の大発見かもしれないぞ）

　望は、シャッターボタンを押おした……が、フラッシュが光らない。慌あわてていて、撮影モードが「写真」ではなく「動画」になっていたのだ。

「あ、しまった……えっと写真は……」

「こらガキ！　何を写してやがる！」

　狼おおかみ男おとこが怒おこって魔夜から手を放し、望を地面に叩たたきつけようと両手で持ちあげた。

「わあああ！」

　望は携帯電話どころではなくなって、悲鳴を上げる。しかし魔夜はゆっくりと余よ裕ゆうの腕うで組ぐみをし、残ざん忍にんな微び笑しようを浮うかべて冷ややかに言った。

「あなた、よそ見している余裕があると思うんですか？　それともわたしを正視するのが怖こわくて、わざと無視しているんでしょうかね……？」

　狼男は、魔夜のぎらつくような赤い目の鋭するどさに圧おされて、思わず一歩退いた。

「なっ……何だ、その目はぁ……！」

「その目とは、目つきのことですか。それとも……この目のことですか？」

　魔夜は、自分の左目を指さして、低い声で問うた。

「この目のことでしたら……これは両親が魔ま術じゆつに失敗して体を奪われたとき、巻まき添ぞえをくらってわたしも左目を奪われたんです」

「う……奪われたんなら、そこにある左目は何なんだっ？」

「奪われた左目のかわりに、悪魔から奪い取ったものです。てっきり自分の目のほうを取りかえしたと思ったのですが……わたしって天然というかドジなところがありましてね」

「目なんか人から取ってすんなり入るものなのかよ？」

「前世でもわたし、この『悪魔の目』を持ってましたからね……体質的になじむんでしょう。それに悪魔の目はなかなか視力が良くて、重宝なんですよ。この世ならぬものを見ることができますからね……」

　魔夜は左目を指さした指を、狼男のほうに向け、ピシッと止める。

「隠かくしても、わたしには最初から見えていたんですよ。あなたが食い殺した女性たちの姿がね……」

　望にも狼男にも何も見えない。だが魔夜には、狼男の周囲に何十人も、白くぼうっと浮かぶ血まみれの女の姿が見えていた。

　狼男は魔夜に指さされて、その気き迫はくを前に、ピンでとめつけられた虫のように身動きできなくなる。しかし、自分よりはるかに弱そうな少女に気圧されたことが悔くやしかったのか、彼は逆に牙きばをむき出して、より凶きよう暴ぼうな表情を浮かべた。

「だからどうした。俺を警察にでも突つき出すつもりか？」

「別に……。わたしの仕事はただ、患かん者じやを治ち療りようして診しん察さつ代だいをいただくだけです……患者の事情には興味ありません」

「そうだろうなあ。こんな、うさんくさい患者ばかり集まってるヤミ病院だ。警察なんかに行ったら、おまえらのほうも困ることがいろいろありそうだからな」

「まあ、カルテでも押おう収しゆうされたら、他の患者さんのご迷めい惑わくにはなりますね……」

「だいたい警察に行ったって何の証しよう拠こもねえんだ。夜中にウロウロしてる女なんざ、ある日急に行方不明になっても、借金取りからでも逃にげたぐらいにしか思われないだろうよ。俺も証拠を残さないよう、骨のかけらも残さずにぜーんぶおいしくいただいてるしなあ」

「こ、こいつ……何て最低野や郎ろうだ！」

　食べられた女性たちにはもちろん面識がないが、望は腹が立ってくる。難しい言いかたをするならば、義ぎ憤ふんに燃えるという気持ちだ。

「わたしにわざわざそれを言うのは、脅おどしてるんですか……？　それとも自分の悪事を披ひ露ろうして、俺はこんなにすごいことをしてやったんだぜ……って、自じ慢まんしてるわけですか？　自分に逆らわないと判っている相手を煽あおって、気持ちに屈くつ辱じよくを与あたえることが楽しいというわけですか？　まあ、わたしにはどうでもいいことですけれどね。でも……」

　無表情な魔夜が望に視線を向けた瞬しゆん間かん、彼女はわずかにうっすら微笑ほほえんだように見えた。

「阿寒くんが言った『正義感』ってことば、暑苦しくなんかないですよ。だって、熱いのってカッコいいじゃないですか。ということで……ですね」

　彼女は狼男を指さしたまま、低い声でつぶやき始める。

「アグロン、テタグラム……」

　ゴッ、と赤銀色の風が地面から吹ふきあがる。地じ獄ごくからの風だ、と望はそのとき直感した。魔夜の長い髪かみとナース服のスカートを、風は激しく吹きなぶる。

「……ヴァイケオン、スティムラマトン、エロハレス、レトラグサンマトン、クリオラン、イシオン、エシティオン、エクシスティエン、エリオナ、オネラ、エラシン、モイン、メフィアス、ソテル、エマヌエル、サバオト、アドナイ！　我、汝なんじを召しよう喚かんす……」

　魔夜は低い声で呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。周囲に、目には見えないが重苦しい「気」のようなものが集まってきているのを、望も感じた。

「な……何が起こってるんだ？」

　逆さ吊づりになったまま、望はきょろきょろと周囲を見回す。ふと、魔夜が狼男に脅されても何もせず、ずっと静かに座っていたブエルと目が合った。ブエルは頬ほおの筋肉を上げて、ニヤッと笑っていた。

　不気味な空気を狼男も感じて、焦あせりながら魔夜をどやしつける。

「な……何をブツブツ言ってやがる！　そのクソったれの呪文をやめやがれ！」

「それは残念でしたね、もう唱え終わるところですから……」

「え……」

　魔夜は胸の前で逆十字を切り、冷ややかな声で断罪した。

「然りアーメン！」

「ブエエエエエエエエエェェェルルルルルゥゥゥッッッ！」

　黒くろ猫ねこブエルがその瞬間、部屋の中におさまりきらないほどに巨きよ大だい化かした。姿も黒猫から形を変え、たてがみをなびかせたライオンの頭から五本の山羊の足が逆ぎやく五ご芒ぼう星せいの形に突き出した、魔ま王おうブエル本来の姿となる。ライオンの頭の部分はゾウの顔よりも大きく、口を開ければ大人でも立ったまま飲みこめそうだ。猫ねこのときは金緑色だった目は、今や悪魔のしるしであるメタリックな赤色と化し、刃やいばのように鋭するどく光っている。

「ひっ……ひいいい！」

　ブエルの大きさに怯おびえた狼おおかみ男おとこは、望をつかんだまま、慌あわてて逃げだした。

　窓ガラスを割って二階から飛び降りた狼男だが、ブエルは「世界中のどこにでも即そく座ざに移動できる」とうたわれる五本の足を風ふう車しやのように回転させながらすさまじいスピードで追いかける。

「おい、そこの犬っコロ。さっき吾わが輩はいは警告したニャ？　他人を噛もうとする犬は、当然噛みかえされる覚悟もできてるんだろうってニャ！」

　狼男が病院の敷しき地ちから逃げだす前に、ブエルは先回りして立ちはだかる。相手が自分よりも圧あつ倒とう的てきに強く、逃げることもできない……と察した狼男は、一転して愛想笑いを浮うかべながら、望をぼうぼうと茂しげる庭草の上に置いた。

「ちょ……ちょい待ち、冗じよう談だんですよ冗談。やだなーもー、そんなに怒おこっちゃって。何でも本気に捉とらえないでくださいよー。この腕うでの脱だつ毛もうのぶんだけお金払はらって出て行きますから、ねっ？　おたくだって、ゴタゴタがあると病院の評判にひびくでしょ？」

　狼男はブエルに両手を向けて、押おしとどめるようなポーズを取る。ブエルは、そのことばを聞いて振ふりかえった。割れた窓から、魔夜がのぞいている。

「院長代理の命令に従うニャ。吾輩が院長代理の呪文で元の姿になれるのは三分間だけニャ、とっとと決断してほしいニャ」

「病院の評判にひびく、ですか？」

　にこり、と魔夜が微笑んだ。明らかに目が笑っていない。長い黒くろ髪かみを夜風が吹きなぶっている。望は、はっきりと感じた……なぜだか判らないけど、魔夜がムチャクチャ怒っているのだということを。
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「わかりました、『治ち療りよう』させていただきましょう……。父の代から受け継つがれている当院のモットーは、『どんな難病奇き病びようも迅じん速そくに快かい癒ゆ』です。治っていない患かん者じやを外に出すことのほうが、病院の名折れになります……」

「えっ？　ちょ、ちょっと、つまりこいつの脱毛を続けてやるってことか？」

　あまりにも簡単に魔夜が折れてしまった意外さに、望は目をグルグルさせる。狼男も呆ぼう然ぜんとしていたが、やっと状じよう況きようを理解して、いきなり強気に笑いだす。

「グハハハハ！　つまり俺の要求を全部のむってことだな？　そっちから治療させてくれって頭を下げるってことは、つまり治ち療りよう費ひは要らないってこったな？」

「ええ……そういうことです」

「確認しておくが、保険きかねーんだろ？」

「はい。ききませんが、大だい丈じよう夫ぶですよ……」

「そんなら最初からそう言えばいいんだよ！　このブサイクな化け物が追いかけ回しやがって、肝きもがちぢんだじゃねーか！　よけいな体力使わせやがって、脱毛が終わったら治療費のかわりにこっちが慰い謝しや料りようをいただくぜ。病院はもうかってるから金はたっぷりあるんだろ、悪い評判を流されるよりは安い慰謝料で手を打っとくに越こしたことねーぞ？」

「どこまで極悪なんだ、こいつ！　闇暗、こんな人殺しのロクデナシの言うことを聞いたらどこまでもつけこまれるぞ！　毅き然ぜんとした態度で断らないと！」

「余計なこと言うな！」

　狼男は、どこまでも折れずに反論し続ける望に吠ほえ立てる。魔夜は二階の窓辺から動かないまま、再び、血の気の薄い薄うす笑わらいをうかべた。親指以外の四本の指の甲こうで、髪かみの毛をふわっとかき上げる。

「ずっとわたしを心配してくれてるんですね、阿寒くんのほうが危機的状況なのに。それが『正義感』ってやつなんですか。カッコいいですよね……フフフ」

「何笑ってやがる、俺をナメてるとただじゃすまんぞ！　さっさと脱毛しろ、夜が明けちまうだろうが！」

　夜が明ければ人目につきやすくなるので、ナンパできなくなると思い、狼男はイライラしてどなった。が、そのとき背後に奇き妙みような圧あつ迫ぱく感をおぼえて振りかえった。真後ろにブエルが立っていた。狼男は不快そうに眉まゆをひそめる。

「何だよ、ブサイク。ひっつくな、俺はネコ科の動物と自分よりデカい奴やつは嫌きらいなんだ」

「何でも自分の都合のいいように解かい釈しやくしないほうがいいニャ。院長代理は『治療』するとは言ったが、『脱毛』するとは言わなかったはずニャ」

「な……？　だって『保険がきかない』って言ったじゃねー……」

　問い終える前に、ブエルは巨きよ大だいな口を開けると、狼おおかみ男おとこをバクリとまるのみにした。同時に、トマトをつぶしたように勢いよく、ブシュッと血が飛び散る。

「ひい！」

　血を浴びて望はさすがに恐きよう怖ふを感じ、草の上で短い手足をすくめた。ブエルは狼男に悲鳴も残させずもぐもぐと咀そ嚼しやくし、ゴクンと飲みこんでしまう。

「あーまずかったニャ。吾輩は、照り焼き風味じゃないと食指が動かないニャよ」

「た、たたた……食べちゃったのかよ！　病院で人殺しなんて大問題だろ！」

　望は信じられないように、ブエルと魔夜を見比べる。魔夜は平然と答えた。

「人殺しはあの男のほうじゃないですか。裁かれるのは当然でしょう……？」

「裁くのは裁判官だろ？　社会はあんまり得意じゃないけど、三権分立とか何とか！」

「でも……彼は被ひ害がい者しやの死体を全部食べてしまっていますし、裁判では『幽ゆう霊れいの証言』や『心しん霊れい写真』は証しよう拠こになりません。それが現代日本の司法の限界、『科学』で裁ける限界なんです。彼を放置しておけば、あの男はますます犠ぎ牲せい者しやを増やしたでしょう」

「だけど病院で、いちおう患者を、いちおう人殺し……だなんて」

「言ったじゃありませんか……これは『治療』です。裁いたわけじゃありませんし、患者もその治療に『同意』しましたから、何も問題ありませんよ。フフフ……」

「『治療』って『脱だつ毛もう』のことだろ？　毛どころか、体全体を消してどうするんだよ」

「ですから『脱毛』だとは言ってません。昔から言うでしょう、『バカは死ななきゃ治らない』と……。そういうわけで……社会生活を営むにふさわしい一いつ般ぱん常識もわきまえていないような『バカ』を、今『治療』したというわけです」

　魔夜の邪じや悪あくな薄うすい笑みが、満月の光を浴びていっそうまがまがしく歪ゆがんだが、邪悪であるがゆえの毒のような美しさも含ふくんでいた。

　望は、彼女がさっきブエルに向かって髪をかきあげるしぐさをしたのを思いだした。あのとき彼女は指の甲で髪をかきあげたが、その手つきはそのまま「サムズダウン」……親指を立てて下に向け「殺せ」を合図する、古代ローマ皇こう帝ていのサインの形をしていたことにようやく気づいた。

「ブエルが勝手に食ったんじゃなかったのか」

　望は背筋が凍こおりつくのを感じた。ブエルは、口のまわりについた血を生なま臭ぐさい舌できれいに舐なめ取る。望は、ますますゾクッとする。

「闇暗が『命令』したのか。『殺害』を？」

「まーでも、吾わが輩はいも院長代理の意見には激しく同意だったニャ。誰かが襲おそわれる前に『元げん凶きよう』である奴をブッ殺してしまえば、怪け我が人にんも死人も出ないということニャ。これはいわゆる『予防医学』だニャ」

「闇暗が……『殺させた』」

「『予防医学』だから、院長代理は保険がきかないって言ったわけだニャ。虫歯の治ち療りようには保険がきくけど、虫歯を予防するための歯科検けん診しんや健康な歯へのフッ素塗と布ふには保険がきかないのと同じことニャ」

「狼男でも『ヒト』だろっ？　それを『消した』のかっ？」

「それも治療の一いつ環かんですよ、阿寒くん……」

　魔夜が、凍りつくような冷静さで、淡たん々たんと説明する。

「先ほども言ったように、わたしは患かん者じやの個人的事情には関かん与よしません……でも治療費を踏ふみ倒たおそうなんてのは、患者とは認めません。しかし阿寒くんの『正義感』を見習って、治療費を払はらわない彼も無料で『治療』してあげることにしたんです。いいことすると、気持ちいいですねえ」

「いやいや。ちょっと待て」

「ミカン箱の中に腐くさったミカンがあると、他のミカンも腐らせます……。他のミカンが犠ぎ牲せいになる前に腐ったミカンを取りのぞくことは、ミカン箱全体から見て有益な『治療』ですよね……フフフ」

「『ミカン』じゃなくて『人』だろ」

「『人』じゃなくて『人殺し』です。腐ったミカンと普ふ通つうのミカンに同じ商品価値があるとは、わたしは考えていませんが……」

　何の憐れん憫びんも感じさせない魔夜の残ざん忍にんなことばに、望は身をすくめた。自分の同級生の少女とは思えない、学校では決して見せたことのない冷れい酷こくさ、それも常じよう軌きを逸いつした冷酷さに、体の震ふるえが止まらない。

（俺は、闇暗に近づくべきではなかったんじゃないか？　俺ももしかして、ちょっと闇暗を怒おこらせたら、あの狼男みたいに簡単に始末されるんじゃないか？　に、逃にげるんだ！　今なら二階にいる闇暗とは距きよ離りがある、何とかして逃げるんだ！）

　望は命の危険を感じ、ハイハイで逃げようとした。だが赤ちゃんの体はもどかしく、気ばかり焦あせりすぎて右手と右足が同時に出てしまう。結果、望の体は横に倒れてしまった。

「わーん！　動けないー！」

　横よこ倒だおしになったままパニックを起こしてじたばたしていると、いつの間にか黒くろ猫ねこの姿に戻もどったブエルが、望の襟えり首くびを子こ猫ねこを運ぶときのようにぱくっとくわえた。ブエルは猫らしく四本足で駆かけながら体をばねのようにくねらせ、病院の壁かべの窓のさんやひさしを飛び移って身軽に駆け上がると、望を二階で待つ魔夜のもとへ連れていった。

「離はなせーっ、行きたくないーっ！」

「そうは行きませんよ、阿寒くん……。あなたをこのままにしておくわけにはいきませんのでね……」

　二階の窓まど枠わくにちょこんと猫座りをしているブエルに腕うでを伸のばし、魔夜はじたばた暴れている望を受けとった。

「ではブエル……。わたしはこちらの仕事があるので、あとの患者さんはあなたにお任せしますね」

「了りよう解かいしたニャ、院長代理」

　ブエルは快く返事して窓から下り、部屋の入り口から廊ろう下かへ二本足で走り出ていった。

　魔夜と二人っきりになり、望は彼女の腕の中でブルブルと震える。

「あ、あの、えーと……そ、そうだ、ブエルって……ライオンみたいな姿に変身しても語ご尾びが変わらないんだな」

「ええ、そうみたいですね……気になりますか？」

「いや。俺の運命のほうがもっと気になる。たぶん『口くち封ふうじ』されそうな気がするし」

「口封じ？　何をです？」

「学校では、誰もおまえの病院がこんなのだとは知らないわけだし」

「別に、秘密にはしてませんよ。来てくれてもいいんですが……夜間診しん療りよう専門なのと、あとうちの病院は健康保険のきかない診療が多いので『あそこの病院は高い』という噂うわさが立てられて、よほど困っている人しか来ないんですよ」

「人じん面めん疽そとか、脱だつ毛もうしたい殺人犯の狼おおかみ男おとことか？」

「ええ。他の病院では扱あつかってない症しよう例れいばかりなので、優ゆう秀しゆうなブエルがいて助かります。おっと……そんなことより、あなたをこのままにしておくわけにはいきません」

「残念。世間話で忘れるかと思ってたのに覚えてたか」

「もちろんです。よけいなおしゃべりをしてるひまはありませんよ……フフフ」

　魔夜は一方的に話を中断すると、望を抱かかえたまま、突とつ如じよツカツカと歩きだした。部屋の片かた隅すみに曇くもりガラスの扉とびらが一枚あって、その中に入ろうとしているようである。

「その部屋は何だっ？　中が見えないのが怪あやしすぎる、もしやここで俺をどうにかする気じゃないだろうな！」

「もちろんどうにかする気ですとも。フフフ……」

「ああっ、俺が高校生なら逃げられたのに！　どうして俺は赤ちゃんなんだ！」

　望は激しく首を横に振ふりながら、絶望に頭をかかえる。

　扉の中はバスルームだった。それも、壁全面がビニールコーティングされたようなユニットバスが主流の最近には珍めずらしい、白い四角タイルが壁に貼はられたレトロなタイプだ。白いシャワーカーテンがかけられ、バスタブを見下ろす銀色のシャワーヘッドもまるで蓮はすの実のように大きくレトロな形である。

（なぜだ……？　初めて入ったはずなのに、俺はこの風ふ呂ろ場ばを知っている！　こ……これはヒッチコックの映画『サイコ』で、女の人が殺されたのと同じバスルーム！　子供のころ、親にないしょで夜よ更ふかししてテレビを見てたらこの映画の深夜放送がおもむろに始まって、白黒だし怖こわいし怖すぎて目をそらすことすらできないしで、それ以来俺は早はや寝ね早起きの良い子になったんだ！　いやそんな回想はどうでもいい……なっ、なんで闇暗は、俺の服を脱がせてるんだ……っ？）

　もちろん、さっきおむつをはかされるときに裸はだかを見られはしたわけだが、今回は少し状じよう況きようが違ちがう。なぜならタイルの床ゆかにひざをついて、お座りさせた望の服を背後から脱がせていた魔夜もまた、黒ナース服を脱いでいたからだ。

　ナース服のみならず、彼女は下着まで脱ぎはじめていた。色白さときゃしゃさをこの上もなく強調する、透すけるほど繊せん細さいな布地でできた黒いブラジャーをさらさらと外し、あまりレースなどが華か美びではない上品な薄うす手でのショーツをするすると足から引き抜ぬく。

「ななななな何してる！」

「科学が好きな人って神経質な感じだから清潔好きかと思ってたんですけど、阿寒くんがそんなにお風ふ呂ろが嫌きらいだなんて意外でした。そういうのも、ちょっと男の子っぽくて可愛かわいいですね。相手の意外な側面が見えたときって……ちょっとうれしい気がしませんか？」

「もう一度聞く！　何してる！」

「服を脱いでます」

「俺の質問の仕方が悪いのかなあ」

「阿寒くんは服を着たままお風呂に入るんですか？　意外な側面といっても、ちょっと意外すぎるのでは……」

「なんで風呂に入らなくちゃいけないんだって聞いてるんだ！」

「血で汚よごれたから、洗わないといけないでしょう……？」

　当然のように言って、魔夜は望を抱だきあげる。お互たがいに裸でつかむところが少ないため、魔夜が望を落とさないように抱っこするにはどうしても、胸にぎゅっと押おしつける抱きかたになってしまう。

　魔夜の腕や首は今にも折れそうなほど細い。けれど、そんなに痩やせていても胸の脂し肪ぼうだけは奇き跡せきのように落ちていない。通常、ダイエットのときに一番最初に落ちるのは胸、最後まで落ちないのはほっぺただというのが皮肉な常識なのだが。

　つまり、魔夜が着やせして見えるのに脱ぐと「けっこうすごい」とまではいかなくても「年ねん齢れいのわりにはたわわ」というのは、「胸自体はＣカップに今ひとつ及およばないＢカップ」という一番ほどよく形も綺き麗れいに出る必要十分なサイズなのだが、体が細いので脱ぐと胸が目立つ」ということなのだろう。

「いや、そんなことを科学的に分ぶん析せきしてどうする！　じょ、女子と風呂だってっ？　そりゃあ俺は今赤ちゃんだけど……ちょっと待てぇぇ！」

「暴れないでください、阿寒くん。落っことしちゃいますよ……？」

　魔夜の胸に、望はますます強く挟はさみこまれてしまう。

「くっ、苦しい！　やっぱり殺すつもりだ、さっきの腹話術人形の両親が伏ふく線せんだったんだ！　やっぱりこれは『サイコ』だったんだ！」

「そんな伏線ありません。それから、いくら有名な映画でもまだ観ていない人がいるんですから、ネタバレはそこまでにしてください」

「自分がこれからネタバレするんだろ！　シャワールームで俺を殺す気なんだろ！」

「人の話を聞いてませんね……。洗うと言ってるじゃありませんか」

　魔夜は蛇じや口ぐちをひねってバスタブに湯を入れ、望を抱っこしたまま浸つかった。ポンプに入ったボディソープを入れると、バスタブの浅い湯からむくむくと泡あわが発生する。

　望はバスタブの底に尻しりをつけて、ぺたんと座りこんでいた。赤ちゃんの薄うすい皮ひ膚ふにも熱くないよう、温度はぬるめだ。しかも望の身長に合わせて、魔夜はあまり深く湯を張っていない。これでは魔夜は寒いのではないか……と望は怪け訝げんに思う。警けい戒かいしている彼は、それが赤ちゃんの自分に気をつかっているからだとは気づいていない。

　それよりも、もくもくと湧わいた泡がかろうじて彼女の胸を隠してはいるものの、いつ泡が消えてそれが覗のぞいてもおかしくない状態なのが気が気でない。

「お、おまえ、胸かくせよ！」

「お風呂で裸なのは当たり前じゃないですか。ほら、キレイキレイに洗いまちゅよ～？」

「油断しすぎだろ！　俺の中身が高校生男子だってことを忘れてるんじゃないのかっ？」

「確かに忘れがちになりますね……だって、こんなに可愛いですし。元の阿寒くんってどっちかっていうと、すごくまじめで、下手に話しかけたら怖そうな印象でしたから」

「俺は、狼おおかみ男おとこをブエルに食わせたおまえのほうが百万倍怖いと思うが」

「でも赤ちゃんだと小さくて可愛くて、内気なわたしにも接しやすい感じ……」

「狼男をブエルに食わせたおまえが内気？」

「さあ、背中から洗いまちゅよー」

　魔夜はスポンジをたっぷり泡あわ立だてて、望の背中を優しくこする。腕うでを上下させてこするたびに、魔夜の豊かな胸が揺ゆれているのが視界の端はしに引っかかる。ぬるいお湯が心地ここちよく、魔夜がこする背中がくすぐったい。けれど望は、恐きよう怖ふに体をこわばらせていた。

（なんかすごく優しく気持ちよく洗ってくれてるように見せているけど、ぜったい俺も殺されるんだ。一見ベビーソープのような謎なぞの薬品を俺の体にぬりたくって、皮膚を溶とかそうというのかっ？　それとも、熱すぎもせずぬるすぎもしないこの中ちゆう途と半はん端ぱな湯に漬つけこんで、ふにゃふにゃにふやかす気か！　何と恐おそろしい奴やつだ！）

　魔夜は、恐怖でこわばっている望を洗い終えて抱きあげると、彼を床ゆかに座らせ、自分の体に手早くバスタオルを巻きつけてから、ふかふかのタオルを手に取る。その瞬しゆん間かん、望の顔からサーッと血の気が引いた。

（来た！　どの拷ごう問もんにも飽あき足たらず、あの柔じゆう軟なん剤ざいで洗われたふわふわのしなやかなタオルで俺を絞しめ殺ころそうというのだな！　そうはいくものか！）

　望は慌あわてて立ちあがり、バスルームから逃にげだそうとする。赤ちゃんであることも忘れて、直立姿勢で走りだしたのだが……。

「あっ、阿寒くん！　まだ濡ぬれてますよ、危ないっ！」

　いつも冷静な魔夜が珍めずらしく、少し大きな声を出した。赤ちゃんの体では足もとがおぼつかず、濡れてすべりやすくなったタイルに足をとられて仰あお向むけに倒たおれた。

「わああ！」

　大人の体と違ちがって、床までの距きよ離りが近すぎる上に頭が重すぎる。手をつくなどの防ぼう御ぎよ姿勢を取る前に、確実にまだ頭ず蓋がい骨こつのやわらかい後頭部を硬いタイルの床に思いきり打ちつけるだろう。

（ああ……。永遠に赤ちゃんのままどころか、俺はここで死ぬのか……）

　しかし魔夜はすばらしい運動神経で、望が床に頭をたたきつける前に、正座しながらスライディングするような形で彼の頭をひざで受け止めた。ぽむん、と望の背中に反動があった。走はしり高たか跳とびのときの分厚いクッションのような高反発だ、と感じた。

「阿寒くん、お風ふ呂ろ場ばで走っちゃだめじゃないですか……。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　魔夜が心配そうな顔で、ひざの上の望をのぞきこむ。望は目をぱちくりさせた。

「え……助けてくれた？」

「当然ですよ。阿寒くんのお世話をするって言ったでしょう……？」

「な、なんだ……殺す気じゃなかったんだ。俺の考えすぎだったのか、よかった」

　望はホッと胸をなでおろす。落ちついてみると、自分の頭が魔夜のふともものあいだにはまりこんでいることに気づいた。

「はっ……ご、ごめんっ！」

　慌てて体を起こそうとした瞬間、視界が真紅に染まった。望が水みず鉄でつ砲ぽうのように鼻血を噴ふきあげたのだ。さすがの魔夜もびっくりして、目を点にしている。

（ああ、やっぱり『サイコ』だ。見たことがあるぞ、このシーン……）

　床の排はい水すい溝こうに、真紅の水が吸いこまれていく。『サイコ』で確かに望はこのシーンを見たことを覚えている。排水溝に吸いこまれていったのが、鼻血だという点をのぞいては……。




　結局、貧血状態でぐったりした望は、抵てい抗こうする気力も失ったままフカフカのバスタオルで体をふかれ、新しいおむつとベビー服に着き替がえさせられた。こんどはくまちゃんのポケットがついている。魔夜もネグリジェに着替えて、望をベッドの上に転がした。

　貧血で湯あたりのようになった望は、ぼんやりして頭がはっきり働かない。

「うーん。うーん」

「大丈夫ですか……？」

　うなっている望に、着替えを終えた魔夜が声をかけた。彼女のネグリジェは、部屋のセンス同様少女趣しゆ味みなパステルピンクに小さなイチゴ模様で、長い黒くろ髪かみにかぶったフリルいっぱいのナイトキャップがけっこう可愛かわいい。少なくとも、さっきブエルに命じて狼おおかみ男おとこを食わせた娘むすめだとは思えない。魔夜は望の隣となりで添そい寝ねして、二人の上にパステルピンクの羽根布団をかける。

「さて！　病院はブエルに任せておけばいいので、もう寝ましょう。阿寒くんは今日一日いろんなことがありすぎて、ずいぶん疲つかれてるみたいですからね……」

　疲れている原因は魔夜にあるのだが……と、望は反論したい。だが、お風ふ呂ろのあとで服を着て温かい肌はだざわりになった女の子の体は、素すっ裸ぱだかのときとはまた全然ちがったやわらかさである。そんなやわらかいのが添い寝しているので、全身から力が抜ぬけて声も出せない。

「フフフ……阿寒くん、フニャフニャしてやわらかいです……」

（失礼な、おまえのほうがやわらかいだろうが！　フカフカして、石せつ鹸けんのいい匂においがして……あーくそっ、闇暗の奴、ほんと俺のこと高校生男子だと思ってないだろ！）

　望はじりじりして、だんだん意識がはっきりしてくる。ところが、魔夜は目を閉じたと思うと次の瞬しゆん間かん、

「ぐう」

　と、寝ね息いきを立て始めた。あまりに速そつ攻こうで寝るので、望は目を白黒させる。

「はっ、早っ！」

　望は横になったまま、添い寝している魔夜の顔を間近でじっと見つめてみた。

　整いすぎた美しい顔は、クラスではあこがれの対象だったが、見ようによれば冷たく見える。望も、狼男の一件で魔夜が冷れい酷こく非情だとレッテルを貼はったことには、その容よう貌ぼうからくる印象も影えい響きようしているだろうと自分でも思う。

「……そっか、何だかんだで疲れてなきゃおかしいよな？　宇宙人から逃にげて、病院で患かん者じやを診みて、俺の世話までしてくれたんだもんな……」

　望はそっと身を起こして、魔夜の顔の横に座る。魔夜は、真っ白い頬ほおをわずかに上気させて、気持ち良さそうに眠ねむっている。望は小さな手をのばすと、魔夜の額をなでなでとなでた。

「ありがとうな、闇暗。実はずっと疑ってたんだけど、ごめん。赤ちゃんにはなったけど、闇暗のおかげで生きてはいるんだもんな。元に戻もどる方法があるかどうか判らないけど、科学的に考えて、生きてさえいれば、諦あきらめなければ、きっといつか何とかどうにかなる可能性はある。だから助けてくれたのも世話してくれたのも、ほんとにありがとう」

　よく見ると、確かに魔夜は他の男子たちが騒さわぐように造形的には美人だが、それだけではない。学校でのクールな顔とも、狼男との戦いで見せた冷酷な顔とも違ちがう、むしろ魔夜のほうが赤ちゃんかというぐらいあどけない寝顔をしている。

「みんな、闇暗のこんな顔知らないんだろうなあ……。俺もきのうまで闇暗のこと自体、あんまり知らなかったけど……」
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　何だか魔夜のことが可愛くなって、望はしばらくずっと、ひざの上の猫ねこでもなでるように魔夜をなで続けていた。甘あまいシャンプーの匂いと小さな寝息がちょっとだけ息苦しく感じて、何だか今夜は眠れなそうだ……と思っていた望だが、しょせん赤ちゃんなので、疲れて十分後には魔夜の肩かたの上に倒たおれこむように眠りこんでしまった。

　魔夜の部屋の、狼男に壊こわされた格子窓の外には、漆しつ黒こくの空に満月がぎらぎらと光っていた。その満月を円えん盤ばんの形をした黒い小さな影かげが横切り、学校の裏山にゆっくりと着地したが、気づいた者は誰もいなかった。







三話　愛と野望の課外活動







　翌朝、在ある波ふあ高校は大おお騒さわぎになった。

　その完かん璧ぺきな美び貌ぼうとクールな物もの腰ごしで、学内では知らない者はない闇やみ暗くら魔ま夜やが、乳母車をコロコロ押おしながら登校してきたからだ。ちなみに学生カバンは、乳母車の座席下部分にある物入れに入れられている。

　平然と学校の中庭を歩く魔夜の姿に、生徒たちが信じられないような顔で振ふり向いた。

「あ……赤ちゃん？　本物だよな？」

「なんで闇暗が赤ちゃんを？　ベビーシッターか何かのバイトか？　だがなぜ学校に？」

「そんな深い仲の彼氏がいたのかっ、俺という者がありながら！」

「そこの、わけのわからない妄もう想そうをしている人……」

　最後に叫さけんだ男子生徒を、魔夜はピシッと指さした。

「この子はわたしの子供じゃなくて、親しん戚せきの子をしばらく預かっているんです。先生には許可を取ってありますから、ご心配なく……」

「あーびっくりした。親戚の子だったんだ」

　何となく聞きにくくて遠巻きにしていた女生徒たちが、ホッとして魔夜のまわりにたかり始めた。

「ほんとだ、闇暗さんにちょっと似てるかも。可愛かわいーい」

「小さいお手々なのにちゃんと爪つめまで生えてて、細かいところまでよくできてるのねー」

「親戚の子の世話をするなんて、闇暗さんはさすがえらいわ。あこがれちゃうわ！」

「闇暗さんはオシャレだから、赤ちゃん連れスタイルも決まってるわよね」

　乳母車に乗っていた望のぞむは、慌あわてて彼女らを見まわした。

（な、何だ、こいつらっ？　たかってくるなよ、乳母車は視線が低いから、よけいなものが見えてるんだってば！）

　望の目の高さは、ちょうど女生徒たちの短いスカートよりやや下になる。乳母車の周りに固まられると、見み渡わたすかぎりのふとももふとももふともも、さらにスカートが揺ゆれるとちらりとパンツ部分が見える。スタンダードな白レース、キュートなイチゴ柄がら、スポーティなネイビーブルーのボーダー……と、よりどりみどりだ。

（い、いや、何をよりどりみどるつもりだ俺！　赤ちゃんから元に戻る方法を探すとか、宇宙人の地球侵しん略りやくとか、闇暗の病院ってやっぱどう考えても医師法違い反はんじゃないのかとか、考えなきゃいけないことがもっとほかに山ほどあるだろう！）

　ぺしぺし、と望は自分の頭を小さな手でたたく。そのようすを見て、周りにいた女生徒たちがいっせいに腰こしをかがめ、両手をこぶしにしてあごに当て、うっとりした表情で望をのぞきこんできた。

「きゃああああ～！　頭ペンペンしてるっ、ほんとに可愛い～！」

「もうガマンできない！　闇暗さんっ、この子抱だっこしていいっ？」

「えっ……？　あの、お手を触ふれるのはちょっと……」

　魔夜が止めても、興奮している女子たちにおっとりペースの彼女の意見は通じない。一人が乳母車に乗っている望を抱きあげ、ぎゅうっと抱きしめた。

「きゃあああー！　ふにゃらかして、たまんない！　可愛いっ！　赤ちゃんなのに眼鏡かけてるのが、可愛さ百億万倍！」

　彼女は数字の単位にはちょっと弱そうだが、魔夜ほどではないにせよクラスでけっこう美人の部類に入る女子だ。名は愛あい川かわ初うぶ菜な。ツインテールの髪かみが快活そうな娘むすめである。ハデでおしゃべりでいつも男子にモーションをかけているようなところがあるので、モテはするが三み股また四股かけているのが自じ慢まんという、ちょっと困った性格だ。

　望にとってはかなり苦手なタイプだったので、同じクラスにもかかわらず一度も話したことがなかった。だが、いざ抱かれてみると望は「おやっ」と違い和わ感かんを覚える。

（こういうタイプの女子って、口ばっかで赤ちゃんをダシに周囲で見てる男にアピールするのが主目的だと思ってたけど……愛川の奴やつ、本気で俺のことを可愛いと思ってるんじゃないか？　なんか、抱きかたも妙みように上手だぞ？）

　望の体は初菜の胸の谷間に密着し、しっかりと押しつけられている。

「きゃーふにふに、ほんとに可愛いー。あたしこれでも赤ちゃん大好きなの、将来の夢はすてきな保母さんなの。まさか学校で赤ちゃんが触さわれるなんて、夢みたい」

　初菜は魔夜以上に胸が豊かだ。風船のようなそれに、望は挟はさみこまれてしまう。車の洗車機の中でもまれているような錯さつ覚かくをおぼえた。ぶよんぶよんしているように見えるのに、中身がしっかり詰つまっていて、まるで風船ヨウカンのようだ。

「ちょっと、独どく占せんずるい！　あたしにも赤ちゃん抱かせてよ」

「あたしが先よ！」

　さらに数人の女子が参戦してきて、押しくらまんじゅう状態になる。しかし、押しくらしているのは、まんじゅうではなく胸だ。むしろ「まんじゅうのような胸」だ。その中心に、望がいる。妙みよう齢れいの美少女たちに奪うばいあわれ、ぽやんぽよんと四方八方から押されながら、たわわの海をたゆたっている。

（女の子たちが俺を取りあってケンカしてる。こんなイベントが自分の上に起こるだろうとは、人生十六年、科学的にありえないと思っていたのに。ああでもやめてくれ、酔うっ、俺は車くるま酔よいに弱いんだ！　乳母車でも気分悪いのに、こんな状じよう況きよう全然うれしくなーい！）

　真っ青になった望を、女子たちがかわるがわるに抱く。

「あら、おとなしいのねー。それにすっごく色白」

　それは酔よって青ざめ、ぐったりしているのである。

「やあん、可愛すぎる！　食べちゃいたい、っていうかチューさせて！」

「あたしにもチューさせて！」

「ちょっと、あたしが先だってば！」

（うわああああ！　あやすなっ、揺らすなっ、酔うぅうぅう！）

　四方八方からまさに「ひっぱりダコ」状態で揺らされていた望は、思わず口をおさえる。そのとき、彼の耳に低い呪じゆ文もんの声が聞こえてきた。聞きおぼえのある呪文だが、妙にものすごい早口である。

「アグロンテタグラムヴァイケオンスティムラマトンエロハレス……」

　ぎょっとして、望は魔夜の姿を目で探す。女子たちにチヤホヤされてすっかり彼女の存在を忘れていた。魔夜は学内でも目立つ存在だし、先せん輩ぱい相手にズバッと物を言う気き丈じような性格でもあったが、さすがにほかの女子たちが望を取りかこんでいる凄すさまじい熱気には勝てなかったようだ。じょじょに望と距きよ離りをとって、今や中庭のすみっこの木の下で一人ぽつねんと立ちつくしていた。

　寂さびしそうに立っているように見えるが、長い黒くろ髪かみが揺ゆれている。っていうか、赤い左目がのぞいている。

「わーわーわー！　やめろっじゃなくてオギャー！」

　望は慌あわてて手足をじたばたさせた。女子たちが、びっくりして望を地面に置く。

「えっ……？　い、今……なんかすごくしゃべったっ？」

「まさか。二歳さいぐらいにならないとそんなにしゃべらないわよ、気のせいじゃない？」

　自慢げに、初菜が説明した。女子たちは、感心したようすで納得する。

「あっそーか、気のせいかー」

（愛川が好都合な解説をしてくれて助かった！　っていうか闇暗は何してんだっ！）

　望は、ほんとうは二足歩行でも少しぐらいなら歩ける。だけど、人の目があるのと、頭が重くて足の短いこの体では急ぐとかえってつっ転んでこけてしまうので、ものすごい勢いでハイハイしながら魔夜の足もとにやってきた。魔夜の足首を小さな手でガシッとつかむと、驚おどろいたような顔をして彼女が望を見下ろした。

「闇暗っ！　ちょっと話がある！」

　望は初菜たちに聞かれないよう小声だったが、魔夜を見上げる目は本気で怒おこっていた。ほっぺがぷーっと赤くふくれて、今ひとつ迫はく力りよくに欠けてはいたが……。




　魔夜は望と二人で話をするため、彼を乳母車から降ろして抱だっこすると、教室にむかって階段を上がっていった。彼女の背後では男子たちが、魔夜のために乳母車を運び上げようとして奪い合いになっている。

　望は彼らに聞こえないよう気をつかいながら、魔夜に小声で苦情をうったえた。

「何考えてんだ！　おまえ、さっき何か召しよう喚かんしようとしてただろ！」

「別に……？」

　いつもクールな魔夜には珍めずらしく、すねたように顔をそむける。

「百歩ゆずって狼おおかみ男おとこがああなったのは仕方ないとしよう、でも愛川たちには何の落度もないだろ？」

「阿あ寒かんくん、気分が悪そうでしたが……」

「そ、そりゃ、あいつらは俺の中身が高校生だって知らないから、あやすつもりで揺らしても仕方ないだろ？　赤ちゃんに親切にして、優しい娘こたちじゃないか！」

「愛川さんの名前……覚えてるんですね」

「当たり前だろ、クラスメイトなんだから。おまえは何を言いたいんだ？」

「女子には、興味が無いと思っていましたけど」

「そ、そりゃクラスの全女子の名前を言えと言われたら厳しいけど……」

「愛川さん以外に、どなたかの名前を言えますか……？」

「えっ」

　望は息をのむ。汗あせ水みずたらして考えた。だが、ひとつも名前が出てこない。

「わたしの名前ですら、先輩にスカウトしろと言われたから覚えたんじゃないですか？　どうして、愛川さんの名前だけ知っているのでしょうね……」

「し、知るかよ！　別に他意なんか無い、阿寒と愛川だから、週番とか一いつ緒しよにしたのかもしれないじゃないかっ？」

「一緒にしたのかもしれない……ですか。ここ二ヶ月ぐらいの話なのに、見事に忘れてるわけですね」

　魔夜は望をじっと見つめている。望はとまどった。

「だ、だから何だって言うんだよ？　そんなことより、ここは学校だぞ、学校に血の雨を降らせるつもりだったのか？　完かん璧ぺきに殺人罪で逮たい捕ほされるぞ！」

「いいんじゃないですか、あんなミーハーな人たちなんて……。阿寒くんのことなんて眼中になかったくせに、ちょっと可愛かわいい赤ちゃんになったと思ったら突とつ然ぜんチヤホヤして……結局、阿寒くんの外見しか見ていないくせに」

「何の話をしてるんだ、おまえは？」

「狼男のほうがまだ許せる部分がありますよ。狼男は阿寒くんを殺そうとはしましたが、少なくとも、阿寒くんにチューしようとはしませんでしたからね……」

　魔夜は、不服そうにブツブツとつぶやく。彼女が言っていることの意味が、望にはいまいちまったく理解できない。

「いや、殺すよりキスするほうがずっとましじゃないのか？」

「少なくとも、わたしは気に入らなかったんです……」

　ぷい、と魔夜はそっぽを向いてしまう。取りつく島が無くて、望は困こん惑わくした。

（何を怒ってるんだ、闇暗の奴やつ。おとなしくてクールで、もっと大人かと思ってたのに。俺は見た目が赤ちゃんだけど、あいつは中身が赤ちゃんなのか？　まったく、子供みたいにムクれてわけがわからん……）

　赤ちゃんなのに心労が多くて、望は短くむっちりとした腕うでを組み、ため息をついた。




　一年βベータ組の教室は三階にある。望は乳母車に乗せられ、魔夜の隣となりに置かれることになった。

「闇暗。なんか腰こしが痛いんだけど……」

　望が、ひそひそ声で魔夜にささやいた。

「ああ、ずっと座ってたから疲つかれたんですね。授業中は、乳母車の背もたれを寝ねかせてベッドタイプにしておきましょう」

　魔夜が、乳母車を変形させる。教室の中で仰あお向むけに寝ね転ころぶのは、何だか妙みような気分だった。物もの珍めずらしくてきょろきょろしていると、少し離はなれた席に座っていた初菜と目が合った。

　すると初菜は、嬉うれしそうに笑ってニコニコと手を振ふってくる。魔夜は授業の準備をしていて、それには気づいていないようだ。

（赤ちゃんになると、意外な素顔が見えたりもするんだな。愛川は俺が一番苦手とするタイプの女子だったけど、けっこういい奴だったんだなあ。週番のとき、もう少し愛想良くしてやればよかったかな。闇暗に言われて気づいたけど、あいつと週番したときのこと、まるで記き憶おくに無いもんなー）

　望はちょっと反省したりもする。赤ちゃんにならなければ、たぶんずっと初菜のことは「苦手な女子」で終わっていただろう。

　ホームルームが始まって、ニュートンそっくりの鋭するどい目ととがった鼻とセンター分けのふわふわロングヘアの担任・丹生にゆう団とん先生が、教きよう卓たくに両手をつく。魔夜が連れている赤ちゃんに教室じゅうがざわついていることに気づいて、丹生団先生はゴホンと空ぜきをする。

「えー、静せい粛しゆくに。みんな気になっているようだが、闇暗の赤ちゃんは親しん戚せきの子をしばらく預かっているそうだ。赤ちゃんが起きるので、あんまり騒さわがないように」

「はーい、もちろんです！　っていうか、全面的に協力します！」

　ぴんっ、と手を挙げたのは初菜だ。ぴくり、と魔夜の耳が獣けもののように動く。やばい、と望の本能が叫さけんだ。しかし初菜は魔夜の放つ黒いオーラに気づかず、たわわな胸に片手を押おし当あて、ツインテールの髪かみをぷるぷる揺ゆらしながら、誇ほこらしげに発言する。

「赤ちゃんのお世話は、保母志望のこのあたしが責任持ってお手伝いします！　だってさっき、あたしのことすごく気に入ってくれたみたいだし」

　ギロッ、と魔夜が望をにらんだ。望は青くなって、目をそらす。

「それに、赤ちゃんなのに眼鏡かけててほんとに可愛いし！　こんなに可愛い赤ちゃんを学校でお世話できるなんて思ってなかったから、ほんとに嬉しいんです。今までいろいろ男子とつきあってきたけど、あたしが求めるものは手に入らなかったって言うか……やっぱり男子は二歳さいまで限定、みたいな？」

　初菜はずいぶんひどいことを、すっぱりと言い切っていた。彼女が熱っぽく語れば語るほど、魔夜がいつ呪じゆ文もんを唱え始めるか望は気が気ではない。初菜とつきあったことのある男子たちが「ひ、ひどい」と涙なみだ目めになる中、丹生団先生は困ってボールペンで頭を掻かきながら出しゆつ席せき簿ぼを開く。

「あー……愛川の演説は終わりか……？　では出席を取るぞ、阿寒望を飛ばして……井いの上うえ茂しげる。江え藤とう佳か代よ子こ。大谷……」

　出席を取っているあいだも、初菜は望のほうにしきりに手を振っていた。

（愛川って、ほんと赤ちゃん好きなんだな……）

　望は思わず微笑ほほえんだ。それに気づいて、初菜は両手の人差し指を頬ほおに当て、思いっきり微笑みかえす。

「あーこら愛川、出席取ってる最中に遊ばないように」

　丹生団先生に叱しかられて、初菜はぺろっと舌を出した。その表情がとても可愛いと望は思ったが、魔夜はただひたすら険しい表情をしていた。




　授業が始まると、魔夜は望にも見やすいよう教科書を机の上に立てて置いてくれた。

　三時間目は体育だ。在波高校では体操服も漆しつ黒こくで、女子のブルマーのみ真紅である。

　望は、乳母車に乗って運動場で見学していた。種目は、走はしり高たか跳とびだ。どう見ても色白なインドア派の魔夜が、半はん袖そで体操服とブルマー姿で長い黒くろ髪かみをなびかせてあざやかに背面とびを決めると、男子たちがやんやと喝かつ采さいする。

（バスケとかならまだ良かったのに、陸上競技を延々見学するなんて退たい屈くつだなー）

　望は乳母車の中で大きなあくびをする。と、女子に抱だっこされた。βベータ組の女子なのに、体操服ではなく制服を着ている。

「赤ちゃん、退屈でちゅかー？　いっちょに遊びまちょうねー」

　女子は望を高い高いしてくれる。見回すと、制服を着ている女子は十名近くいた。クラスの人数が四十人で女子は二十人だから、ずいぶん高い見学率である。

（もしかして、俺のお守りをするためにわざわざ見学したとか？）

　一いつ瞬しゆん、自分に都合のいいように考えてみたが、思い返してみると新学期からわりと見学者は多かった。常に二、三人は見学していて、それが毎週増えていくような感じだ。

　見学の女子たちは、望をかわるがわるに抱っこしたり乳母車に置いてあった哺ほ乳にゆう瓶びんでミルクを飲ませたり手遊びをしたりして世話を焼いてくれた。けれど望は見学率の高さがどうしても引っかかって、ハーレム状態の素晴らしい状じよう況きよう下だというのに上の空だった。

　魔夜が青白いのは当然としても、走り高跳びの列に並んでいる女子もみんな元気がない。初菜だけが、肌はだも胸もピチピチしているので、余計に差がついて貧相に見える。

（みんなダイエットでもしてるのかな。青白くてガリガリしてるより、愛川みたいに胸とかプクプクしているほうがいいのに。あっいや、別に愛川がいいという意味ではなく！）

　望は赤くなって顔を押さえている。そんな望に初菜はまた手を振ふった。

　ガラーン、と大きな音を立てて、走り高跳びのバーが落ちる。魔夜が百六十センチを飛ぼうとして、引っかかったのだ。

「あら、闇暗さん大だい丈じよう夫ぶ？」

　初菜がバーを戻もどして、少し後ずさって軽く助走すると、難なく百六十センチをクリアしてしまう。男子たちのどよめきが、いっそう大きくなった。

「おおー！　闇暗もいいが、やっぱり愛川もいい！　赤ちゃんにしか興味無いらしいが、それを差っぴいてもいい！」

「背面とびをした瞬しゆん間かん豊かな胸が青空を背景に揺れる姿が、まるで天使の翼つばさのようだ！」

　分厚いマットの上に、初菜は仰あお向むけに落ちてくる。マットに寝ね転ころんだまま、自分を見下ろしている魔夜に目を向けて、初菜はにこっと笑いかけた。

「どうしたの、闇暗さん？　あたしの顔が珍めずらしい？」

「いえ……愛川さんは元気だな、と思いまして」
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　魔夜はサイドの髪かみをかきあげながら、寝ねている初菜の上に顔を近づける。魔夜の長い髪が、初菜の顔と首筋に触ふれた。初菜は笑いながら、慌あわてて身をよける。

「きゃっ、くすぐったい！　やめてよ闇暗さん、あたしくすぐったがりなんだからぁ」

「くすぐったがり？」

　男子の数名が、その単語からよからぬ連想をしたらしく、鼻血を噴ふきだして顔を押おさえた。逃にげていく初菜を、魔夜はじっと見送っていた。




　そして、昼食時間になった。両親が人形になってしまった魔夜は、自分も夜中の黒ナースとしての勤務が忙いそがしいので、昼食はいつもコンビニのサンドイッチだった。しかし今日からは、望の分も必要になってくる。

「わー！　闇暗の弁当すごい！」

　周囲の席の男子が思わず感かん嘆たんの声を上げるほど、魔夜の弁当は確かにすごかった。望が食べることを想定して、小さなおにぎりがいっぱい詰つまり、ミートボールやにんじんのグラッセなど離り乳にゆう食しよくらしいおかずが並んでいる。望もびっくりして、目をこすった。

「すごい……！　おまえ、いつもこんなすごい弁当食ってるのか？」

「いえ……阿寒くんのために作ったんです。朝早起きして」

「俺のために？」

　それは「赤ちゃんのためのお弁当を作る」という意味だとは望もわかっていたが、なんとなく「望のための弁当を作る」という文脈にとらえてしまい、ぽーっと顔が赤くなる。

「はい……あーんしてください。あーん」

　魔夜が、プラスチックのやわらかい子供用スプーンににんじんを載のせて望にさし出す。

（あ……あーん？）

　望はとまどう。衆しゆう人じん環かん視しの中、女の子にお弁当を「あーん」してもらうなんて、これはいったいどういう甘あまいシチュエーションであろうか。

「どうですか……？」

「えっ？　あ……ああ、うまいけど」

「そうですか……よかった」

　にこっ、と魔夜は嬉うれしそうに笑う。いつも無表情な彼女が屈くつ託たくの無い笑顔を見せるのも意外だったが、自分が弁当をほめたぐらいで彼女がそんなに喜んだというのも意外だった。

（か、科学的に考えて……変な呪じゆ文もんばっかり唱えるより、そんなふうに笑ってるほうがずっと可愛かわいく見えるのにな。助言したいが、そんなことはこっぱずかしくて言えないし）

　魔夜に弁当を食べさせてもらって、幸せをかみしめるように口をもぐもぐしていると、初菜や女子たちがまたぞろぞろとやってきた。手に手に、小さなタッパーを持っている。女子の弁当箱にはつきものの「デザート用別タッパー」である。

「ねえねえ。デザートのゼリーなんだけど、これも食べられるかなぁ？」

「わたしのフルーツサラダも食べてみて。ヨーグルトドレッシングがまろやかなの」

「ちょっと、赤ちゃんがそんなにいっぱい食べられるはずないでしょ！　わたしのプリンだけでおなかいっぱいよ、ねー♪」

　魔夜は女子たちの圧力にじょじょに押されて、また後ろに追いやられてしまった。

　女子たちは望の乳母車を取りかこんであれこれ食べさせてくれるが、望はすぐにおなかがいっぱいになって苦しくなる。

（やっやめろ、赤ちゃんがそんなに食えるか！　吐はきだすのも申しわけないけど、消化能力が追いつかん！）

　げっそりした顔で望はデザートをもそもそと食べ続ける。クラスの男子たちは、うらやましくなって望のほうに目を向けていた。

「おいおい。闇暗だけでもじゅうぶん贅ぜい沢たくなのに、クラスの女子全員メロメロかよ！」

「普ふ通つう、よっぽどのイケメンでもそれはねーだろ。いいなあ、赤ちゃんは」

「ゼリーにプリンにフルーツサラダか。俺もご相しよう伴ばんにあずかりたいなあ……」

　男子たちは、指をくわえて望を見ている。だが望自身にはけっこう苦行である。

（気楽なこと言いやがって、そう思うなら半分食ってくれ！　ぽんぽん痛くなってきたぞ！　闇暗、助けてくれ！）

　助けを求めて、離はなれた所でじっと立っている魔夜に目を向けた瞬間、望は彼女のオーラが黒いことに気づいた。しかも、小さな声でまた呪文をつぶやきはじめている。

「アグロン、テタグラム……」

「わー！　そういう助けかたじゃないっ、オギャー！」

　惜おしいけれどデザートを諦あきらめ、望は魔夜のほうに手をさしのべて泣きだす。あら、と初菜は残念そうにスプーンを引っこめた。

「どうしたのかしら、何か今叫さけんだような気がしたけど……おむつかしら？　よーし、お姉ちゃんが替かえてあげましょう！」

（うわー！　何という逆効果、やめてくれー！）

　望は初菜に抱だきあげられまいとして、狭せまい乳母車の中で必死に手足をじたばたさせて抵てい抗こうする。ようやく、魔夜がやってきた。

「いえ……さすがにお食事中ですので、外で替えてきます……」

　魔夜はそう言って、望の乳母車を押していく。初菜たちは残念そうに顔を見合わせたが、

「でも、可愛かったよね、赤ちゃん！　わたしのプリンが、気に入ったみたい！」

「あたしのゼリーのほうが気に入ってたって！」

　喧々と言い争う女子たちを見て、男子たちはまたため息をつき、

「いいなあ、赤ちゃんって……」

　と、肩かたを落としたのだった。




　一度、魔夜とはきっちり話をつけておいたほうがいい……。望はそう考えて、魔夜を科学部の部室へ誘ゆう導どうした。部室の鍵かぎには部長が秋葉原のパーツショップで買ってきた指し紋もん認証システムがついているので、わざわざ職員室に鍵をもらいに行く必要がない。

　理科実験室の隣となりにある部室の天てん井じようには、発はつ泡ぽうスチロール製の分子模型や翼よく竜りゆうの骨格模型が吊つられていた。人を殴なぐり殺ころせるほど分厚い科学の本を積みあげた机の上に、ＤＮＡの二重らせん模型や作りかけの二足歩行ロボットが置いてある。怪あやしげにうねったガラス器具をつなげた謎なぞの装置の中で、蛍けい光こう色しよくに光る薬品がボコボコと泡あわ立だっている。骨格模型は隣に立っている人体模型と肩を組んでいる……部室には、そんな科学臭しゆうが濃こく漂ただよっている。

「とりあえずデザート攻こう撃げきから助けてくれたことには礼を言う。だけど教室で流血沙ざ汰たはやめろ、闇暗！」

「……別に、流血沙汰にする気はありません」

　ぷいっ、と魔夜はそっぽを向いてしまう。クールな彼女らしからぬ、子供っぽい態度に望は疲つかれたようなため息をもらす。

「だってブエルを召しよう喚かんしようとしてたってことは、そういうことだろ？　愛川の何が気に入らないのか知らないけど」

「気に入りませんね……阿寒くんに近づくのが、ますます気に入りません」

　魔夜は速そつ攻こうで身もふたもない返事をした。望は困って、口をへの字にする。何だか、頭まで痛くなってきた。

「とにかく、ブエルを呼びだしたりするなよ。もっと平和的な解決法を探せるはずじゃないか」

「平和的な解決法……ですか」

　魔夜はつまらなそうな顔をしている。望の提案に、あまり乗り気ではないらしい。

　そのとき、ドカドカドカッ、と激しい足音が廊ろう下かから聞こえてきた。望はハッとして青ざめた。同時に、二人のあいだの沈ちん黙もくもやぶれた。

「先せん輩ぱいたちがくる！　どうしてだ、昼休みに来たことなんて無かったのに！」

「あら、困りましたね……。この状じよう況きようではわたし、不法侵しん入にゆう者しやです」

　どこかに身を隠かくせるほどの猶ゆう予よもなく、部室の扉とびらがバターンと荒あら々あらしく開かれた。

「おい湯ゆ川かわ！　部長より先に部室に入るんじゃねーぞコラ！」

「フン……。同期のくせに堅いこと抜ぬかすなよ有ある鳩はと、改造するぞ……？」

「あっれぇー？　誰かいるよぉ、どなたですかぁー？　っていうか、消去法でいくとここに入れるのは、阿寒しかいないけどねー」

　入ってきたのは、望の三人の「先輩」たち。部長の有ある鳩はと一いつ石こくは三年生、身長二メートル近いガッチリ体型で、白い長ランと見まがうようなすその破れたロング白衣を部室の外でも着ている熱血武ぶ闘とう派は科学部員だ。

　副部長の湯ゆ川かわ波ぱ流る素すも三年生で、クールで何を考えているのか判らないマッドサイエンティストタイプ。三人の中で唯ゆい一いつマトモに制服を着ているが、黒ずくめの制服のせいで悪の科学者にしか見えない。知能指数は二百を超こえているという。

　書記兼けん会計の星ほし雲ぐも銀ぎん河がは二年生。小学校高学年にしか見えないちっこさで童顔、基本装備は「半はん袖そで半ズボンの体操服」だが耳からヘッドフォンのようなアンテナが出ている。ロボキャラなのかショタキャラなのか属性が混こん沌とんとしているが、このアンテナは湯川に「改造」されたものだという。

「「「って……おまえ誰だっ？　そっちの赤ちゃんはっ？」」」

　部室に座っている魔夜を見て、三人が同時に叫さけんだ。もはや逃にげ場ばは無い。望は乳母車の中で、完全にパニクってしまう。

　だが魔夜は、静かな微笑ほほえみを薄うすく浮うかべて、当然のように彼らに答えた。

「こんにちは、先輩がた。入部希望の闇暗魔夜です、よろしくお願いします……」

「せせせっ、先輩だとっ？　お、俺のことかっ？」

「や……闇暗というのは、こんな美人だったのか……？　阿寒のクラスに、まだ部活に入っていないあぶれ者がいると聞いていたからスカウトを命じたわけだが……て、てっきりもっと地味なタイプかと……」

「ですよねー！　こんな可愛かわいい女子に先輩って呼ばれるなんてっ！　有鳩先せん輩ぱいが言うように、やっぱり『科学に不可能は無』かったんだ！」

　有鳩は真っ赤になって硬こう直ちよくし、湯川は呆ぼう然ぜんとした表情でわずかに頬ほおを赤らめ、星雲は照れまくって頭をかきまくる。望は驚おどろいて、魔夜にささやいた。

「どういうつもりだ、先輩って？」

「科学部に誘さそってくれたのは阿寒くんだし、わたしは入部したいって言ったじゃないですか。この状況だと、入部希望者でなければわたしは明らかに不法侵しん入にゆうのドロボーですよ」

「でも、おまえって思いきりオカルトの人じゃないか。科学部にはちょっと合わないんじゃないかと心配になってきてたんだが」

「そうですか……？　わたし、けっこうこの部室、好きですよ」

「先輩たちは、俺でもちょっとひくぐらいの科学マニアぞろいなんだぞ？　幽ゆう霊れいとか宇宙人とか、まるっきり信じてないゴチゴチの石頭ぞろいなんだぞ？」

「阿寒くんはわたしをスカウトに来たんじゃないですか。まるで、わたしを入部させたがらないようなのはなぜですか……？」

　魔夜にずばりと聞かれて、望は心臓が止まりそうになった。

　確かに魔夜を入部させろと先輩たちに言われていたし、自分も部の存続のためにそれを望んでいた。けれど先輩たちが目をハートにして、明らかに普ふ通つうの新入部員に向けるのとは別の目で魔夜を見ていることに気づいた瞬しゆん間かん、望は妙みように心配になってきたのだ。

（赤ちゃんは最強だが、闇暗は俺が実は赤ちゃんではないことを知っている。だとすれば、先輩たちに比べて俺は圧あつ倒とう的てきに損なことばかりじゃないか！）

　何が損なのかは自分でもよく判らなかったが、とにかく望は自分でもどうしようもないぐらい、じりじりしていた。けれど先輩三人が信じられないような顔をしながら魔夜を取りかこみ始めたので、それ以上魔夜と話すことができなかった。

「今、先輩と呼んでくれたのか、闇暗！　この俺を！」

　熱血漢の有鳩が、双そう眸ぼうから滂ぼう沱だの涙なみだを流す。魔夜は、ゆっくりとうなずいた。

「阿寒くんにスカウトされて、ここに通していただいたんです……」

「おお、それで部室にいたのか！」

「この赤ちゃんは、親しん戚せきの子をあずかっていまして……。この子と一いつ緒しよでよければ、入部させていただきたいんですけど」

「なるほど、そういうことか！　学業を犠ぎ牲せいにしてまで子守りとは、何と優しいのだ、闇暗は！　まさに日本の母に育とうとする大和撫子なでしこの鑑だ！　むろん赤ちゃんもＯＫだ、俺たち全員子守りを覚えよう！　『科学に不可能は無い』のだ！」

　有鳩の涙は止まらない。望も他の男子に比べれば少しばかり熱血なほうだが、有鳩は全身から熱血オーラが出ている。目からも炎ほのおのようにこぼれ出している。

「こんなむさ苦しい部室だというのに！　まさか引く手あまたの闇暗が、本気で科学部に来てくれるだろうとは思ってもいなかったので掃そう除じもしていなかったのだ！　近くで見ると、なおさら美しい！　今まで相対性理論にしか美しさを感じなかった俺の心すら、感動に打うち震ふるえている！」

「……暑苦しいぞ、有鳩。顔で新入部員を選ぶわけではないだろう……純じゆん粋すいに科学に興味を持って入部してくれた彼女に失礼だとは思わんか……」

　湯川が冷ややかに有鳩をいさめる。そして魔夜の手を、そっと取って続けた。

「……ただし、彼女が美しいという全宇宙の普ふ遍へん的てき事実に関しては、俺も同意することにやぶさかではない。これから彼女と文化祭目指して青春ライフを謳おう歌かできるのかと思うと……遺伝子組くみ換かえ生物の研究とかどうでも良くなってくるのが不思議だ……。こないだ世界を揺ゆるがした、皮ひ膚ふ由来の万能細さい胞ぼうよりも闇暗はノーベル賞級に魅み力りよく的てきだ……」

「ねえねえっ、そんな堅かた苦くるしいことヌキでさっ！　新しん歓かんどーする新歓っ？　幹事はとーぜん一年生の阿寒にやらせるとしてさっ、阿寒どこっ？」

　星雲が、手を目の上にひさしのようにかかげて、きょろきょろと周囲を見回す。望は、リンゴのようなほっぺをぷうっとふくらませた。

（何で俺が先せん輩ぱいたちの使いっ走りをさせられなくちゃいけないんだ！　文科系のくせに、どうして都合のいいところだけ体育会系みたいに先輩が権勢ふるってるんだ！）

　望はムカムカして星雲を殴なぐりたくなった。どうして、そんなに先輩たちに対して腹が立っているのか自分でもわからない。特に魔夜の手をまだずっと握にぎっている湯川には、特にムカムカしている。しかし望は、今はしがない赤ちゃんである。科学に不可能は無いとは言え、この状じよう況きようではじっとがまんするしかない。

「そうそう、われわれは阿寒を探しに来たんだった。教室をのぞいたらいなかったので、こっちにいるのではと思ってな。闇暗、阿寒がどこにいるか知らないか？」

　ふと、有鳩がそんな話を切りだした。魔夜が首をかしげる。

「阿寒くんに、何か？」

「阿寒の親から職員室のほうに、妙な電話があったらしくてな」

　望はビクッとする。きのう自分が送ったメールのことだ、と直感的に悟さとった。

（しまった！　冷静に考えれば「学校で実験してて帰れない」なんて、普通は不ふ審しんに思って問いあわせるよな。どうしよう？　俺が行方不明だなんて騒さわぎになったら……！）

　校内に混乱が起こるのはもちろんだが、警察でも動きだすような大ごとになってしまったら、当然宇宙人にも嗅かぎつけられるはずだ。望は生きた心地ここちがせず、乳母車の中で脂あぶら汗あせをダラダラと流していた。だが魔夜は、当たり前のように口を開く。

「妙な電話って……『閉へい鎖さ実験施し設せつ』のことですか？」

「おお、知っているのか闇暗！　そのとおりだ。うちの部ではそんな実験やってないのに、阿寒がその実験のためにしばらく帰れないとかどうとか」

　魔夜はこの状況をどうかわす気なのか……？　望が死にそうな気持ちで魔夜をじいっと見あげていると、魔夜は確かに少し考えて答えを選んだようだったが、やがてごくわずかに口角を上げた……うっすらとだが、確かに自信をもって微笑ほほえんでいた。

「ええ、そうです……。阿寒くんとわたしの二人で始めた実験ですから、先輩がたが知らなくても当然です。各科の教官とはすでに合意済みです……」

　そう言って、魔夜は部室の窓の外を指さす。学校の裏庭に、平屋建ての小さな家一軒けん分ぐらいの大きさのドームができていた。えっ、と望は思わず眼鏡を外して目をこする。ついさっきまで、そんなものは無かったはずだ。ドームの横に金緑色の目をした白衣の黒くろ猫ねこブエルがいて、望と目が合うとニヤッと笑った。外にいるときは普ふ通つうの猫のふりをしているらしく、ブエルは四本足で歩いてしげみの中に姿を消す。

（ブエル！　科学的にありえないけど、あいつが魔ま法ほうか何かで造ったのか！　っていうか、奴やつがそのへんにいるってことは、やっぱり闇暗のさっきの呪じゆ文もんは本気だったんだな）

　とりあえず学校が血まみれにならずにすんで、望はホッと胸をなでおろす。三人の先輩は、窓に張りついて感かん嘆たんの声を上げた。

「す、すごい！　あの中に阿寒がいるのかっ！」

「ええ……外部の影えい響きようをいっさい遮しや断だんするために、出入りできませんし音も聞こえませんが、パソコンでメールならできますし、パソコンを通じて授業にも参加できます」

「なるほど！　閉鎖環かん境きよう実験施設はこれからのエネルギー循じゆん環かん型がたエコロジー社会のモデル作成に重要な実験だ、阿寒の奴、骨のある新入部員だとは思っていたがまさかここまでとは！　だが、その実験に協力した闇暗はもっとすごい！」

「恐おそれ入ります……阿寒くんのご両親には、わたしのほうから説明しておきますね」

　魔夜はそっと手を口に当てて、ほくそえむ。望は、さらにホッとした。

（やれやれ、闇暗の奴うまくかわしてくれたな。っていうか、先輩たちは闇暗の言うがままか？）

　有鳩は、湯川と星雲と魔夜を見回して言った。

「では、阿寒がいないので新歓は後回しにして、今日の放課後の部活動について決めよう。各自、意見を出すように。もちろん闇暗もなっ！」

「あら、新入生のわたしも意見を出して良いんですか……？」

「ただし科学部がやるにふさわしい、科学的なやつだぞ！　さて俺は、遺伝子組換えの実験をやりたいと思う。最近アメリカでは右う傾けい化かが進んだ結果、『神』を信じ『進化論』を否定する非科学的なバカどもが増えていると聞く。『進化』をつかさどるものは『神』ではなく『遺伝子ＤＮＡ』なのだということを証明するのだ！　『神は死んだ』のだ！」

　有鳩が暑苦しいほど気合をこめて力説すると、湯川も嘲ちよう笑しよう気味に案を出す。

「それなら俺は……化石の放射線同位体の時代測定をしてはどうかと思う。『神』を信じている奴らによれば、地球が『神によって作られた』のはせいぜい数千年前だそうじゃないか……。何億年も昔の化石の存在を、どう説明するつもりか見物じゃないか……？」

「でも湯川先せん輩ぱい、それじゃあ『進化論は認めるが、全ての進化は神の手によってあらかじめ計画されていた』という、最近の『インテリジェンス・デザイン』論という詭き弁べんに反論されてしまうよ。ぼくは、一年生のときに生物で習った『ミラーの実験』を一度実際にやってみたい。原始の地球の環かん境きようを再現した無機物のスープに放電して有機物を作り出す……これは、『神が生命を作った』ことの否定、すなわち『神を否定する』証明だろ？」

　星雲も目を輝かがやかせる。望は、思わず胸のときめきを感じてしまった。

（こ、濃こい……！　やっぱり先輩たちは濃い！　ああ、参加したい！　先輩たちと熱い科学トークを繰くり広げたい！）

　しかし望は今、赤ちゃんの身である。断腸の思いで身をよじっている望の前で、有鳩が魔夜に声をかけた。

「闇暗は、何をしたいか希望はあるか？　新入生の案でも、俺たち三人が出した案よりも科学的で興味深い対象ならば、喜んで検討するぞ」

「そうですか……。では、『ツチノコの解かい剖ぼう』などいかがでしょう……？」

「「「ツチノコ？」」」

　先輩三人の目が点になる。望は思わず、短い腕うでで頭をかかえた。

（あちゃー！　やっぱり闇暗じゃだめだ、未確認生物ＵＭＡなんて都市伝説の妖よう怪かいみたいなものでオカルトの領域だ、非科学的の最さい先せん端たんじゃないか！　ああ、有鳩先輩の目が怒おこってる！）

　明らかに困こん惑わくしている有鳩だったが、必死に平静をよそおって、魔夜に確かめるように尋たずねた。

「えーと。闇暗、ツチノコが本当にいると思っているのか？」

「いないものは、解剖できないでしょう……？」

「ツチノコだぞ？　ＵＭＡユーマだぞ？」

「ええ……学校の裏山ででも、探せば捕つかまえられると思いますよ」

　魔夜のことばを聞いて、望は激しく叫さけびたい気持ちを必死に抑おさえる。

（いや、ＵＭＡはいないんだ、ネッシーですら、おもちゃの潜せん水すい艦かんに首をつけて写真に撮とったイタズラだったと撮さつ影えい者しやが告白したんだぞ？　先輩たち、何とか言ってやってくれ！　この非科学的な闇暗をガツンとやってくれ！）

　望は祈いのるような気持ちで、三人の先輩を見つめる。

　彼らは数秒間、顔を見合わせていたが……最初に、有鳩が口を開いた。

「……うん、ＵＭＡ探しか！　すばらしい案だ、感動した！」

（えっ？）

　望は乳母車の中で、ガクッとこけかける。湯川と星雲も、こくこくと人形のようにうなずいて、不必要なまでに感動の演技をする。

「俺も、闇暗の案に賛成だ……。この世にはまだ、科学では解明できていないことが山ほどあるんだからな……。俺は今、ツチノコについてまったく無知な自分の不勉強を……心より恥はじているところだ」

「ですよねー、さすが闇暗だ！　ＵＭＡなんて、まさに科学の最先端だよ。ツチノコは絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆだからね、なかなか見つからないのは当然さ！　でもツチノコ以上の絶滅危惧種であるヤマトナデシコがここにいるんだから、ツチノコだっているはずだよねっ！」

（おいおいおい、何いきなり三人とも折れてるんだ！　おかしいだろ、明らかにーっ！）

　望は手足をじたばたさせるが、三人とも魔夜を前に鼻の下が伸のびているモードである。科学ばかりやってきて女子に免めん疫えきが無い彼らの前に、平均以上に美人の魔夜が現れたのだから赤子に餅もちを食わせるようなものだろうが、彼女の言うことにあまりにも無む抵てい抗こうに服従してしまう姿に望は泣きたくなってくる。

　そんな望の気持ちも知らず、三人は魔夜を取りかこむと、彼女の気を引こうとして非科学的な話題を振ふる。まずは有鳩が得意げにアピールし始めた。

「闇暗の血液型は何型だ？　俺はＯ型だから、おおらかで心が広いぞ。さらにＡ型の母親から生まれてＡ型成分もあるから、Ａ型のきめ細やかな優しさも持ちあわせているんだ」

（血液型占うらない！　人間にはわずか四種類の性格しか無いと断じる愚ぐ鈍どんの極み、嘆なげかわしい疑似科学！　っていうかＡ型成分って何だ！　Ａ型から生まれても血液型がＯ型なら、Ａ型の遺伝子は先輩には伝わってないんですが！）

　クールな湯川も、クールな顔でとんでもないことを言いだす。

「俺は……前世で闇暗に会ったような気がするんだが、覚えてないか？　前世からの絆きずなで結ばれている魂たましいの伴はん侶りよのことを『ソウルメイト』というらしいが、俺たちはまさにそれだと思うのだが……？」

（前世来た！　人間が生まれ変わるなら、ミジンコとかゾウリムシはどうなるんだ！　半分に切ったら二匹ひきになるプラナリアには、アインデンティティというか『個人としての魂』なんてあるのかっ？）

　星雲は、そんな二人をいさめるような目でにらむ。

「ちょっと先輩たち！　いくら闇暗の気を引くためでも、われわれは科学部ですよ！　女子の気を引くために、そんなオカルトみたいなこと言ってていいんですか！」

（おー！　星雲先せん輩ぱい、見た目はちっこいけど一番男気があるじゃないか！　そのとおりだ、科学に不可能は無い、科学的真実は何者にも曲げることはできないんだ！）

　望はパチパチと小さな手で拍はく手しゆをする。星雲は魔夜と望の間にどっかと座ると、大きな目で彼女をにらんだ。

「いいかい闇暗、きみはオカルトが好きなようだがここは科学部だ。世界を科学的に考えなければならない。世界は神が作ったんじゃあない、一本の『ひも』からできているんだ。どうやらオカルトに染まったきみには『超ちようひも理論』を説明せざるを得ないようだね」

（おお、『超ひも理論』！　物質は素そ粒りゆう子しのような『点』ではなく『ひも』から構成されているという理論だ！　俺も詳くわしくは知らないが、物質を構成する最小のものである『ひも』の長さは十のマイナス三十五乗メートル、原子の大きさ十のマイナス十乗メートルに比べてはるかに小さい！　この『ひも』が十次元の振しん動どうを起こし、その振動のしかたで異なる波が発生するため、一本の『ひも』が数百種類の違ちがった素粒子のように見えたり『重力』すらも作るという！　すなわち超ひも理論は、電磁気力・重力・強い力・弱い力の全ての力を統一して説明できる『超ちよう大だい統一理論』！　先輩からどんな説明が聞けるのか！）

　ワクワクして待っている望の目の前で、星雲は魔夜の白い手をそっと取る。魔夜は、不思議そうな顔で星雲を見つめた。

「『超ひも理論』って何ですか？」

「それはね、闇暗。女の子の小指には運命の赤い『超ひも』が結びつけられていて……」

「だー！」

　激げき怒どした望が乳母車に乗ったまま、目の前にいた星雲の頭をはたく。星雲はびっくりして、振りかえった。

「なっ、何でこの赤ちゃんこんなに怒おこってるの？」

「それはきっと、おなかがすいたんでしょう……」

　魔夜は望を抱だきあげ、制服の胸もとをプチンと開ける。三人の先輩が、息をのんで一歩前に出た。

「ま、まさか授乳か闇暗！　授乳なのか！」

「いや誤解するな……っ。われわれはただ……哺ほ乳にゆう類るいの進化の過程をこの目で確認したいだけだ……っ」

「ですよねー！　あああ、闇暗のなまちちが見れるなら死んでもいい！」

　何だこいつら、と望はますますムカムカする。魔夜は彼らの期待を冷ややかに受け流し、

「いえ、さっき自じ販はん機きで買った牛乳を人ひと肌はだに温めていただけです……赤ちゃんのおなかは弱いので、冷たいものを飲むとおなかをこわしてしまいますからね」

　と、胸の谷間から紙パックの牛乳を取りだしてストローをさし、腕うでに抱いている望に飲ませた。先輩三人は残念そうにガックリと首をうなだれる。

（うげー、生ぬるい）

　望は顔をゆがめる。そのとき、五時間目の開始を告げるベルが鳴った。

「おっと、五時間目だ。科学部はまじめがモットーだ、遅ち刻こくはできん！」

「では闇暗、放課後にまた会おう！　っていうか、また会いたい！」

「ビーカーとアルコールランプでお茶沸わかせるからさ、ツチノコ探しのあとは部室でお茶も飲めるしね！」

　ばたばたばた、と三人は部室から駆かけだしていく。望は、疲つかれ果はてたため息をついた。

「何とかごまかせたけど、先輩たちの情けない姿ときたら……。ひどく陰いん鬱うつな気分だ」

「あら、とてもフレンドリーな先輩たちじゃないですか。けっこう皆みなさんオカルトに造ぞう詣けいが深いかたばかりなので、気が合いそうですね。フフフ……」

「いや。科学部はそういうところじゃないんだ！　先輩たちはおまえに気に入られようとしてヒヨってるだけだ、ガリレオ・ガリレイは宗教裁判にかけられても『それでも地球は回っている』と言ったのに先輩たちときたら！」

　望は、頭を抱かかえて落ちこんでしまう。魔夜は床ゆかにひざをついて乳母車に乗っている望と視線の高さを同じにすると、謎なぞめいた笑顔で微笑ほほえみかけた。

「でも、想像していたよりずっと楽しい先輩たちじゃないですか……わたし、あの人たちが好きになりました」

「すっ……好きにっ？」

「ええ、科学のことも好きになりましたよ。『運命の赤い超ひも理論』とか……」

「ああ、そっちの好きか……って、だからそれは科学じゃないっ！」

　ホッとしたり怒ったり、望は忙いそがしい。自分でも自分が何でこんなにハラハラしたりイライラしたりしているのか判らない。魔夜がポーカーフェイスなのが、余計に望の胸をざわめかせる。そんなポーカーフェイスのまま、魔夜は望を抱きあげて実験台の上に寝ねかせた。

「さて……放課後は忙しくなりそうですから、今のうちにおむつを替かえておきましょう」

「何っ！　いいよ触さわるな、自分でやる！　っていうか実験台の上はやめろっ、俺は解かい剖ぼうされるカエルじゃないー！」

　望は短い手足をじたばたさせて、必死に抵てい抗こうした。




　そして、放課後……。科学部の三人の先輩と、魔夜、乳母車に乗った望の五人は、学校の裏山に上がる林道の入り口で待ちあわせていた。

　三人の先せん輩ぱいは、虫取り網あみ、虫取りカゴ、吹ふき矢やなどを装備して、完全にやる気である。

（ああ、本気でＵＭＡを捕つかまえるつもりなんだ。そんな非科学的なものを、誰一人ひとりとして否定しないんだ。『ネズミを飲みこんだ直後のふくらんだヘビを見み間ま違ちがえたものさ』って言わないんだ、『王様』は裸はだかなのに！）

　口くち惜おしくて、望はイライラしていた。魔夜は制服の黒セーラー姿で、乳母車を押おしている。有鳩が、訝いぶかしげに魔夜に尋たずねた。

「闇暗、『もう少し待ってくれ』とのことだが、何を待っているのだ？　裏山といえども山だぞ、暗くなったら迷う危険があるぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶです、それまでには終わります……」

「ツ、ツチノコがそんなに簡単に発見できると？」

「クラスメイトの女子を呼んであるんです。先輩たちも気に入ってくださると思います」

　クラスメイトの女子、と聞いて望は眉まゆをひそめる。仲良しの女子どうしで同じクラブに入ることは往々にしてよくあることだが、問題は、クールな魔夜には特別仲良くしているような友達はいないということだ。むしろ、愛川初菜のように目の敵にされ、すきあらばブエルの牙きばの露つゆと消されかかっている相手ならいるが……。

「あっ、いたいた！　闇暗さん、誘さそってくれてありがとう！」

　甲かん高だかい声で叫さけびながら初菜が走ってきたのを見て、望は思わず舌をかんでしまう。

（っていうか、なんでここで、愛川っ？　闇暗が誘ったって、どういうことだっ？）

　それだけではない。初菜は「動きやすさ」に配はい慮りよして、体操服姿だ。健康的な太ももには、パツーンと水をはじくほどの張りがある。それが、ブルマーから遠えん慮りよなく突つき出している。半はん袖そでの上着には胸の部分にゼッケンが貼はられ、「１－β　愛川」と書かれてあった。

「たっ、体操服！」

「ブルマー……！」

「ゼッケン！」

　先輩たちの顔が、真っ赤になった。全員、脂あぶら汗あせをダラダラ流し始める。

「や、闇暗一人でも俺たち科学の子には訪れるはずのない青春の息い吹ぶきだと思っていたのに、二人目の女子とは、まるで盆ぼんと正月が一いつ緒しよにきたようだ！　か、顔では闇暗のほうが勝まさっているが、この露ろ出しゆつは破は壊かい的てき！　股またの下の絶対領域部分に、ふとももが作りだした三角の空間が！　『底辺×高さ÷２』が！」

「いやむしろこれは『三角関数』……！　まさに絶対領域が、サイン・コサイン・タンジェントだ……！」

「あるいはピタゴラスの『三平方の定理』だよ！　ああ１いち：たい１：[image: ]ルートに！　[image: ]＝1.41421356、一ヒト夜ヨ一ヒト夜ヨにニ人ヒト見ミごゴろロ！　愛川さんも今がまだ青いメロンの香かおり、まさに見ごろ食べごろですよねー！」

「わー。科学ばかりで異性に免めん疫えき無いもんだから、熱暴走してるっすねー」

　乳母車の望が小声でつぶやく。初菜は、その乳母車を魔夜から奪うばって押し始めた。

「闇暗さんが、裏山に赤ちゃんのお散歩に行くって誘ってくれたから、はりきって動きやすいかっこうして来ちゃった！　あれっ、こっちの人たちは？　見かけない顔ですけど」

　初菜がぷるるんとしたつややか唇くちびるに人差し指を当て、少し前ぜん傾けい姿勢になりながら有鳩たちの顔を見上げる。前傾姿勢になっているがゆえに、たわわな胸が重力に引かれている。有鳩たちは、再びどよめいた。

「ばっ、万有引力を俺は見た！　引力の大きさは質量に比例し、距きよ離りの二乗に反比例する！　ああ、だからあの大きな胸の強力な引力に引き寄せられるのか！」

「そして……彼女に近寄れば近寄るほど、ますます引き寄せられるというわけだ！　恐おそるべし重力加速度、俺たちのハートビートも加速中だ……っ！」

「ですよねー！　微び妙みように重力に引かれている下乳が……リンゴのようにたわわな下乳が！　まさに今、おっぱいはニュートンを超こえたよねっ！」

「闇暗。俺はもう泣きたくなってきたよ」

　先輩たちの科学の冒ぼう涜とくっぷりを目の当たりにして、望はしくしくと泣きだす。

「まあ、ツチノコが見つかるまでの辛しん抱ぼうですよ……フフフ」

「えっ、ツチノコ？」

　初菜が、急に心配そうな顔をする。

「ツチノコってときどきテレビの特番でやってるやつでしょ？　毒あるんじゃないの？　そんなの探しに行くんだったら、あたしパスしようかなあ。赤ちゃんだって危ないし」

　有鳩たち三人の口が、ムズムズと動いた。望にはわかる。「ツチノコなんて実在しないから大だい丈じよう夫ぶ一いつ緒しよに行きましょう！」と、言いたくてたまらないのだ。だが魔夜の手前、そうも言えない。魔夜を取るか初菜を取るかで、明らかに迷っている。

　助け舟ぶねを出したのは、その魔夜だった。

「まあ、そう遠慮なさらずに。ツチノコが見つかれば、発見者はテレビや新聞でひっぱりだこですよ」

「テレビっ？　あ、あたしテレビに出れるの？」

　初菜の目が輝かがやいた。夢見る女子高生の一番弱い部分を突かれ、あっさり陥かん落らくしたようだ。

「ええ、そうです。その栄光を、大切なクラスメイトの愛川さんにもぜひ分けてあげたいと思って、誘ったのですよ。フフフ……」

「えっえっやっぱりスカウトとか来るかなっ？　あたし保母さんになる夢があるんだけど、兼けん業ぎようでアイドル歌手もいいかな？」

「ええ、ぜったいＣＤ買いますよ。では行きましょう、フフフ……」

　魔夜は夢見る初菜の肩かたを押おしながら、不敵な薄うす笑わらいを浮うかべた。

　魔夜が何をするつもりなのか、望にはさっぱりわからない。でも何か良からぬことをたくらんでいるような気がする。

（仮にツチノコがいたとして、闇暗はそれを捕つかまえてどうするつもりなんだ？　病院で薬にでも使うつもりならわざわざ科学部の部員やら愛川やらを同どう伴はんする必要はないじゃないか？　何より闇暗は愛川のことをよく思ってないはずなのに、嫌いやな予感がするんだが）

　ちらちらと望は魔夜のほうを見る。目が合って、魔夜は薄うすく微笑ほほえんだ。望はますます、不安になった。




　裏山を登っていくうちに、だんだん日がかげって行く。空は夕焼けに染まり、黒いカラスが不ふ吉きつな声を上げながら飛んでいく。有鳩が、腕うで時ど計けいを見ながら魔夜に言った。

「闇暗、まだツチノコを探すのか？　もう空が夕焼けになってるぞ？」

「そうですね……もう夕焼けがあんなに赤いですね。古代エジプトでは、死んだ王フアラオの魂たましいは太陽とともに東からのぼり、ピラミッドの中でエネルギーを増ぞう幅ふくさせて、西へ沈しずむと言われていました。仏教でも、太陽が沈む西の彼方かなたに死後の世界『西さい方ほう浄じよう土ど』があるとされていますね……フフフ」

「俺が言ってるのは、そろそろ山を下りはじめんと、途と中ちゆうで暗くなったら動けなくなるぞということだ」

「ええ、そうですね。暗くなり始めるこの黄昏たそがれどきの時間は『逢おう魔まヶが刻とき』とも言って、昼と夜のはざまで、光の中では見えなかったものが浮かんで見えてくる時間帯ですからね……フフフ」

　わざとなのか何なのか、有鳩と魔夜の会話が全然かみあっていない。魔夜の機き嫌げんを取るために調子を合わせていたが、さすがに科学部部長たるもの、あまりに濃こい魔夜のオカルト発言連発に、かなりイライラ来ているようだ。

（部長はやっぱり部長だな。『非科学的なことばっか言ってないでとっとと山を下りろ！　ツチノコなんかいるわけねーだろボケ！』って、さぞかし怒ど鳴なりたいだろうなぁ……）

　顔を赤くしてプルプル震ふるえている有鳩を見て、望は少しホッとした気分になる。

「あっ、愛川さん。ずっと乳母車押してて大変だろ、ぼくが押してあげよう」

　ツチノコ探しに飽あきてきた星雲が、すかさず初菜の点数を稼かせごうと望の乳母車に手をかけた。初菜は豊かな胸に両手を当てて、不安そうにつぶやく。

「ほんとに、妖よう怪かいとか幽ゆう霊れいとか出てきたらどうしよう。もう帰りたい……」

「あっ、そんなの大だい丈じよう夫ぶだよ、うん。妖怪とか幽霊とか、そんな非科学的なものいやしないから。あっ言っちゃった」

　星雲は慌あわてて口を押さえる。魔夜が、星雲のほうに目を向けた。湯川が星雲の頭にゴチンとげんこつを落とす。

「このバカ……！　今まで科学ばっかで女の子とつきあったことのない俺たちが闇暗をゲットしようと……彼女の非科学的な言動に血を吐はく思いで合わせて、いやしないツチノコを必死こいて一いつ緒しよに探してやってるフリしてるのに……！　あっ言っちゃった」

　湯川も、慌てて口を押さえる。気まずい空気の中、有鳩がゴホンと咳せき払ばらいをした。

「あー、闇暗。俺は、闇暗の言うことを信じているからな。オカルト万ばん歳ざい」

　完全に棒読みである。魔夜の気を引くために、無理に言っているのが丸判りだ。

「あっ、部長ずるい！」

「有鳩……っ、てめー……裏切り者がぁ……っ！」

　星雲と湯川がどなっても、いっさい無視している。女の子のために科学も捨て仲間も捨てる、これが「科学に不可能は無い」と言い切った、自分の尊敬していた部長の真の姿なのか……と、望は悲しくなってうなだれた。

　そのとき、魔夜が白い指をスッと上げて、薄うす暗ぐらいしげみの中を指さした。

「さすが部長さんはよくわかってくださっていますね。そうですよ……わたしが言ったとおり、ツチノコは実在するんです。ほらそこに」

「え」

　有鳩の目が点になった瞬しゆん間かん、闇の中から何かがシュッと飛んできて、初菜の豊かな胸にカプッと噛かみついた。

「きゃあああ！」

　初菜は悲鳴を上げる。噛みついているのは、全長一メートルほどのヘビだ。アオダイショウに似ているが、体はビール瓶びんほどの太さがある。望はびっくりして乳母車から立ちあがり、そばにいた初菜の胸からヘビをはたき落とす。

　乳母車を押していた星雲が、赤ちゃんが機き敏びんな動きをしたことに驚おどろいて目を丸くしたが、その前に初菜がよろけたので、そちらに注意がそれる。林道から一歩踏ふみはずすと、数メートルの崖がけだ。下は岩場である。落ちたら頭が割れて即そく死しだろう。

「危ない！」

　星雲は慌てて、よろけた初菜の腕うでをつかんで道のほうに引きもどす。だが初菜はその手を振ふりほどき、頭を抱かかえて引きつった声で叫さけんだ。

「ツチノコだわ！　あたし死んじゃう！」

　初菜は完全にパニックを起こしている。ヘビはとっくに茂しげみの中へ消えていた。望は、

「ツチノコなんかじゃない、どう見てもエサをたらふく食って太ったアオダイショウだ。おとなしいからふだんは人を咬かんだりしないし、毒も無い」

　と、説明したかったが、赤ちゃんなのでしゃべるわけにはいかない。先せん輩ぱいたちも恐おそらく望と同じ気持ちで、オロオロしていたが、魔夜の手前もあってそれを言えない。そして魔夜はといえば、

「そうですね……。でもツチノコか太ったアオダイショウか、いまひとつわかりませんね。このまま愛川さんがお亡なくなりになれば、ツチノコだったという証明になるでしょうか……フフフ」

　と、追い討ちをかけるようなひどいことばを投げかける。望は驚いて魔夜にささやいた。

「な、何言ってるんだよ闇暗！　さてはおまえ、愛川をいたぶるつもりで誘さそったな！　言ってやれよ、あれはツチノコなんかじゃなかったって！　っていうか、ツチノコなんていないんだ、科学的に考えて！」

「フフフ……さあ、どうでしょうね……？」

　望が必死にうったえても、魔夜はのれんに腕うで押おしで聞き流す。初菜はガタガタ震えて、真っ青になっていた。

（やばい、精神的なショックで血圧が下がってるんだ。このまま、本当に死んでしまうことだってあるんだ！　こうなったら、俺が説明するか？　いや、この状じよう況きようじゃ、赤ちゃんがしゃべったりしたら余計にショックを与あたえてしまう。特に赤ちゃんが好きで保母さんを目指しているような愛川には！　頼たのむ先輩たち、説明してくれ！　闇暗の機嫌より科学の真実を取ってくれ、ツチノコなんていないって言ってくれ！）

　望は祈いのるような気持ちで、有鳩たちを見つめる。

　有鳩は一いつ瞬しゆんためらっていたが、初菜がひどい顔色をしているのを見て意を決し、ゴホンと咳せきばらいをした。

「あー、闇暗。実を言えば、もう気づいてるだろうが、俺はオカルトのような非科学的なものはいっさい信じていない。害にもならんもんなら、合わせてやってもいいと思っていたが、それで怖こわがる人間が出たり、いもしないツチノコのせいで『実害』があるのならやはり問題だ」

　有鳩は、魔夜をビシッと指さして断言した。

「科学的に考えて、ツチノコなんかいない！　あれはただの太ったアオダイショウだ、毒なんか無い。だから、愛川が死ぬわけもない。『オカルト』は根こん拠きよの無い迷信で他人を怖がらせて、自分の思いどおりに操ろうとする。科学は、それを許すわけにはいかんのだ！　ぜったいに！」

　魔夜は目を丸くしている。望は目を輝かがやかせ、小さな手でパチパチと拍はく手しゆした。

（部長！　よく言ってくれた、それでこそ科学部の部長だ！）

　魔夜はサイドの髪かみをかき上げ、黙だまっている。初菜は頬ほおを紅潮させ、有鳩を見上げた。

「ほ、本当に大丈夫なの？　あたし死なないの？」

「ああ、当然だ。ツチノコなんていないんだからな！」

「本当にっ？　良かった、ありがとう部長さん！」

　初菜は喜びのあまり、有鳩にしがみつく。有鳩のいかつい顔が、ポンッと赤くなった。湯川と星雲が、それを見て慌てる。

「まっ……待て！　俺だってさっきそう言ったぞ……ツチノコなんていやしないと！」

「ですよねー！　冷静に考えれば、高たか嶺ねの花はなの闇暗さんを狙ねらわなくても、愛川さんだってじゅうぶん可愛かわいいしね！　ボディのスペックなら、むしろこっちのほうが上だし。ってことで闇暗さん、ぼくは最初っからオカルトなんて信じちゃいなかったよ！　幽霊だの妖怪だの、非科学的の一言だね。気に入らないなら、科学部に入ってくれなくてけっこうだね！」

　望は心の中で万ばん歳ざい三唱をしながら、魔夜にささやいた。

「どうだ闇暗、やっぱり先輩たちをオカルトに染めるなんて無理な話だっただろ」

「ええ……そのようですね。思った以上に、手ごわかったようです」

「そうだろそうだろ」

　うんうん、と望は満足そうにうなずいた。

「それに正直……ツチノコなんていません。それはわたしも判っていたんです」

　魔夜の意外なことばに、得意げな笑顔を浮うかべていた望はハッと真顔になる。

「ツチノコがいないと判ってた？　じゃあ、おまえはいったい何をしにきたんだ？　何のために、俺たちをここに……」

　魔夜の左目がその瞬しゆん間かん、赤く光った。白い手を伸のばし、有鳩にしがみついていた初菜の肩かたを、ドンと押おす。

「え……」

　望は、頭の中が引っくり返ったかと思った。だが、引っくり返ったのは初菜だった。突つき飛ばされて、林道から崖がけ下したに投げだされる。

　突とつ然ぜんのことで悲鳴も無いまま、初菜は崖がけの下に消える。有鳩たちの表情は凍こおりついていた。だが、有鳩たちより先に叫んだのは望だった。

「何してるんだっ、闇暗！　何てことをーっ！」

「赤ちゃんがしゃべったっ？」

　有鳩たちはますます混乱し、どうしていいのか判らなくなっている。だが、怒いかりに燃える今の望にとっては、もう自分が赤ちゃんだということを気にしているどころの騒さわぎではない。乳母車の上に立って、魔夜を激しく怒ど鳴なりつけた。

「愛川をブエルに食わせようとするのはやめたのかと思ったら、突き落とすためにここに連れてきたのかっ？　愛川が何をしたって言うんだ、どうしてこんなことを！」

「フフフ……」

「何がおかしい！　全然おかしくないぞ、おまえはクラスメイトを殺したんだぞ！」

「阿寒くんって、クラスでは無口でクールだと思っていましたけれど、きのうから見てると実はすごく熱い正義漢なんですよね。意外な側面が見れたりすると、ちょっとドキッとしたりしますね……フフフ」

　魔夜は長い黒くろ髪かみをかきあげて、薄うすく笑っている。その笑顔が妙みように美しくて、こんなときだというのに望はカッと赤くなった。だが、バカにされているような気もして、今度は怒りに顔を赤くする。

「笑ってる場合か！」

「愛川さんは落ちたんですか？」

「何言ってるんだ、おまえが今落としたんだろうが！」

「科学的に考えて……確認せずに断言することはできませんよ、阿寒くん」

「ちょっと待て！　なんで、その赤ちゃんを『阿寒』って呼んでるんだ！　なんで赤ちゃんがしゃべってるんだ、っていうかなんで突き落とした！　ああもう何からツッコんでいいのやら判らん！」

　有鳩が混乱して頭をバリバリとかきむしる。

　望は初菜の姿を探して、薄うす暗ぐらい崖の下に目をこらしていた。夕方の風に、木々の枝がガサガサと鳴っている。そのとき望はハッと気づいた。しんとした山の中では、わずかな音でも大きくひびく。ところが……「初菜が落ちた音」を、望は聞いていないのだ。

　魔夜が言った「確認せずに断言することはできませんよ」ということばが、望の頭の中にこだました。

「俺はそれを確認してない。つまり……科学的に考えて愛川は落ちてないのか？」

　望は一度、目をこすった。林道からはずれた崖の上の空間に、ぼんやりとした空気のゆがみがあった。魔夜は長い髪をかきあげ、赤く光る左目でその空間を見つめる。

「驚おどろきすぎて実体化することも忘れているようですね、愛川さん。わたしの『左目』なら今でも見えますが……阿寒くんたちにも、こうすれば見えるでしょう」

　魔夜の左目から、赤い光がサーチライトのように放たれる。光に当たると、空気のゆがみの中に初菜の姿が浮かびあがった。幻まぼろしのように半分透すけて、初菜はとまどいながら自分自身を見ている。

「どうしてわかったの」

　初菜は信じられないような目で、魔夜を見つめた。魔夜は、目を細める。

「何がです？　あなたがもう生きてはいないことが……ですか？　そしてどうやらあなた自身はそれをご存知だったんですね、愛川さん」

　魔夜は初菜をビシッと指さす。望は驚いて、魔夜と初菜を見比べた。

「待て待て待て待て！　思いっきり話に置いていかれてるんだが、説明しろ！」

「どうして赤ちゃんなのにしゃべれるの？」

　初菜は驚いて、目をまん丸にしている。魔夜は淡たん々たんと答えた。

「何もそんなに驚かなくても……。客観的に見て、しゃべれる赤ちゃんより幽霊のほうが珍めずらしいと思いますがね……フフフ」

「幽霊？　愛川が？　そんなわけあるか、新学期からずっと教室にいただろ！」

「ええ……彼女はほかの女子の生気を吸って自分の実体を保ち続けていましたからね」

「ちょ……ちょっと。何言っちゃってんだ？」

「でも、死人の魂たましいを実体化させるには、生きた魂が肉体を維い持じするのとは桁けた違ちがいのすさまじい生命エネルギーが必要です。クラスじゅうの女子の生命エネルギーを使い果たしても、まだ足りないぐらいですね……」

　魔夜のことばを聞いて、望は見学が異様に多い体育の時間のことを思いだした。

「そう言えば闇暗にも指し摘てきされたが……一いつ緒しよに週番をしたはずなのに覚えてない。そうだ！　丹生団先生が出席を取るときも、出席簿で名前を呼ばれてなかった！」

　初菜は胸を押おさえ、辛つらそうに目をそらした。

「あたしのせいでみんなの調子が悪かったのは気づいてたの。だけどどうしても保母さんになりたくて、夢を叶かなえたくて！　高校を卒業したら保母さんになるつもりだった……小さいころからずっと抱いだき続けていた夢が、あと一歩で叶うところだったんだもん！」

「ちょっと待て！　その展開は違うだろ！」

「違いませんよ、阿寒くん。彼女は入学式に来る途と中ちゆう、交通事故で死んでいるんです。つまり……一年βベータ組のわたしたちは誰ひとりとして本当は、生きているころの愛川さんを知らないんです」

　初菜ははらはらと涙なみだをこぼして泣きじゃくる。望は、胸に鋭するどい痛みを感じた。

　彼女の気持ちが、望には誰よりもよく判る。すぐ目の前まで来た「夢」から、大きく引き離はなされてしまった無念さや悲しみが、誰よりもよく判る。

「愛川」

　望は、真しん剣けんな表情で初菜に声をかけた。初菜は泣きぬれた目を、望に向ける。

「いつまでもこんなことしてられないだろう。生きてるフリを続けてても本当は死んでるんだから、出席簿みたいにどこかで現実とのひずみが出てくる」

「そ、そんなの、今までみたいにみんなの記き憶おくをいじくれば何とでもなるわ！」

「でも科学的に考えて、まだ五月なのにクラスの女子が体育を見学しまくるぐらい生命エネルギーを吸ってる状態で、どうやって三年過ごすんだ」

「す、吸いとれなくなったら、転校するとか方法はあるもん……」

「見学してる奴やつの中に陸上部とかもいるだろ。インターハイに出るのが夢だったりする奴が、おまえに生命エネルギーを吸われて夢を諦あきらめてる可能性もあるだろ？　自分の夢を叶えるためなら他人の夢を犠ぎ牲せいにしてもいいって態度なら、おまえはもう化け物だぞ！」

　泣いていた初菜は、ビクッとする。だがそう指摘した瞬しゆん間かん、望もまた、自分のことばにギョッとした。たとえ悪気は無くても初菜が狼おおかみ男おとこ同様「他人に害を与あたえる」存在であるから、魔夜はクラスメイトたちを守ろうとしていた。すなわち「予防医学」である。そのために魔夜は、何度もブエルを召しよう喚かんしようとしていたのだと、望はようやく気づいた。

「本当だね、赤ちゃんの言うとおりだわ。あたし、とんでもないことをしてたのね」

　初菜はかなりショックを受けたようすで、青ざめて胸を押さえた。

「考えてみたら、もしあたしがこのまま保母さんになると、子供たちから生命エネルギーを吸い取ってしまうんだわ。気づかせてくれてありがとう、赤ちゃん。もう行くわ、ちょっとぐらい回り道になってもちゃんと生まれ変わってから保母さんを目ざすわ。あなたをお世話させてもらったおかげで思い残すことも無くなったし……ほんとにありがとう」

　初菜の姿がほろほろとした光の粒りゆう子しになって散っていく。望は驚おどろいて初菜に呼びかけた。

「お、おい、どうした愛川！　体が消えてるぞ！」

「愛川さんは成仏したんですよ……仏教風に言うならね」

　空に舞まい上がっていく光の粒子を見上げて、魔夜はつぶやく。初菜の姿は消えたが、望の胸には彼女が最後に見せた幸せそうな微笑ほほえみが刻みつけられた。

「あいつを突つき飛ばすより、ブエルを召喚したほうが早かっただろうに。なんでそうしなかったんだ？」

　望は空を見上げたまま魔夜に尋たずねた。魔夜はサイドの黒くろ髪かみをかき上げ、当然のように答える。

「忘れたんですか。阿寒くんが止めたでしょう……？」

「だけどブエルを召喚しようとしたのは、クラスメイトを助けるためだったんだろ？」

「ええ。思い残したことがあって成仏できない魂は、一度きちんと死んでおかないと永遠に転生できませんからね。ブエルにきっちりケリをつけさせる予定でしたが……」

「俺が止めたから、そうしなかったのか？」

「まあ、結果的に成仏しましたから結果オーライじゃないんですか？　個人的には、恋こい敵がたきに情けをかけるなんて偽ぎ善ぜんはヘドが出ますけどね……」

「何ガタキって言った？」

　魔夜が早口で言って聞き取れなかった部分を尋ねなおした望に、魔夜は白い頬ほおをわずかに紅潮させて首を横に振ふる。

「あ、いえ。何でもありません、フフフ……」

「その『フフフ』がほんとに判らないが、取りあえず愛川、嬉うれしそうだったよな」

　望は魔夜を見上げ、初めて心から微笑んだ。

「何となく……ブエルを召喚しないでくれて、ありがとうな」

　赤ちゃんといえど、その笑顔に高校生の望の面おも影かげを見て、魔夜の顔がいまだかつて無いほど充じゆう血けつする。魔夜は慌あわてて望に背中を向け、顔を見られまいとした。

「べっ、別にわたしにお礼を言うことはないですよ。愛川さんは『保母さんになって一度でいいから赤ちゃんのお世話をしたい』という心残りがあって、赤ちゃんの阿寒くんがそれを満足させて成仏の条件がそろったわけですから、むしろ阿寒くんの手て柄がらですから！」
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「何でちょっと怒おこってるんだ？」

「怒ってなんかいません！」

　と、魔夜は怒る。

「まあでも、やっぱり闇暗には礼を言わないといけないと思うな。赤ちゃんになって何もできないと思ってガックリ来てたけど、クラスメイトを一人助けられたわけだし。何もできないのは、最初から『どうせ何もできない』と思って、諦めてるからなんだってわかったよ。諦めないかぎり、必ず何かができるってことなんだよな。そうとも、『科学に不可能は無い』！　決して諦めないことこそ、科学の真しん髄ずいだったじゃないか！」

　大きな眼鏡の下で、望の目がキラキラ光っている。魔夜はちらっと振りかえったが、望と目が合いそうになると、また慌てて背を向けてしまう。

　ふと、望の胸に新たな疑問が浮うかんだ。

「でも……愛川を成仏させるのに先せん輩ぱいたちを連れてくる必要なんて無いはずだが。むしろ俺が赤ちゃんになったってバレたり幽ゆう霊れいを目もく撃げきされたりしたほうが、騒さわぎになりそうだが。そう言えば先輩たち、さっきから静かだな。幽霊を見たショックで気絶してるのか？」

　望は先輩たちのほうを見て、ふたたびギョッとした。三人の姿が、薄うすくなっているのだ。

「ちょっ……ちょっと待てー！　気絶どころの騒ぎじゃないぞっ、なんで先輩たちまで薄くなってるんスかー！」

　望は目を白黒させている。先輩たちは、お互たがいに顔を見合わせて、恥はずかしそうに頭をかいた。

「あーすまんすまん、赤ちゃん。俺たちも死んでたみたい」

「何スか、その軽さは！」

「何年か前、科学部の部室で爆ばく発はつ事故を起こしてなー。三人とも死んだんだけど、幽霊なんて科学的にありえないから、ということは俺たちがここにいるのは科学的に考えて『生きてるってことじゃん？』と結論づけたのだ」

「うわー。何か無茶言ってますね」

「でも愛川さんの幽霊をこの目で見たからな。いやー、この世にはまだまだ科学で解明できないことがあるんだなあ。ははは」

「……まーでも、それも全ていつか科学で解明できるだろう……。有鳩の口くち癖ぐせだが『科学に不可能は無い』……諦あきらめずに追求すればいつか宇宙の全ての謎なぞが解けるはず、それが科学の信念だからな……」

「そうですね、何度も転生して一万年ぐらい研究したらさすがに可能っぽいですよね。来世も頑がん張ばりましょう、部長、副部長！」

　そんなこんなで三人の姿も、光の粒子になって空へと消えていった。

　さすがに望は、頭を抱かかえてしまう。

「ちょ、ちょっと待て。先輩たちも死んでたって？　何だこの展開は！」

「やっぱり気づいてなかったんですね……あの部室は開かずの間になってて、本当は壁かべも床ゆかもコゲまくってたんですよ。こっちの目で見ると、まあまあ小ぎれいでしたけどね」

　魔夜が、自分の赤い左目を指さして言った。

「じゃあ、あの部室は俺にしか見えてなかったってことか？」

「そういうことです……。愛川さんと違ちがって自分たちは生きてるつもりで暮らしていたので、彼らは実体化してませんでしたからね。わたしは気づいてましたが」

「なんで俺に見えたんだ？」

「わたしも、それには驚おどろきました。あの三人は誰にも見えてないはずだと思っていましたから……だからきのうあの山で、阿寒くんが『科学部』だと聞いてびっくりしたんです」

「なるほど、『無いはずの科学部』に俺が入ってるわけだからな。科学部が無かったってことは『閉へい鎖さ実験施し設せつ』は周囲には、単なる俺の個人的道楽だと思われてるってこと？」

「学校には『オカルト同好会』の活動の一いつ環かんで瞑めい想そうしてるんだって報告してますから大だい丈じよう夫ぶです」

「ちょっと待て、それはつまり俺を勝手にオカルト同好会に入れたってことか？　俺はオカルトなんて……っ！」

　信じてない、と言おうとして望はぐっとことばを飲みこむ。今、現に幽霊を見たばかりである。魔夜は、長い髪かみをかき上げた。

「すみません……科学部は『無い』んですから、説明を納得させるための苦肉の策です」

「それで納得されたってのも何か複雑な心地ここちだが……。俺って、そんなに非科学的に見えるんだろうか」

　望はため息をつく。実際、幽霊と部活をしていた時点でじゅうぶん非科学的なのも理解しているだけに、少しばかり自己嫌けん悪おの気持ちになってしまう。

「そして、闇暗は先輩たちが幽霊になってるって知ってたから、俺が幽霊と部活をしてるんだって気づいたわけか」

　昨晩、山の中で魔夜が見せた含ふくみありげな表情を思いだし、望はしきりとため息をつく。どんなに考えてもまだ、先輩たちが幽霊だったという現実をのみこみかねている。

「もう一度聞くが、どうして俺に幽霊が見えた？　『悪あく魔まの目』なんかついてないぞ？」

「幽霊を見るには『波長』が合うことが重要です。つまり幽霊という『電波』を、脳という『テレビ』がうまく受信すれば、『見える聞こえる』というわけです……。阿寒くんは、同じ科学好きということで波長がぴったり合ったので、見えたんですよ」

「普ふ通つうに部活動してたぞ？　毎日放課後！」

「よほど波長が合ったんですね……あの三人は愛川さんのような『害』にはなっていませんでしたが、いつまでも地じ縛ばく霊れいやってると転生しにくくなりますから成仏させなくちゃと思ってたんですけど、なかなか『手ごわくて』チャンスが無かったんですよ。成仏しなければそのへんの祠ほこらに縛しばりつけられて神様になっちゃうんですけど、神様やるのは科学部の人には性に合わないでしょう？　やっぱり『満足いく治ち療りよう』を受けてほしいですからねえ」

「それで先せん輩ぱいたちに、オカルト話やツチノコ探しを持ちかけたんだな？」

「みなさんオカルト話は心の底では信じていなかったし、ツチノコでも無理でしたけど、まあ本物の幽ゆう霊れいを見せれば納得してもらえるかと思って……保険もかねて愛川さんを呼んだんです。おかげで、どっちも片付きましたね」

　魔夜はニコッと微笑ほほえんだ。悪魔から奪い取ったというメタリックな赤い目が、最初は不気味だったが、今はなぜか美しく見えるのが望は不思議だった。口では冷たいことを言っている魔夜ではあるが、その瞳ひとみが霊れいたちを優しく見守り、夢破れて傷ついた魂たましいを癒いやすナースとして、転生させるために努力していることを自分が知ったからかもしれない、と思った。

「赤ちゃんになって、いいこともあったかもな。闇暗のこと何も知らなかったころは『ツンケンしてる』と思ってたし、その後は『ヤバい奴やつ』だと思ってたけど、結局のところ『いい奴』だってことがわかったからな」

「ま……真顔で何バカなこと言ってるんですか」

　魔夜は真っ赤になって、望を正視できない。そんな魔夜を、望は「綺き麗れい」でも「怖こわい」でもなく、やっぱり「可愛かわいい」と思った。

　いくつもの魂が還かえっていった星空は、澄すんだ光を地上に降らせていた。

　しかし……その星空から来た来訪者は、そのときまさに蠢しゆん動どうを開始したのだ。







四話　地球最大の危機＠学校の裏山！







　学校の裏山で、望のぞむは夜空を見上げていた。

　幽霊も前世も来世も「科学的にありえない」と思っていたけれど……死んでもまだ未来への希望をつないで行く初うぶ菜なや先輩たちのことを思うと、それも「あり」かもしれないと、思いはじめていた。

　魔ま夜やはまだ、望に背を向けている。望は、ベビー服のくまちゃんのポケットから携けい帯たい電話を取りだして時間を確認する。八時を回っていた……周囲はすっかり真っ暗だ。暗い山中でむやみに歩き回ると、崖がけから落ちる危険がある。しかし一晩中山の中にいたら蚊かにくわれるし、ツチノコはともかく野良犬に襲おそわれる危険もある。夏でも山の夜は寒いから、うっかり寝ねてしまって冷えこんだら凍とう死しする危険もある。

「闇やみ暗くら、どうやって帰る？」

　携帯電話の電波はちゃんと来ているので、望はあまり焦あせっていない。タクシーはまさかここまで入ってこられないだろうが、警察とか消防署とかどこかに電話すれば助けに来てもらえるはずだと思っていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。ブエルに乗って帰ればいいですから……」

　魔夜のことばを待っていたように、しげみから金緑色の目をした白衣の黒くろ猫ねこが二本足でトコトコと歩み出る。

「もういいニャ？　お邪じや魔まかと思って吾わが輩はい、遠えん慮りよしてたニャ」

「な……何を言ってるんですか、ブエル！」

　魔夜はまた赤くなる。どうして凍こおりつくように冷静なはずの魔夜がときどき突とつ発ぱつ的てきに怒おこるのか、望は理解に困って首をかしげた。ブエルは目を細めて、魔夜に流し目をくれる。

「まーいいニャ。さて、連れて帰ってあげるから呪じゆ文もんを唱えてニャ。吾輩、朝からずっと院長代理のそばで待機してたのに全然お呼びがかからなくて退たい屈くつだったニャよ。こんなチンケな猫の姿じゃ気持ちが腐くさるから、元の栄光ある吾輩の勇姿に戻もどしてもらうのだけが楽しみなんだニャー」

　とか言いながら魔夜の足元にすり寄っている姿は、完全に猫である。望はツッコミを入れたくなって、口を開きつつブエルのほうに目を向けたが……そのとき、裏山の頂上のほうが薄うすぼんやりと光っていることに気づいてことばを出すのを止めた。

　もちろん夜明けではない。太陽は今、西に沈しずんだばかりである。時間を確めようとして携帯電話を見ると、いつの間にか圏けん外がいになっている。

「何だ……？　どこかから、強きよう烈れつな電磁波が出てるのか？」

「そういえば、急にヒゲがチクチクし始めたニャ」

　ブエルは前足でひげをなでる。魔夜が、はっと山頂を見上げた。風が長い黒くろ髪かみを吹ふきなぶり、メタリックな赤い目が不ふ吉きつな気配を察して光る。

「……来る！」

「何が？」

　尋たずねた望の目の前に、蛍けい光こうグリーンの煙けむりが迫せまってくる。見覚えのある煙だが、以前見たときよりもかなり濃い、と望は感じた。その瞬しゆん間かん、闇に沈む木々のむこうに、光ひかり輝かがやくＵＦＯの片へん鱗りんが見えた。

「危ない、阿あ寒かんくん！」

　魔夜は望を乳母車から抱だきあげ、胸に抱いて地面にうずくまる。煙は風に乗って、望たちの頭の上をただよっていった。ブエルも頭をかかえて身を低くしている。ＵＦＯのほうから、ロボットスーツに身をつつんだタコのような宇宙人たちがやってくるのが見えた。先頭の宇宙人はしわしわの顔で杖つえを持っている……。「あの長老」だと、望は気づいた。

「しまった、あいつらこっちの山に移動してたのか！　逃にげるぞ闇暗、早く呪文を！」

　望は慌あわてて身を起こす……魔夜が上に乗っているのに「身を起こせた」矛む盾じゆんに気づいて、はっと周囲を見回した。体の上に覆おおいかぶさっていたはずの魔夜は、真紅のカチューシャと制服を残して消えていた。

「や……闇暗っ？」

　望の背筋に冷たいものが走った。望を赤ちゃんに変えた「煙」が、前よりも濃かったということは……。果たして、望は服の山の中から、一センチほどしかないピンク色の勾まが玉たまのようなものを探り当てた。透すきとおった体と大きな目が、魚の稚ち魚ぎよのようにも見える。生物学の本で、見覚えがあった。

「胎たい児じだ！　闇暗が胎児まで戻ってしまった！」

　ブエルは無事だったが、混乱して口から泡あわを吹いている。

「確か胎児の声帯が発生するのは受精後九週以降……そのころにはもう座高四センチで人の姿をしていて、指しゃぶりも始めてるはずニャ。院長代理はそれよりずっと小さいってことは、呪文を唱えられないニャー！　吾輩永遠に元の魔ま王おうの勇姿に戻れなくなっちゃったニャ、こんなちっぽけな猫の姿じゃもう何もできないニャー！」

　外気に触ふれて、小さな胎児はどんどん冷たくなっていった。とっさに望はそれをよだれかけで丁てい寧ねいにくるみ、ベビー服の胸もとに入れる。

「な、何してるニャ！」

「哺ほ乳にゆう類るいの一種の有ゆう袋たい類るいは赤ちゃんを胎児の状態で生んで、おなかの袋ふくろで育てるんだ。科学的に考えて、闇暗も保温してやれば少しはもつはずだろ」

「少しもったところでどうなるニャ！　人間はカンガルーじゃないニャ、結局そのうち死ぬことには変わりないニャ！」

「うるさいなあ、それを今考えてるんだろ」

「か、考えてるって！　考えてどうなるニャ！」

「『科学に不可能は無い』んだ。考えれば何とかなるさ」

「この状じよう況きようでどうなるわけもないニャー！　相手は、神や魔王の管轄外から来た宇宙人ニャよ！　それも、地球人よりもずっと科学力が高いニャよ！」

　ブエルがどんなにわめいても、望は冷静な表情で受け流すので、ますますブエルはヒステリックになっていた。宇宙人たちが、望の目の前までやってくる。

『おやおや、はからずも〈レディファースト〉になりましたねえ。やはり、全ては神の思おぼし召めしですね』

　長老が、満足そうに目を細め、杖で望を指した。ブエルが背中の毛を逆立てる。

「こいつらが宇宙人かニャ！　くそっ、猫ねこの姿でさえなかったら気づいてたのにニャ！」

「俺もこうするつもりなのか？」

　望は魔夜が入っている胸もとをかばいながら、立ち上がってよちよちと後ずさる。長老が、ロボットアームをさし出して制止した。

『おっと、逃げようとしないほうがいいですよ。赤ちゃんの足では逃げられませんし、こんな真っ暗闇の山の中で走ったらスッ転んで死ぬだけですよ』

「どうせそのガスをもう一回吹きかけられたら、すでに赤ちゃんの俺は受精卵まで戻もどっちまうから殺されることに変わりないだろ」

『いやいや、そんなことはありませんよ。われらの神は〈殺さつ戮りく〉を禁止しています。そんな非道なことをしたら地じ獄ごくに落ちます。まーその胎児のように〈結果的に死んじゃった〉のは〈仕方のない事故〉ですがねえ』

「闇暗はまだ死んでない！」

　長老はにやにやと笑っている。彼の背後で、ＵＦＯがゆっくりと空に浮うきあがった。

『それに、今わざわざ、すでに赤ちゃんで逃げることもできないあなたにガスを吹きかけるようなもったいないことはしませんよ。これから地球全体〈薫くん蒸じよう〉ですから』

「薫くん蒸じようって何だ、バル○ピンたくなら近所の人に挨あい拶さつしとけよ」

『これが挨拶がわりです。若返りガスを地球全土に噴ふん霧むして、全て赤ちゃんにしてしまうというのがね』

「地球を侵しん略りやくしたいなら、毒ガスとかでいいだろ。何で〈若返りガス〉なんだ？」

『地球人を皆みな殺ごろしにして侵略？　こんな最果てのちっぽけな惑わく星せい、環かん境きようもわが星と全然違ちがう惑星を侵略して何のメリットが？　地球人だって、行けもしない金星の土地は一エーカー四千平へい米べいで三千円の叩たたき売うりですが、交通の便のいい都市部の駅前は一平米一千万円以上するじゃないですか。こんな惑星の土地、全部売り払はらったってマニアが買うだけで、地球までの燃料代も出ませんよ』

「嫌いやな説得力があるな。……だとしたら、おまえらは地球に何しにきたんだ？」

『人の話を聞いてませんね。だからずっと言ってるでしょう、〈地球人を救いにきた〉と。戦争、テロ、環かん境きよう破は壊かい、地球温暖化、食品汚お染せん、大気汚染、飢き餓が、砂さ漠ばく化か、伝染病、犯罪、就職難、受験、いじめ、貧困、格差社会……まだまだありますよ、あなたがたの未熟な文明の欠点が。科学は進歩しているのに、哲てつ学がくが進歩していない。平たく言えば地球人の頭の中が幼よう稚ちなのです。だからどんなに科学文明が進歩したところで、結局話し合いでカタがつくことでも、戦争をやらなきゃ気がすまんわけですね。すなわち幼稚な地球人は、相手に勝たねば気がすまないからです』

　長老は杖つえを振ふり上げ、誇ほこらしげに語った。

『しかしわれわれの文明は、その暗黒の時代を超こえて高次の段階に進んでいるのです！　すなわち、精神文明の発展！　神を信じ霊れい魂こんをうやまい、前世と来世のはざまのこの世で精神の修行をするわれわれの文明では、もはや戦争も犯罪も無いのです。われわれ〈使徒〉は、神の安あん寧ねいを、地獄の底で苦しむ地球人にも分け与あたえるために来たのです』

「神なら地球にも山ほどいるから別にいい。そういう非科学的なものより、戦争と犯罪を無くせるぐらい発達したあんたらの星の科学力のほうが羨うらやましいけど……」

『地球の神など全て邪じや神しんです、そんなのを信じているから地球人は永遠に地獄の業火で焼かれるのです！』

「あ、わかった。先に別の宗教を信しん仰こうしてたら面めん倒どうだから、赤ちゃんにしてまっさらにしてから教化して信者を増やすつもりだったんだな。信者の数を増やさないといけないから、殺すわけにいかないってわけか……地球に来た目的は〈土地〉じゃなくて〈人材〉目当てだったってわけだな」

　望はもみじのような手で、長老をビシッと指さした。

「ってことは、おまえらだって『争い』から救われてるわけじゃないじゃないか。わざわざこんな『最果ての惑星』まで来たのは、おまえらの近所にはもう教化できる人間がいなくなったってことだろ？　他の宗教と争ってるのか、それとも同じ宗教の中でよりたくさん信者を獲かく得とくした人間が偉えらくなれるとかで争ってるのか判らないけど、結局おまえらだって争ってるわけじゃないか」

『うっ』

　長老はうめいた。周囲の宇宙人たちが、慌あわてて長老にささやく。

『ちょ、長老！　何です〈うっ〉って！　こんなゴキブリに論破されてていいんですか、われらの長老が！　何か反論してください、現実的にも文明的にも赤ちゃんにすぎない下等動物を論破してやってください！』

『な、何か反論してくださいって、おまえらもちょっとは自分で考えなさい！　いつもわたしにばかり考えさせて！』

『われわれが自分で考えるなんて、無理に決まってるでしょ！　われわれは神と長老に忠実に従うだけです、そうすれば救われるって言ったの長老じゃないですか！』

「しめしめ、仲間割れしてる。こいつらの世迷言につきあってたのは、これを待ってたんだよな」

　望は携けい帯たい電話をポチポチと押おし始める。ブエルが、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「な、何してるニャ？　助けを呼ぼうたって電波は届かないニャ、無む駄だニャ！」

「やる前に『どうせ無駄』『どうせ無理』って諦あきらめて何かトクあるか？　あいつらみたいに、最初から諦めて自分の意思で何も自由にできないなら、生きてる意味ないだろ」

「何かカッコよさげなこと言ってるけど、今はそういう問題じゃないニャ！　電話は通じないし、院長代理がいなければ吾わが輩はいはただのちっぽけな猫ニャ。猫と赤ちゃんで何ができるニャ？　どっちも見た目がキュート以外に存在意義無いニャ！　この状じよう況きようじゃたとえアメリカ国防総省に電話が通じても何もできないニャ、宇宙人の科学力は圧あつ倒とう的てきだニャ！」

「部長が言ってただろ、諦めずに追求し続けるかぎり『科学に不可能は無い』って。猫でも赤ちゃんでも、考えることはできるじゃないか」

「理系人間でも、ちょっとは国語を勉強するニャ！　『下手の考え休むに似たり』っていうことわざを知らないニャ！」

　ブエルがわめいても、望は黙もく々もくと携帯電話をいじっている。

　一方、宇宙人たちはしばらくもめていたが、長老が他の宇宙人たちに背中を押されて、しぶしぶ前に出てきた。

『えーと、そういう屁へ理り屈くつをこねる人は神のご機き嫌げんをそこねて地獄に落ちますよ。素直で従順であれ、と神は言ってるでしょう』

「おまえらの神様なんか知らん。っていうか、それをこれから広めようとしてるんだろ？　順序逆じゃないか？」

『うう、ああ言えばこう言う……！　とっとと地球全土にガスを噴霧したいところですが、あなただけは論破しなくては気が済まない！』

「『話し合いで解決する問題でも、戦争しなきゃ気が済まない』みたいなもんだな」

『下等な地球人と同列視しないでほしいですね！　あなたのために特別に長老のこのわたしが講こう釈しやくしてあげるのですから、感謝しなさい！　神といえばこの宇宙を作りあげた、何よりも明るくさんさんと光ひかり輝かがやき慈じ愛あいの光でわれらを包む、絶対無二のわれらの太陽神〈プリプリ〉に他なりません！』

「もう少しネーミングにこって欲しかったなあ」

『うるさい！　他文化の他言語が自文化の自言語でヘンテコに聞こえるからって笑うような低てい俗ぞくな人間は、グローバル化の波に乗り遅おくれますよ！』

　長老は、タコのような頭に血管を何本も浮うき出させて怒おこっている。望は片手に携帯電話を持ったまま、もう片手で空を指さした。

「いや、そんな心の狭せまい理由で笑ったんじゃないさ。その絶対無二の太陽〈プリプリ〉って、どれのこと？」

　長老は顔を上げ、杖で星空を指し示す。

『ほう、謙けん虚きよにも偉い大だいなる太陽プリプリのお姿をあがめたいと言うのですか？　良かろう、われわれがやってきたプリプリ星系はあの辺りですから……えーと、あれかな』

「北ほく斗と七しち星せい？」

『いやそれよりもうちょっと東』

「うしかい座？」

『いや、もうちょっと』

「おとめ座？」

『行きすぎです。なんで判らないかなー、あのへんですよ！』

「あのへんって……暗い星しか無いから都会の光じゃ見えないんだけど。もしかして、かみの毛座？」

「そんな星座あるのニャ？」

「一応あるんだよ。全然髪かみの毛に見えないマイナー星座だけど」

『しっ、失礼な！　われらが偉大な太陽プリプリが属する星座をマイナーとは！』

「だって一番明るい星が四等星以下だろ。あとは五等星がパラパラーとあるだけで、そのへんのどれかがプリプリなのか？　慈愛の光どころか、地球にとってはあっても無くても全然かまわない星なんだけど。そんなの信仰して地球人に何かトクになることあるか？」

　望に指し摘てきされてはじめてそのことに気づいたのか、宇宙人たちが顔を上げて星空に目をこらす。都会の汚よごれた空気と明るい町の光に照らされて、見えるのはせいぜい二等星までだ。かみのけ座など、都会では「無い」と言っても過言ではない。

『そう言われれば、プリプリ様、地球から全然見えませんねー』

『わがプリプリ教は偶ぐう像ぞう崇すう拝はいを禁止していて、プリプリ様本体をあがめないといけないわけですが、見えませんねー。どうしましょう、長老』

『そっ、そんなもの目で見えなくても、心の目で見ればいいのです！　だいたいあのへんにあるかなーって、判るでしょうが！』

『だ……だいたいでいいんですか？』

『いいんです！　それにプリプリ教は何もプリプリ様に祈いのりを捧ささげるだけではありません、プリプリ様の教えを人生哲てつ学がくとしてよりよく生きることを目的としているのですから！』

　長老が宇宙人たちに向かって必死にうったえる。望は携帯電話のボタンをピッと押した。

「人生哲学って……それじゃ、プリプリ様は要らないじゃないか」

『あーもーうるさい！　これだから頭の中まで若返らせるガスが必要だったんですよ、ヒネた異教徒は理り屈くつっぽいったらありゃしない！　細かい理屈なんかどうでもいいから、テメーら何の知ち恵えも力も無い一いつ般ぱんの愚ぐ民みんどもは、言われたとおり信じてればいいんですよ！　自分で考えることをやめて、プリプリ教典に書かれたことに取りあえず従ってりゃー悩なやみも迷いも無くなって安楽なんですからっ！　やっぱり、もったいないけどこいつだけ先に若返りガスを吹ふきつけて黙だまらせます！』

　長老は頭から湯気を出す勢いでブチ切れ、望に杖つえを向けた。望の眼鏡がきらりと光る。

「まあ、それもひとつの真理だな。けど、俺もおまえらに赤ちゃんにされて、あらためて実感したことがある。『無力だから』『どうせ何もできないから』って諦めた時点で、人間は本当に何もできなくなるんだ。何かする前に諦めて何もしない人生なんて、死んでるのと同じだろ？」

『な、何を偉えらそうに！　口ばっかで結局何もできやしない赤あかん坊ぼうのくせに！』

「どんなに無力でも、諦めずに必死に努力したら何とかなるかもしれない。どんなに強い力を持ってても、足を止めてる奴やつは一生動けない。たとえハイハイでも、前に進もうとするかぎりそいつらよりは前に行けるんだ。そうやって自分の頭で必死こいて考えて、自分の力で生き延びるのが生きてるってことじゃないのか？」

『まったく、人じん智ちのおよばない偉大な存在を理解できない下等生物ですねえ。巨きよ大だいな安あん寧ねいに身をゆだねることを拒きよ否ひするのならば、永遠に救われず苦しみ続けるだけですぞ。あなたがたがどんなに〈努力〉しようが抜ぬけだすことは〈不可能〉な、戦争や貧困や生しよう老ろう病びよう死しの苦しみ全てから解きはなってさしあげようと言うのに！』

「『不可能』じゃない……『科学に不可能は無い』！　今はだめでも諦あきらめないかぎり、どんな状態になろうが努力し続けるかぎり、くじけずに前に進み続けるかぎり人類は進化し続けることができる！　『人間に不可能は無い』んだ！　こんなふうに！」

　望は携けい帯たい電話をさし出した。画面には、きのう狼おおかみ男おとこと対たい峙じしていたときの魔夜が映っている。呪じゆ文もんを詠えい唱しようする声が、携帯電話から低く流れ始めた。

『アグロン、テタグラム、ヴァイケオン、スティムラマトン、エロハレス、レトラグサンマトン、クリオラン、イシオン、エシティオン、エクシスティエン、エリオナ、オネラ、エラシン、モイン、メフィアス、ソテル、エマヌエル、サバオト、アドナイ！　我、汝なんじを召しよう喚かんす……』

　ブエルが思わず背せ伸のびをして、大きく目を見開いた。

「ニャッ……！　その録画は、まさか！」

「写真のつもりが、焦あせって録画してたことに気づいたんだ。おしゃべりは苦手なんだが、肝心のシーンが始まるまで時間を持たせないといけなくてな」

「えらいニャ、体が赤ちゃんで何の力も無いから頭を使ったというわけニャ！　まんまと宇宙人どもを出し抜いたニャ！　さっそく吾わが輩はい、録音された呪文で変身して宇宙人ども片かたっ端ぱしから食ってやるニャよ！」

　ブエルがもうよだれを垂らし始めた。宇宙人たちはただならぬ気配を察し、ざわつく。

『な、何だ？　何を言ってるのかわからないが、何かヤバい雰ふん囲い気きがするぞ！　われわれははめられたのかっ？』

「そういうことさ。自分の頭で考えればおかしいと気づいただろうけどな……こいつはしゃべりすぎだ、って。そして、まだ呪文の詠唱は終わってないんだから、今のうちに携帯を壊こわすなりしておけば良かったわけだが……それも遅おそかったな」

『然りアーメン！』

　録画の魔夜が、狼男との会話を終えて最後まで呪文を唱えた。

「ブェエエエエエエエエェェェェルゥウウウウウウウウウゥ！」

　ブエルが吠ほえる。宇宙人たちは、きゃっと悲鳴を上げて頭をかかえた。

　だが……ブエルは、ライオンの姿にならなかった。勢いこんで吠えてはみたが、元の黒くろ猫ねこの姿のままである。熊くまが襲おそいかかるときのように両前足を上げて威い嚇かくするような格好をしているのがますます恥はずかしく、ブエルはちらりと望に横目を向ける。

「ちょっ……おい。変身しないニャよ……？」

　望は携帯電話を見つめ、ぽちっと録画の再生を停止する。

「ほんとだな」

「って何ニャーっ！　変身するんじゃないニャー！」

　ブエルは激げき怒どして、望の頭を猫ねこパンチでポカポカ殴なぐる。猫パンチなのであまり痛くないにしても、望の表情は限りなく素である。

「見てのとおりだ。録音では変身できないようだな、呪文は生声限定ってことか」

「つーか！　確証があってやったんじゃなかったニャっ？」

「事前に実験して確かめたこともないことに確証を持てるほど、俺は非科学的じゃあない。むしろ自分のことなんだから、おまえこそ自分でそれが可能かどうか考えてみれば良かったじゃないか。おまえは、自分が今屁へをこきたいかどうか他人に聞かないと判らないのか？　少しは頭を使えよ、俺もまた何か次の手を考えないとなー」

「宇宙人っ、吾輩が許すからこいつ殺すニャ！　あーもー猫の身でなければこの手でブチ殺したいとこニャ！　でも猫だから吾輩には無理なんだニャ！」

　ブエルは怒おこりすぎて半泣きになりながらひたすら猫パンチを打っているが、ぷにぷにした肉球でぺたぺた叩たたく猫パンチでは、いくら相手が赤ちゃんでも、一万回ぐらい叩いても死にそうにない。

　怯おびえて警けい戒かいしていた宇宙人たちも、その様子を見てホッとしたようだ。長老にいたっては、かえって気が大きくなり、胸を張って笑いだす。

『ワッハハハハー！　よくもびびらせやがりましたね、このゴキブリがァー！　しかしどうやらテメーの計画は失敗だったようすですねえ、もうどうしていいのかわからなくなってるじゃないですかぁ～？　しょせん地球人など赤子のごとき無知で無力な存在なのです。わたしの足もとにひれ伏ふし、足の裏を舌でれろれろ舐なめて今までの無礼を謝るのならば許してやらないでもありませんよ？　何つっても、われわれの全知全能の神プリプリは慈じ悲ひ深ぶかいのですからねぇー！』

　そんな演説はいいから殺せ、とブエルは必死に目で合図をしている。

　望は長老を見上げながら、ベビー服の胸元を開いて、よだれかけに包んだ胎たい児じの魔夜を取りだした。透すきとおったピンク色の体の中心で、赤い心臓が拍はく動どうしていたが、その動きは明らかに先ほどよりも弱くなっている。

「へその緒おからの栄養が来ない状態が長くつづいて、死にかけてる。謝るから、闇暗も助けてくれないか」

『それは無理ですねぇ。何つっても〈若返りガス〉自体ですらまだ未完成の段階なんですから、それを治す方法なんてちっとも研究してませんからねえ』

「へー。そんなこともできないのに、全知全能の神なのか。やっぱ、うさんくせー」

　望はこの期におよんで、挑ちよう発はつするような口調で言った。ブエルは思わず彼に目を向けた。

「なっ何この状じよう況きようで挑発しちゃってるニャこいつっ、空気読めてなさすぎニャ！　そりゃー吾輩も殺せとは言ったし、地球全土に若返りガスが撒まかれたら赤ちゃんのこいつはどっちにしても死んじゃうけど、取りあえずこの状況なら普ふ通つう命いのち乞ごいするだろニャ！　他人に頭使えとか言っといて、こいつめちゃくちゃバカ野や郎ろうニャー！」

　取りあえず巻きこまれることを恐おそれて、ブエルは手近なしげみに隠かくれる。長老は、あまりにも激怒しすぎて全身の血管が浮うきだし、マスクメロンのようになっている。

『わっわっわっわれらの神をどこまでも愚ぐ弄ろうするか！　もー許さんっ、死にさらしやがれこの○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ピ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ツがァーっ！』

　長老は望に杖つえを向けた。蛍けい光こうグリーンの煙けむりが噴ふきだす。だが望は怯えていなかった……彼は最初から一度も怯えてはいなかったのだが、今はむしろ不敵に微笑ほほえんでいた。

「出版コードに引っかかる下品な単語をいっぱい聞いたような気がするが……クイズでもやらないか？」

『クイズだと？　この期におよんで何フザケたこと言ってやがる、びびってイカれたのかよ虫ケラがァー！』

『ちょ、長老長老、キャラが壊こわれてます』

　周囲の宇宙人たちが、必死に長老を押おしとどめようとする。望は人差し指を立てて高くさしあげ、長老に尋たずねた。

「クイズです。鼻の穴がふたつあるのはどうして？」

『それぐらい判らいでか、このクサレ脳ミソが！　一個しか無かったら、ハナクソが詰つまったとき窒ちつ息そくするからだろーが！』

「ピンポーン。つまり……策はひとつだけじゃないってことだぁね」

『え？』

　長老の目が点になる。その瞬しゆん間かん、彼らは気づいた。望が煙を吸わないよう体を低くしていたこと……また、クイズを出題するために人差し指を高く差しあげたと見せたその手にこっそり胎児の魔夜を握にぎっていたこと。そして、その望の手が、若返りガスの中に突つっこまれていたことに。

「自分の頭で考えてちょっとは学習しろよ。おまえらとおしゃべりを楽しんでたのは親しん睦ぼくを深めるためじゃないんだから、俺のおしゃべりなんかのんびり聞いてずに、とっととトドメを刺さしとかなくちゃあ。時間をかせいで、次の策を考えてたんだよボケナス！」

『ふざけるな、何が次の策だ。いかに頭を使おうが、無力な赤あかん坊ぼうごとき何ができる！』

　長老は威い嚇かくするように叫さけんだが、しかしその声は震ふるえている。

　望の手の中で、何かがむくむくと大きくなっていくのを目の当たりにしたからだ。黒い布のかたまりのように見える。望がぱっと手を開くと、黒い布が大きくひるがえり、つむじ風のように巻いた……と思うと、黒いマントをまとった黒くろ髪かみの女性の姿になった。

　女は閉じていた目を、ゆっくりと開く。メタリックな真紅の目が宇宙人たちを見つめた瞬間、彼らが入ったガラスのドームの中が泡あわ立だち沸ふつ騰とうした。

『ギャアアアア！　なっ、何だこれは！』

　恐ろしい悲鳴が上がる。しげみの中からブエルが、信じられないように顔を出した。

「あ、あの女は肖しよう像ぞう画がの……院長代理の前世の姿、アルカーディア伯はく爵しやく夫人！　ま、まさかあのクソガキ、院長代理を若返りガスの中に長時間浸ひたして、何百年も若返らせて前世まで戻もどしたニャっ？」

　ガラスドームの中で宇宙人たちは煮にえ立ち、ロボットスーツがばたばたと倒たおれていく。予想をはるかに超こえる圧あつ倒とう的てきなその魔ま力りよくに、望もさすがに青ざめた。

「すごすぎる。これが闇暗の『前世』か……」

　長老のロボットスーツが、倒れながらアルカーディアに杖を向ける。

『わ……若返りガスにまさか前世まで戻す効果があるとは……！　きさま……よくも！』

　杖から煙が噴きだすが、アルカーディアは黙だまってマントを振ふるった。周囲の木をなぎ倒すほどの強風が発生して、煙は瞬しゆん時じに霧む散さんする。ガラスドームの中で、長老の目が恐きよう怖ふに見開かれる。アルカーディアは……アルカーディアの姿をした魔夜は、冷ややかな声で薄うすく笑って長老を指さした。
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「今、あなたが何を考えているのか当ててみましょうか？　『ヘタぶっこいた、こんなガスごときじゃあ即そつ効こう的てきな殺傷能力は低すぎだ。神の教義だとか痩やせ我が慢まんせずに、大量殺さつ戮りく兵器もこっそり持ってきておけばよかった』……わたしも同感ですよ。相手をナメてかかった段階で、すでにあなたがたは負けていたんです」

『かっ……下等生物のぶんざいで、よくもわれわれ選ばれし使徒に！』

「あなたがたの星では選ばれた人間なのかもしれませんが、この地球から見れば病原体に過ぎません。このアルカーディア伯爵夫人は魔王サタンのお気に入り、あなたがたの科学力などはるかに及およばない魔力を持っています。消毒されたくなければ立ち去ることです……フフフ」

　アルカーディアのことばに長老は逆上し、杖を振りあげて引きつった声でどなった。

『だっ、誰がきさまらごとき下等動物に屈くつするかァァーッ！　われわれにはプリプリ神の加護があるのだ、きさまらは地じ獄ごくの業火に焼かれるがいいィィィ！』

　それを合図に、ＵＦＯが裏山の上空に舞まいあがる。円えん盤ばんの周しゆう縁えん部から、無数の砲ほう塔とうが伸のびた。アルカーディアがＵＦＯを見上げる。望は、焦あせって叫んだ。

「おいこらテメー、若返りガスを一気に噴ふん出しゆつするつもりかよ！」

『フハハハハー！　地球全土に放出する予定のガスをこの周辺十キロ限定で全放出するッ、逃にげようとしたって決して逃げられんぞ！　地球はその後だっ、ガスが完成してからあらためて薫くん蒸じようしてやる。まずは、神に選ばれた至高の存在であるこの俺様を怒おこらせたきさまらを抹まつ殺さつせんことにはメンツが立たん、つか気がすまん！　きさまら全員アメーバまで戻してやるぜェェェェェ！』

　長老が下げ卑びた笑い声を立てる。望はこめかみを人差し指で指さし、ため息をついた。

「やれやれ。『神に選ばれた自分たちは絶対無敵』って信じるのもけっこうだけど、ちょっとは状じよう況きようを見て自分の頭で考えろよ。ここは退いといたほうがいいんじゃないかってな」

　アルカーディアは視線を落とし、まだ彼女の存在が信じられずポカーンとして二本足で立っているブエルのほうに、そっと流し目をくれる。

「どうやら治ち療りようする術も無いほどの病原体のようですね、あなたたちは」

　ブエルは、彼女の目があまりにも冷たいのでビクッとした。

「何をしてるんですか、ブエル。あなたの出番ですよ？」

「えっ……あ、はっ、はいニャ！」

　ブエルはアルカーディアの迫はく力りよくと威い厳げんの前で妙みように緊きん張ちようしてしまい、気をつけをして居住まいを正す。

「そ、そか。若返りガスで精神までは若返らないってことは、中身は院長代理のままなのニャ」

　アルカーディアは、低い声で呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

「アグロン、テタグラム、ヴァイケオン、スティムラマトン、エロハレス、レトラグサンマトン、クリオラン、イシオン、エシティオン、エクシスティエン、エリオナ、オネラ、エラシン、モイン、メフィアス、ソテル、エマヌエル、サバオト、アドナイ！　我、汝なんじを召しよう喚かんす。然りアーメン！」

　たちまちブエルは、五本のヤギの足を持ったライオンの姿になった。しかも、魔夜が詠唱したときとは圧倒的に大きさが違ちがう。魔王の名にふさわしく、山ひとつはありそうな、絶対的に巨きよ大だいな姿になっていた。

「やったニャー！　ブェエエエエエエェルゥウウウウウウゥ！」

　ブエルは回転しながらＵＦＯに襲おそいかかる。ＵＦＯは砲塔から若返りガスを発射したが、ブエルは大きく息を吸ってガスを全て飲みこんでしまう。地上の長老が、目を見張った。

『な……なぜ効かん！　地球全土を赤子化する量のガスを吸ったというのに！』

「悪あく魔まは世界の始まりから存在してるニャ、少々若返ったってヘッチャラピーなのニャ」

『ば、ばかな……！　そんなモノが存在するなんて……！』

「オカルトはおまえらの星だけの専売特許じゃないニャ。さあて反はん撃げき開始といきますニャ、いただきますニャー！」

　ブエルは大きく口を開けて、更さらに強く息を吸いこむ。

『ぎゃあああああ！』

　長老もロボットスーツもＵＦＯも、何もかもがブエルの腹の中へと消えていった。

「ふー。こんな大物食ったの、初めてニャ。この勢いなら、魔王サタンも食えそうな気がするニャ」

　ぺろりと舌なめずりした瞬しゆん間かん、三分が過ぎて、ブエルは白衣の黒くろ猫ねこの姿に戻もどった。

　後には、少し木がなぎ倒たおされたほかには何事もなかったかのような静せい寂じやくだけが残った。

「やれやれ。まさかツチノコ探しに来て、地球を救うことになるとは思ってなかったな」

　望は疲つかれて地面に座りこむ。アルカーディアが、彼を両手でそっと抱だきあげた。

「阿寒くん、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「うん。闇暗は大丈夫か？　まあ見た感じ、この上もないほど大丈夫そうだけど」

「ええ……地球もですが、わたしも阿寒くんに助けられましたね」

「携けい帯たい電話の呪文がミスったときは、もう終わりかと思ったニャ。前世まで戻す方法があったなら、最初から使えニャ」

　ブエルがアルカーディアの足もとに座りこみ、望を見上げてぶーたれる。

「いやでも、成功するかしないか判らなかったし」

　望は、あっけらかんとして答えた。ブエルの目が、点になる。

「はい？　……ちょ、ちょっと待てニャ！　ひょっとして、ダメモトでやったニャっ？」

「そもそも、前世とか信じてなかったからなあ。それに前世まで若返るって、宇宙人たちも知らなかったのに俺が知ってるわけないだろ、科学的に考えて」

「ちょっと待つニャー！　も、もし失敗してたらどうしたニャ！　院長代理は、受精卵まで戻って死んでたニャ！」

「あのままでも、数分以内には死にそうだったし。そのまま何もせずに指くわえてほっとくよりは、少しでも闇暗を助けられる可能性に賭かけたほうがいいだろ」

「け、結果オーライだったから良かったニャけど！　も……もし失敗してたら、院長代理はともかく、おまえだってヤバかったのにどうする気だったニャ！」

「愚ぐ問もんだなあ。失敗したら、そのときはまた次の策を考えればいいことじゃないか。簡単だろ」

「吾わが輩はいの言ってる意味が判ってないようニャ？　次の策も失敗したらどうするニャ！」

「頭を使うのはタダなんだから何度でも考えるさ。成功するまでトライすれば、いつかは成功するはずだし」

　望が自分の頭を指さした。ブエルは、前足で頭を抱かかえてしまう。

「吾輩の説明の仕方が悪いのか、おまえの頭脳がアホなのか、どっちなのニャ……？」

「フフフ……」

　アルカーディアは含ふくみのある笑い声を立てて、腕うでの中の望を見つめる。

「さて、阿寒くん……そんなこんなで、今のわたしはものすごい魔ま力りよくを持った魔女です。何かお望みがありましたら、何でも叶かなえてさしあげますよ」

「あっそうか！　科学的に考えれば、俺を元に戻すこともできるんだよな？」

「それがお望みでしたら、簡単なことです。フフフ……」

　アルカーディアは、腕の中の望の額を指で突つく。望の全身が光に包まれてみるみる縦に伸のび、地面に足がついて、高校生男子の姿に戻った。ただし服は、黒いロングコートに黒いブーツ、ロングコートの肩かたにはカラスの羽根、手には黒い指なし手て袋ぶくろ、手首や指には骸がい骨こつをモチーフにしたごつい銀のアクセサリーが巻きついている。

「ちょっと待て、闇暗。何だ、この服は」

「ベビー服のほうが良かったですか？　そういうご趣しゆ味みでしたら、お望みのままに……」

「赤ちゃんプレイの趣味も無いが、マ○ピ○ピンマンソンのバッタモンになる趣味も無い！　制服でいいんだ制服で！」

「ちぇ。ゴスとかデスメタルとか、けっこう似合ってますのに……」

　残念そうにアルカーディアがもう一度望の額を指で突く。そこから光の粒りゆう子しが望の全身にこぼれ、制服姿に戻った。望は確かめるように全身をペタペタ触さわり、ホッと息をつく。

「うん。やっぱり、学生はこれが一番落ちつくな」

「どうせ黒ずくめなら、ゴスも同じですのに……」

　アルカーディアは、まだ少し後うしろ髪がみを引かれているようすだ。

「さて……次のお望みは何でしょう？」

　アルカーディアは、もみ手をしながらいそいそと尋たずねる。望は即そく答とうした。

「帰って寝ねたいな。きのうから、なんか疲れた」

「わたしの目、見てください。両方とも悪魔の目ですよ？　今のわたしには普ふ通つうの人間では叶わない望みも叶えてあげられるので、何を望んでくださっても大丈夫ですよ……？」

　アルカーディアは自分の目を指さして、押おし売りする。元の魔夜はやや小こ柄がらだったが、今のアルカーディアは大人の西洋女性なので背が高く、望を見下ろす姿勢になる。

　だが望は、アルカーディアの押し売りをあっさりと流してしまう。

「じゃあすぐに寝られるよう、一刻も早く家に帰りたい。寝ないと脳のう細さい胞ぼうが死ぬからな」

「脳細胞なんか死んでもいいじゃないですか。わたしの魔ま法ほうで超ちよう天てん才さいにして、成績学年一位にしてさしあげますし……」

「いいよ、自分でやるから」

「では……帝都大学に合格させてさしあげましょう」

「いいよ、自分で通るから」

「それじゃあ……ノーベル賞を取らせてさしあげますよ。これでどうだ」

「いいって、自分で取るから」

「ニャんだおまえはっ、せっかくの申し出なんだからすなおに受けるニャー！」

　ブエルがイライラしてどなった。望は、困ったようにブエルを見下ろす。

「自分でやるからいいって言ってるじゃないか」

「楽して結果出せるなら、やってもらえばいいニャ！　テメーはそんなことも判らないぐらいのアホ野や郎ろうかニャ！」

「他人に作ってもらったジグソーパズルを壁かべに飾かざったって、楽しくないだろ。あれは、作るのが楽しいって種類のもんなんだから」

「あーもー、アホとは議論が平行線ニャ！　勝手にしとけニャ！」

　ブエルは望に背を向けると、アルカーディアのドレスのすそに甘あまえて体をすりつける。

「というわけで、院長代理。このアホはほっといて、吾わが輩はいのお願いを聞いてニャー」

「何でしょうか、ブエル……？」

「もち、吾輩を元の姿に戻もどすニャ。三分だけじゃなくて、完全に戻れるようにするニャ！　今の院長代理の魔力なら、吾輩今だかつてないぐらい巨きよ大だい化かできるニャ。この勢いで吾輩をこんな目にあわせた魔王サタンに復ふく讐しゆうしてやっつけて、吾輩が地じ獄ごくの魔王になるニャ。院長代理は、地上を支配すればいいニャ。ふたりで仲良く半分こ、いい考えだニャー」

　ブエルはまさに「猫ねこなで声」で交こう渉しようするのだが、アルカーディアは冷ややかに即答する。

「却きやつ下かですね」

「なんでニャー！」

「魔女の魔力は魔王サタンからいただいたものですから……そういう用よう途とは悪用になるでしょう。信用問題として無理です」

「そこを何とかニャ！」

　ブエルは両手をすりあわせて、頼たのみこむ。だが、アルカーディアは首を横に振ふった。

「それに、強くなったつもりでもあなたじゃ魔王サタンには勝てませんから……」

「勝てるニャ！　あのすごい力を見たニャっ？」

「強い力さえ手に入れれば勝てると思ってるのは、あの宇宙人たちと同じノータリンです。自分の頭で考えろって、阿寒くんがおっしゃったでしょう……？　考えれば、何の力もない赤ちゃんが、圧あつ倒とう的てき科学力を持つ宇宙人軍団を倒たおせるんです。逆に言えば……考え無しに攻こう撃げきしたって、魔王サタンの知ち恵えの前に瞬しゆん殺さつされるのは見えてます。あなたはおとなしく、うちの病院で雇やとわれてればいいんですよ……フフフ」

「うぐぐ……！」

　ブエルは、がっくりとうなだれた。残念ではあるが、確かにアルカーディアのことばはものすごく正論で、従わざるをえなかった。

「さて……では阿寒くんがもういいのでしたら、わたしの望みを叶かなえましょう。まず、人形になった両親を元に戻して……と」

　アルカーディアは、彼女の病院がある方角に指を向けた。




　さて、病院ではきらきらした光の粉が降り注ぎ、暖だん炉ろの前の椅い子すに座っていた二体の人形が人間の姿に戻った。黒衣の黒医師のひざに、黒衣のロングワンピース姿のナース長が座っている……魔夜の両親だった。

「あら、あなた！　元に戻ったようね」

「うむ！　魔夜の波動を感じる、何か方法を見つけたのだな。さすがわが娘むすめ！　ついでに入院患かん者じやは全然元のままみたいなのも、さすがわが娘！」

「全員退院されたら、病院が儲もうかりませんものねえ。魔夜が帰ってきたら、おこづかいあげましょう。ククク……」

　黒医師と黒ナース長らしく、二人は黒い微笑ほほえみを浮うかべた。




　二人が元に戻ったのを、アルカーディアもまた波動で感じ取った。

「さて、これでわたしの仕事は少し楽になるわけです……フフフ」

「そうだな。学生しながらナースじゃ寝ねる暇ひまも無さそうだから、良かったな」

「いえ。寝る暇よりも……」

　もにょもにょもにょ、とアルカーディアはことばの最後のほうをうやむやにする。望は怪け訝げんそうに首をかしげた。

「今何か言ったか？　まあいいや、冷静に考えたらブエルに乗って帰ったら近所が大おお騒さわぎになるから、山を下りてタクシー拾うことにする。ということで、もういっこ願いがあった、千円ほど貸してくれ。明日、学校で返すから」

「フフフ……おやすいご用です。他に願いは無いんですね？」

　アルカーディアは望の手を取って、その中に光の粒りゆう子しから千円札を作りだす。

「うん、千円あれば足りるだろ。うちまでタクシー、スリーメーターぐらいだから」

「じゃあ、わたしの願いを……」

　アルカーディアは自分の胸に手を置いた。彼女の全身が光の粒子に包まれ、在波高校の黒ずくめセーラーの制服を着た闇暗魔夜の姿に戻る。

「え……っ？　ちょ……ちょちょっ、院長代理ニャ！」

　ブエルが、驚おどろいてあごを外しそうになった。

「うん……やっぱり、学生はこれが一番落ちつきますね」

　真紅のカチューシャをはめ直しながら、さっきの望のセリフをまねして魔夜はうっすらと微笑む。ブエルは信じられないというように、ブルブルッと首を横に振った。

「ちょい待つニャ！　な、何元の姿に戻ってるニャ！」

「だって、あれじゃあ阿寒くんに対して年上すぎでしょう。阿寒くんは年上趣しゆ味みじゃなさそうですし……フフフ」

「何言ってるニャ？」

「じゃあ阿寒くん……用も全部すんだし、帰りましょうか」

　魔夜は望に声をかける。だが、ブエルは気がおさまらない。

「院長代理までアホが伝染したニャっ？　別に元の姿に戻ることに異論は無いニャ、そっちのほうが可愛かわいいと個人的にも思うニャ」

「まあ、それはどうも……フフフ」

「しかしっ！　それは最後でいいことニャ、もっとこー日本を支配するとか世界を支配するとかの望みを叶えた後の話ニャ！　今元に戻もどったら、もう前世のすごい魔ま力りよくは使えないニャ。宇宙人は我わが輩はいが食っちゃったから、若返りガスも無くなったニャ。もう前世の姿に戻れないニャよっ？」

「あら……そう言えば、そうですね」

「何考えてるニャー！　せめて魔力で『いつでも前世に戻れる薬』とか出してからその姿に戻れば良かったのにー！　アホー！」

　ブエルは地面をポカポカと前足で叩たたきながら泣く。望が、遠えん慮りよがちに魔夜に尋たずねた。

「そう言われれば、そうだよな。ちょっと残念だったんじゃないのか？」

「そんなこともないですよ……フフフ」

「オカルトの人って普ふ通つう、ブエルみたいにこの世を支配したいとか思ってるんだろ？」

「まーでも、わたしの欲しいものは別にありますから……」

「それを魔ま法ほうで手に入れるとか」

「フフフ……わたし、阿寒くんのさっきのセリフに激しく同意したんです。ジグソーパズルを魔法で作っちゃったら、わざわざお金出して買った価値ないですからね……」

「なんで納得してるニャー！　アホ二人ニャー！　アホアホアホー！」

　ブエルは両前足で顔を覆おおってしくしく泣きだす。

「おいブエル、帰るぞ。俺はもう眠ねむくてたまらん」

「そのうち勝手に帰ってきますよ、猫ねこだから夜目がききますしね。フフフ……」

「猫じゃないニャー！　魔王に戻れるチャンスだったニャー！」

　じたばたとだだをこねるブエルを放っておいて、二人は暗い山道を歩いていった。




　五月後半でも、山の夜風は寒い。ざわざわと木々の葉を鳴らして、少し強い風が吹ふいた。

　ぶるっ、と魔夜が身を震ふるわせたことに望は気づく。セーラー服は首周りや上着のすその部分が大きく開いているので、風を通して寒そうだ。

「闇暗、これ着とくか？」

　望は純じゆん粋すいに親切心から、学ランを脱ぬいで魔夜の肩かたにかけた。男子としては特に背が高いほうではない望だが、女子に比べればやはり上背もあるし肩かた幅はばも広い。学ランをかけると思った以上にぶかぶかで、袖そでを通した魔夜の手は指先しか出てこない。詰つめ襟えりのボタンをとめるとあごが隠かくれてしまう。学ランに残った望の体温にふわっと包まれると、まるで望自身に抱だきしめられたようで、魔夜は頬ほおをぽっと赤らめた。

「お、大きいですね……」

「みたいだな。腕うでまくりするか？」

「あ、いえ……。いいです、このままで」

　魔夜は赤い顔でうつむいて、しばらく黙だまりこんだまま望と並んで歩いていたが、ためらいがちに声をかけてきた。

「あ、あの、阿寒くん……手、つなぎませんか」

「手？」

「そ、その……夜道、見えないでしょう。わたしはこの左目で見えますから、道先案内をしますよ。うっかり足を踏ふみ外はずして、崖がけ下したに転落とかしたら大変ですから……」

「あ、なるほど。非常に科学的な提案だな」

　望は、だぶだぶの学生服の袖からちょこんと差し出された魔夜の手を握にぎる。魔夜は地面を見ているからか、じっとうつむいたまま歩いていて、望の顔を見ようとしない。

「闇暗の手、冷たいな。やっぱり寒かったんだな」

「阿寒くんの手が、温かいんだと思います……」
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「そうか、男の方がカロリーの代謝が大きいから体温が高いんだな。体重一キロあたり成人女性が二十五キロカロリーで成人男性が三十キロカロリーだっけ」

　魔夜は答えない。黙って手をつないで歩いていると、さすがの望も気き恥はずかしくなってくる。ここは科学トークで空気を変えたいところだが、魔夜が科学の対極のオカルトを好きである以上、あまり科学トークを全面に出しても鬱うつ陶とうしがられるのは必然だ。それぐらいのことは望も知っている……だからこそクラスでは無口で、科学部の先せん輩ぱいたちとだけ濃こい科学トークを繰くり広げていたわけだから。その先輩たちも、もうこの世にいないが。

「そう言えば、科学部が無くなってしまったなあ。いや、実際にはもとから無かったわけなんだけど」

「そうですね……愛あい川かわさんの存在も、彼女のマインドコントロールが無くなった今、皆みなの心の中からは無かったことになりますし」

　やっと魔夜が返事をしてくれたので、望は少しホッとする。

「一人じゃ部にならないから、同好会にするしかないかなあ」

「じゃあ、わたしが入ってあげますよ。両親が元に戻ったから、黒ナースの仕事は少し暇ひまになりましたしね……」

「ほんとに？　二人でも少ないわけだが、頑がん張ばって五人集めて部に昇しよう格かくできたらいいな」

「まあわたしは、ずっと二人きりのほうがいいんですけれどね……」

　また魔夜は、語ご尾びのほうを小さな声でつぶやいて、望には聞き取りにくい。

「また何か言った？」

「いえ、口がすべっただけです。お気になさらずに……」

「まあ結果的に『闇暗を科学部に入れる』というミッションがこれで果たせたわけだ。途と中ちゆう、赤ちゃんになったりものすごく小さな範はん囲いで地球が救われたり、なんだかんだ余分なイベントがあった気がするが、まあ終わり良ければ全て良しだな」

「割と大おお雑ざつ把ぱな性格なんですね、阿寒くん。でも、そこがいいんですけど……」

「また何か語尾が小声になってるな。そう言えば闇暗は、結局きのうバスであの山に何しに行ったんだ？」

　非日常的な事件の連続で忘れていたが、冷静に考えればどうにも意味のわからない行動だったことに望は今さら気づいた。望とつないだ魔夜の手が、ぴくりと小さく反応する。

「……な、何しに行ったとは？」

「夕方に山登りのはずないだろ？　あの山に行かなければ宇宙人との遭そう遇ぐうは無かったわけだが、宇宙人の存在を知って探しにいったようすでもなく、マジでピンチに陥おちいってたし」

「説明しないと……いけませんか？」

「納得できないことは解明しないとヘソの裏がかゆくならないか？　俺だけか？」

「謎なぞを探究する科学者の本能なんでしょうね……」

「気になって今夜寝ねられなかったら困る。脳のう細さい胞ぼうが死ぬし」

「そうですね……阿寒くんのせっかくの天才の脳細胞が死んではもったいないですから、仕方ないのでお答えします」

　魔夜は、ちょっと早足になりながら、小さな声で言った。

「少し前に、占うらないをしたんです……」

「いきなりオカルトな話だな」

「『意中の人との距きよ離りを縮めるにはどうすれば良いか』と……そうしたら、あの日時にあの山に登るべし、と占いの結果が出ましたので」

「宇宙人に襲おそわれることは、占いに出てなかったのか？」

「はい。他には『男物のベビー服を用意すべし』ぐらいでした」

　それで、魔夜の部屋にベビー服があった謎が解けた。しかしどう考えても役に立たない占いだ、と望は呆あきれる。

「宇宙人の襲しゆう撃げきこそ警告してもらわなきゃ、占いの意味が無いじゃないか。思いっきり命の危険っていうか地球の危機があったように思うが」

「自分の運命は、占えないものなんですよ……」

　魔夜はそう言って、歩き続ける。

「ふーん。そういうものなのか」

　望も納得してしばらく歩き続け、ふと、胃の底のほうに何やら違い和わ感かんのようなものがシコリになっていることに気づいた。

「意中の人との距離を縮める？　……それは、当たったのか？」

「ええまあ。結果的に今この状態ですし。高校生の阿寒くんを前にしたら緊きん張ちようして何も言えないわけですけど、赤ちゃんなら気楽なのでずいぶん話せましたので、その慣らし練習の成果があって、今こうやってドキドキしながらもけっこう話せてるわけですし……」

「待てちょっと……えっ？　それは、俺っ？」

　望は混乱して、つないでいないほうの手で自分自身を指さす。魔夜はうつむいたまま、何かから逃にげるように、先へ先へと歩調を速める。

「か、科学的に考えて……他の可能性は無いと思いますけども……？」

「いやその……あのえーと……」

　望はあたふたしてしまう。赤ちゃんの姿だったとはいえ、魔夜には裸はだかも見られたし、一いつ緒しよにお風ふ呂ろにまで入ったわけだが、「それはそれこれはこれ」だ。むしろ一緒にお風呂に入ったりすることよりも、告白されるほうが百万倍恥はずかしくて照れくさい。何だか矛む盾じゆんしているような気がして非科学的にすら感じるが、でも実際そうなのだから仕方がない。

「いや……その、俺。全然気づかなかったから、びっくりして……」

「わたしが緊張して阿寒くんに近寄れなかったんですから、気づかなくて当然ですよ」

「俺は、緊張して近寄れないようなキャラじゃないと思うけど。超ちよう平へい凡ぼんじゃないか、どこといって特別いいとこもない気がするんだが」

「言ったでしょう。阿寒くんには科学という『情熱をかけているもの』がある……中身スカスカでカラッポの軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな人たちとは一味も二味も違ちがうんです。前世を持ち出さなくても、見る目のある人には判ります……」

「そんなに誉ほめられたの、生まれて初めてな気がする」

「宇宙人が阿寒くんを赤ちゃんにしなかったら……わたしは阿寒くんに永遠に近寄れなかったでしょうから、多分これからもずっとそのままだったと思います」

「あれ？　でも、それじゃ闇暗的には、俺が赤ちゃんのままのほうが良かったんじゃ？」

「ある意味そうですね……赤ちゃん相手ならここまでは緊張しませんし、ずっと赤ちゃんのままの阿寒くんはわたし無しでは生きていけませんから独どく占せんできますしね」

「ちょっと怖こわいこと言ってるな。けどそれなら、どうして元に戻もどしてくれたんだ？」

　望は心底疑問に思って尋たずねた。魔夜は、つないだ手にじっと視線を向ける。

「だって……赤ちゃんになったら逆に人気が上がって、ライバルが増えちゃいましたし」

「ライバルっていうのか、あれ？」

「それにやっぱり、赤ちゃんじゃこうして手をつないで一緒に歩けないじゃないですか」

「あ、ああ、なるほど……。そ、そうなのかな」

　望は、バリバリと頭を掻かく。慣れないことばのやり取りが、胃い袋ぶくろの底をこそばされているようなくすぐったさと、心臓が握にぎりしめられているような妙みような緊張感の板ばさみで、平たく言うとこっ恥ずかしい。自分の身に起こっていることでありながら、どこか遠い所から別目線でドラマを見ているような気分になる。

（うう……落ちつかん）

　望は、いっそ逃とう走そうしたいような気持ちになる。でも、魔夜の綺き麗れいな横顔を見ていると、やっぱりそばにいたいような気になって、自分でも何が何だかわからない。混乱して歩き方がギクシャクしている望に、魔夜が何度か視線をちらちらと向けていたが、ようやく思い切ったように口を開いた。

「えっと……。それでその、『返事』は、どうなんですか……？」

「え？」

　望は何を言われているのかわからず、目をぱちくりさせる。そのとき初めて望のほうを振ふりかえった魔夜は、さっき魔ま王おうを操って宇宙人を全ぜん滅めつさせた魔女と（前世とはいえ）同一人物とは思えないぐらい、頼たよりなさそうな表情をしていた。

「だ……だから、わたしは『告白』したわけですよ！　当然、その『返事』が無いと……早く返事を聞かないと、心臓が破は裂れつしそうですから……っ」

「俺の『返事』？」

　望は、不安そうな顔をしている魔夜を見て、訝いぶかしげに尋ねる。

「ブエルじゃないけど、俺の返事がそんなに心配なら、前世モードのときに魔法を使えば良かったんじゃ？」

「……魔法を使わないと、阿寒くんに好きになってもらえないぐらい可愛かわいくないんですか、わたし……？」

　魔夜は、泣きそうな目をしている。望は、その答えに激しく動どう揺ようした。

「えっ？　今の文章、そういう解かい釈しやくになるのかっ？　国語ってどれだけ難しいんだ！」

「やっぱり、目の前で黒ナースとして狼おおかみ男おとこを始末したり宇宙人を全滅させたりする女子って、可愛くないですよね……」

「おまえの質問は返事に窮きゆうするにもほどがある。俺は理系だから国語が苦手なわけなんだが、理系らしく二に者しや択たく一いつで返事するなら、可愛いか可愛くないかと言えばおまえはか」

「か？」

　じっと見つめられて、望はごくりと息を飲みこむ。自分でも驚おどろくほど、ことばが切れないタンよりものどにしつこくねばりついて、どんなに力をこめてもなかなか出てこない。全身から、脂あぶら汗あせが噴ふきだした。

「か……かかかか……」

　言うしかない。照れくさかろうが恥はずかしかろうが、客観的に見て科学的に考えて、実際そうなのだからしかたがない。望は必死に、声をしぼり出した。

「か……可愛い。比ひ較かく的てき」

「比較的？」

「い、いや。科学的に考えて……すごく可愛い」

　望は顔から火を噴きそうになった。その答えを聞いた魔夜が、今まで見たこともないほど表情を明るく輝かがやかせたので、望は余計に顔が熱くなる。

　魔夜は、はじけそうな胸を強く押おさえながら、望をじいっと見上げた。

「それじゃ……デートとか、連れて行ってくれますか……？」

「デ、デートっ？」

　望はさらに激しく動揺する。しかし魔夜に不安そうな顔で見つめられると、心配がらせるのも気の毒だった。赤い顔でコホンと咳せき払ばらいをして、照てれ隠かくしのちょっと早口で答えた。

「わ、わかった……こ、断る理由も無いしな……」

「やった！」

　魔夜は嬉うれしそうに両手をたたく。そのようすは、まるで普ふ通つうの可愛い女の子だ……つい今さっきまで地球を侵しん略りやくしようとしていた宇宙人を瞬しゆん殺さつするほどの力を持った魔女だったとは、想像もできない。魔法でどんな願いでも叶かなえられる存在だったのに、望の返事ひとつで一いつ喜き一いち憂ゆうできる魔夜が、望には不思議で仕方がなかった。

　望は魔夜の視線が照れくさくて、怒おこったように目をそらしながら尋たずねる。

「だけど俺はデートとかしたことないし、女子がどういう所が好きとか流行はやりのスポットとか全然知らないから、どこに連れてっていいか判らないけど……それでもいいのか？」

「阿寒くんが連れていってくれる所なら……どこでもいいですよ」

「『どこでもいい』は困るんだよなー。リクエストしてくれたら助かるんだが」

「阿寒くんが行きたい所でいいんです。阿寒くんが面白いと思うものをわたしも一いつ緒しよに見たいし、もっともっと阿寒くんのこと知りたいですから……」

　魔夜は一いち途ずに望を見上げている。望は困って腕うで組ぐみし、うーんうーんとうなる。

「お……俺が面白いと思う所でいいのか？」

「はい」

「『今話題のオシャレスポット』でも『オカルト』でもないけど、いいのか？」

「阿寒くんと一緒なら……どこでも」

「い……今まで行った中で一番面白かったのは、目黒の寄生虫館だけど……シーラカンスの寄生虫とか興味……ないよな？　あっあっでも、ここのミュージアムショップのアクセサリーは女子も好きかも！　チョウチョみたいなオシャレなアクセサリーがあるんだ、ほんとはチョウチョじゃなくて寄生虫のフタゴムシだけど。あっ、やっぱりダメかな……」

「そんなことないです。わたしも阿寒くんの好きな科学をちゃんと勉強したいから、阿寒くんと一緒に行っていろいろ教えてもらうの、楽しみです……フフフ」

「うわー、何かプレッシャーだなー。『フフフ』とか言ってるしなー」

　望はどうにも落ち着かずじっとしていられなくなり、頭をバリバリ掻かきながらとりあえず歩き始めた。どこへ行くとも定まらずに歩き始めたのだが、それでも魔夜は望と手をつないだまま、ちょっとだけ後からついてくる。

「そ、そうだ、寄生虫館のあとで……近くにある国立科学博物館附ふ属ぞく自然教育園とか……どうかな。じょ、女子って花とか好きだよな？」

「ええ……好き、です」

　にこり、と魔夜は微笑ほほえむ。

「そ、そうだよな。タチツボスミレとかラショウモンカズラとか、いいよな？　いや何かちょっと違ちがうか？　プラネタリウムとかのほうがいいのか？　ウガー難しい！　科学の勉強でもこんなに頭を使ったことないのにー！」

　望は完全に困り果てて、うなっている。

「本当にどこでもいいですよ、阿寒くんと一緒に行けるだけで。フフフ……フフフフフ」

　魔夜は、自分のために一いつ生しよう懸けん命めい頭をひねっている望を見つめて微笑みながら、彼の後ろについて、手をつないだまま暗い山道を下りていく。望は困りながらも、自分を優しく見つめている魔夜の美しい瞳ひとみに、思わず胸がはずんでしまう。

（難しい、けど……こ、この科学の子の俺が女子とのデートなどということで頭を悩なやませる日が来るとは、果たして誰が想像したことだろう！　いろいろ胡う散さん臭くさいところもあるけど……や、やっぱり平均より思いっきり可愛かわいいよな、闇暗って。性格も、魔ま女じよとか黒ナースとかいろいろ怪あやしいけど基本的に優しいし、俺のことすごく好きみたいだし……。俺、こんなに幸せでいいのかな……）

　二人が向かう山の下には、夜景が広がっていた。人間たちが知ち恵えと勇気をふるって築きあげた文明の光が、恐きよう怖ふに満ちた夜の暗さに立ちむかうように、たくましく輝いていた。




　……と。

　物語は、ここで終わるはずだった。しかし「こんなに幸せでいいのかな」は、思いっきり死亡フラグである。

　幸福の絶頂で浮うかれていた望の全身を、突とつ如じよ黒いもやが覆おおった。望の身長が、すごい勢いで低くなりはじめる。望はぎょっとして叫さけんだ。

「なっ……何だ、これは！　う、宇宙人のガスがまだ残ってたのかっ？」

「すみません」

　魔夜はあっさり謝った。あっさりと淡たん々たんと、まったく罪悪感の無い口調で。

「阿寒くんを元に戻もどすとき……やっぱり阿寒くんって高校生バージョンでもかっこいいから、他の女子がその魅み力りよくに気づいたら、わたし負けちゃうかもって一いつ瞬しゆん思ったんですけど、そのせいで魔法に迷いが出ちゃいましたね。フフフ……」

「フフフじゃない！　元に戻せー！」

「大だい丈じよう夫ぶです、たぶんブエルみたいにわたしの魔法でしばらくは元に戻れるはずです」

　魔夜の声がどんどん遠くなっていく。否、声が遠くなっているのではなく、望がどんどん縮んでいるのだ。泣なき叫ぶ望の声がだんだん甲かん高だかく……赤ちゃんのものになる。

「しばらくじゃ困るー！　完全に戻せー！」

　すっかり赤ちゃんに戻ってしまった望が、わんわんと泣いた。魔夜は望を、制服でくるみながら抱だっこする。

「すみません。もうわたし『魔女アルカーディア』ではないので、完全には無理です」

「わーん！　そうだったー！」

「まあそう嘆なげかないでください。どんな逆境にあっても諦あきらめずに努力するところが阿寒くんのいいところですし、わたしはそこが好きなんですから……おーよちよち」

「揺ゆらすな！　あやすな！　俺は赤ちゃんじゃないー！」

「逆に、前向きに考えてみましょう。赤ちゃんの阿寒くんだと、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったり抱っこして寝ねたりできますし……あらまあ何と、いいことずくめ。ああでもデートの時は腕うでを組まないといけないから元に戻さないとですね、フフフ……」

「この状じよう況きようで前向きになれるか！　学校はどうするんだよ！」

「出席日やテストの日にはちゃんと元の姿に戻しますし……あら、けっこう支障無いのでは？　赤ちゃんの体のほうが、肩かたこりとかしないからむしろ勉強がはかどりそうですし。『科学に不可能は無い』んですから、阿寒くんの頭脳なら赤ちゃんのままでも頑がん張ばって学年一の成績をキープできるはず、ですよね……？」

　うっ、と望は言葉を失う。確かに、諦めないかぎり科学と人間に不可能は無いとは言ったのは自分だ。落ち込んでいる望のおでこに、魔夜はチュッとキスをする。

「フフフ……まあ元気を出してください。両親も元に戻しましたから、阿寒くんを高校生に戻す方法を研究してもらいますよ……。大船に乗ったつもりで任せてください」

「魔ま術じゆつを失敗して人形になってた人に任せるって、大船じゃなくて泥どろ舟ぶねという気が……」

「あら、きっと人形になった阿寒くんも可愛いですよ。フフフ……」

「悪いけど、それ全然冗じよう談だんに聞こえないから」

　望は硬い声でつぶやく。魔夜の制服ごしに、やわらかなふたつの胸がぽにゃぽにゃと望の頬ほおを撫なでさすっていた。魔夜の豊かな胸に抱かれていると、心のどこかで「まんざらでもない」と思ってしまっている自分がいて、ますます気分がめげてくる。

「まー取りあえず、さっさとお家に帰っていっちょにお風呂入りまちょうねー♪」

「だ、だからお風呂はだめだっ、赤ちゃん扱あつかいはやめろと！　うわこらほっぺにチューするな！　胸のあいだに俺をはさむなー！　やーめーろ―――――――――――――っ！」

　魔夜はじたばた暴れている望を大切に抱かかえて、家路を……というか「風呂路」と「添そい寝路」を急いだ。ひたすらに暗い夜の山道だったが、星がわずかな光を必死に輝かがやかせながら、思いっきり危なっかしい彼らの足もとを照らしてやっていた。





《完》









あとがき







　読者の皆みな様さま、「くろかの」読どく了りようありがとうございます。

　本作、黒ナース服に黒セーラーと黒ばっかりです。というわけでタイトルは「黒い」＆「黒魔術を使う」彼女、という意味です。

　望のぞむの名前は「阿寒望（あかんぼう）」というシャレですが、ほかに有ある鳩はと一いつ石こくは「アルバート・アインシュタイン」のもじりです（「アインシュタイン」はドイツ語で「一つの石」という意味です）。湯ゆ川かわは物理学者の湯川秀ひで樹き博士から。在ある波ふあ高校は「αアルフア（ギリシャ文字のＡ）」からです。アルカーディアはドラキュラのつづりを逆から読んだ「アルカード」を女性風にしたものですが、ドラキュラとは「小さな竜ドラゴン」という意味です。聖書によれば「竜」が魔王サタンの化身ですから、ドラキュラの名を秘めたアルカーディアが「小さいサタン」ともいうべき絶大な魔力を持っているわけです。

　ところで作中でも書きましたが、宇宙人が地球を侵しん略りやくする「うまみ」は、経済的な面ではあまり無い気がします。たとえば地球から五十光年のところに、月よりも少し大きな、ダイヤモンドからできている星がありますが、これを地球に持ってきたら大金持ちになれるか……というと、なれません。地球を掘って採掘するほうが経費が安いからです。仮に安く運んでくる方法があっても、ダイヤモンドが供きよう給きゆう過か多たになると希き少しよう価か値ちは失われ、価格は暴落します。中東で、水より石油のほうが安いのと同じです。ほかに、製薬材料として地球の新種の生物を探索するのはアリかもですが、地球に来るほどの科学力を持った宇宙人ならすでに製薬に未知の生物資源など必要としないでしょう。住宅地や観光地にするには遠すぎます。なので、実際の宇宙戦争は、の○ぴ太のママが宇宙人をホウキで叩いて怒らせた的な、そういう感情的・思想的なものが原因で起こることが多いのではと思います。

　イラストを描いてくださったさいとうつかさ先生とは、久々のコラボです。可愛いイラストをありがとうございました。黒猫ブエルの肉球はわたしがいただきました。

　読んでくださった読者の皆様にも心から感謝いたします。ありがとうございました。

　わたしはというと、何かの呪いか日頃の不摂生か、今回の原稿執しつ筆ぴつ中ちゆうに歯が痛くなって治療に行ってきました。が、歯医者に行くのって気が進まないですよね。歯医者に行くぐらいなら、地球が明日滅びればいいと思います。しかし明日も地球は滅びないので、歯医者に行くしかないというわけです。がっくり。皆様も歯には気をつけてください（泣）。


二〇〇八年四月　夏緑＠よく磨いてるつもりでも磨き残しが！　チェックチェック！
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




夏 緑先生／さいとうつかさ先生
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